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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一：魔ま剣けん士しと黒の組織






　大だい五ご聖せい祭さいで氷ひよう王おう学がく院いんの『大将』シドー＝ユークリウスと激げき闘とうを繰くり広げた俺は、念のために検査入院をすることになった。そこで様々な検査を受けた結果は──全く異状なし、まさに健康体そのものだ。

　あっという間に退院を果たした俺は、その足でリアとローズのもとへ向かう。二人は俺の無事をとても喜んでくれて、なんとささやかな退院パーティまで開いてくれた。

　そんな風に平和な一日が終わり、迎むかえた翌日。俺、リア、ローズの三人は、千せん刃じん学がく院いんの理事長室前に集合していた。その目的はもちろん、理事長であるレイア先生と話をすることだ。

　俺が黒くろ塗ぬりの扉とびらをコンコンコンとノックすれば、

「──入れ」

　硬こう質しつで事務的な先生の声が返ってきた。こんな凜りんとした声を発しながら、彼女は全くといっていいほど仕事をしていない。女性の声というのは、本当に凄すごいと思う。

「失礼します」

　ゆっくり扉を開けるとそこには、

「っと、お前たちか……」

　黒塗りの仕事椅い子すに座り、週刊少年ヤイバを熟読する彼女がいた。

「先生、おはようございます」

「あぁ、おはよう。体はもう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「はい。いろいろと検査を受けましたが、異状はありませんでした」

「それは結構。──それでは早さつ速そくだが、大五聖祭のルールを破った罰ばつとして、君たちにはボランティア活動に従事してもらおうか」

　先生はそう言って、パンと手を打ち鳴らす。もちろん、今日はそのつもりでここへ来た。しかし、その前にどうしても聞いておかなければならないことがある。

「先生。結局、俺の体を乗っ取ったアレはなんなんですか？」

「そうだな……。結論から言えば、あれはお前の『霊れい核かく』だ。既すでに魂こん装そうを習得しているリアは、なんとなく察しがついているんじゃないか？」

　すると彼女はコクリと頷うなずき、それを確かく認にんした先生は説明を始めた。

「霊核──それは人間の魂たましいに必ず一体は宿るとされる『力の塊かたまり』だ。祖そ霊れい・幻げん獣じゆう・精霊などその種類は多様であり、君らが習得を目指す『魂装』は、この霊核の一部を具ぐ象しよう化かしたものだ。あのときの君は、霊核に支配された状態だったと見て間ま違ちがいない」

「ということは……他ほかの剣士も霊核に吞のまれたら、ああなってしまうんですか？」

「理論上はそうだが……。あそこまで強烈な自我を持つ霊核は、そうそういるものではない。君のは相当特別スペシヤルなものだと思っていい」

「……自我を持つ霊核」

　この体の中に、自分以外の存在が眠ねむっている。

　それは言葉では言い表せない、とても奇き妙みような感覚だった。

「まぁ、当分の間は心配する必要はないだろう。かなり長い時間、君の体を支配していたのだ。アレとて激しく消しよう耗もうしたことは間違いない」

「そう、ですか……」

　どうやら霊核が俺の体を乗っ取るには、向こうにも相応の負荷が掛かかるらしい。

「よし。それではそろそろ、今後のことを話そうか！」

　先生は空気を変えるようにして、明るく話を切り出した。

「既に先日伝えた通り、これから君たちには魔剣士として活動してもらう。期間は一か月。『理事長が生徒へ下した処分』という体てい裁さいを取るため、報ほう酬しゆうの受け取りは禁止だ」

　彼女はさらに話を続ける。

「まずは魔剣士協会オーレスト支部へ行くといい。そこの支部長とは、昔からの知り合いでな。私が話を通してあるから、きっとスムーズにことが運ぶだろう。後は協会までの道案内なんだが……ローズ、頼たのめるか？」

　先生がそう言って視線を向ければ、

「あぁ、承知した」

　彼女は即そく座ざに了りよう承しようした。

（どうして、わざわざローズに頼んだんだろうか？）

　俺がそんなことを考えていると、彼女は懐ふところから鉄のプレートを取り出した。そこにはローズ＝バレンシアと刻まれており、登録番号らしきものが振ふられている。確かこれは……魔剣士の身分を証明するプレートだ。

「見ての通り、私は既に魔剣士だ。今は活動していないが、昔ちょっといろいろあってな」

　彼女はなんでもないように軽くそう言った。

「まぁそういうわけだ。ローズは、魔剣士として君たちよりもかなりの先せん輩ぱいになる。何か困ったことがあったら、彼女に聞くといいだろう」

　そんな風にして話が上手うまくまとまったところで、いよいよ魔剣士協会オーレスト支部へ出発することになった。

「先生。それでは行ってきます！」

「うむ、君たちにとっていい経験になることを祈いのっているぞ！」

　こうして俺とリアとローズの三人は、千刃学院を発たったのだった。




　　　　■




　アレン、リア、ローズの三人が理事長室を退出した直後。

「──十八号」

　レイアがポツリとそう呟つぶやけば、

「──はっ！　何でしょうか、レイア様？」

　部屋の隅すみで黙もく々もくと仕事をこなしていた彼は素す早ばやく顔を上げた。

「お前はこれからアレンの護衛につけ」

「護衛、ですか……。かしこまりました」

　すぐにレイアの意図を察した彼は、恭うやうやしく頭を下げる。

「アレンの退学を強く要求した理事長が二人いてな……。フェリスの話だと裏金まで回していたらしい」

「それはそれは……」

　裏金の話を初めて耳にした十八号は、警けい戒かい度をグッと引き上げた。

「あいつらが刺し客かくを差し向けてくる可能性は、十分に考えられる。不ふ審しんな奴やつ等らがアレンに接近した場合は、すぐに潰つぶせ。お前の魂装は少々危険だが……今回は特別に使用を許可する」

「かしこまりました」

　そうして新たな仕事を命ぜられた彼は、

「……しかし、大丈夫でしょうか？」

　心配そうにポツリとそう呟いた。

「何がだ？」

「私がここを離はなれると、お仕事の方に差し支つかえが……」

「なるほどな……。今回は特別に書類の持ち出しを許可しよう。アレンに目を光らせながら、仕事も並へい行こうして進めてくれ」

「……かしこまりました」

　アレンを護衛する傍かたわら、理事長業務の肩かた代がわりという難題を押し付けられた十八号は、渋しぶ々しぶながら受じゆ諾だくした。

「──ところでレイア様、一つ質問をよろしいでしょうか？」

「なんだ？」

「私がアレン殿どのを護衛するということは、必然的にリア嬢じようとローズ嬢をつけることになります」

「そうなるな」

（何を当たり前のことを）──そう思いながらも、レイアは話の続きを待った。

「彼女たちはあまりに魅み力りよく的でして……。何というかその、申し上げにくいのですが……っ」

　十八号にしては珍めずらしく、随ずい分ぶんと歯切れが悪かった。

「なんだ、わかるようにはっきりと言え」

　レイアが少し苛いら立だった様子で回答を急せかせば、

「その……もし機会があるならば、のぞいても？」

　彼は絞しぼり出すようにして、己おのれの欲望を口にした。

「お前は馬ば鹿かか？　駄だ目めに決まっているだろう、控ひかえろ」

「くっ……か、かしこまりました……っ」

　こうして十八号は護衛・雑務・禁欲という三つの難題に取り組むことになったのだった。




　　　　■




　俺たちはローズの案内で、都のオーレストを右へ左へ進んでいく。そうして千刃学院を出発してから十分ほど経たったところで、いかにもそれらしき建物が見えてきた。

「──着いたぞ」

　予想通り、ローズはその建物の前でピタリと足を止めた。

「こ、ここが、魔剣士協会……」

「じょ、冗じよう談だんでしょ……？」

　それは三階建ての大きな建物だった。きっともう数十年と改修されていないのだろう。レンガ造りの外がい壁へきは風雨でボロボロになり、派手な落書きがあちこちに見受けられた。周囲の景観を損そこねているのは、誰だれの目にも明らかだ。

（やっぱり魔剣士って、野や蛮ばんな人がなる職業なのか……？）

　聖せい騎き士しは真ま面じ目めで誠実、魔剣士は不真面目で不誠実──世間一いつ般ぱんのイメージがこれだ。

（この職業イメージには、昔の差別や偏へん見けんも多分に含ふくまれていると思っていたけど……）

　この建物を見る限り、まんまイメージ通りな気がしてならない。

　俺とリアが二人して、この異様な外観にたじろいでいると、

「どうしたんだ、入らないのか？」

　ローズはまるで自宅に帰るような気軽さで、扉に手を掛けていた。

　どうやら彼女には、これが全く気にならないらしい。

「ね、ねぇ、ローズ……。本当にここが魔剣士協会なのかしら？」

　隣りん国ごくの『王女』であるリアは、明らかな拒きよ否ひ反応を示していた。

「あぁ、もちろんだ」

　ローズは扉とびらに手を掛け、「何を言っているんだ？」と言いたげな表情で小首を傾かしげる。

　俺とリアは二人して目を見合わせて──コクリと頷いた。

「と、とりあえず入ってみるしかない、よな……？」

「そ、そうね……っ。うん、とりあえず入ってみましょう……」

　酷ひどいのは外観だけで、中は案外まともかもしれない。

　そんな俺たちの幻げん想そうは──二秒で打ち砕くだかれた。

「こ、これは……!?」

「す、凄すごいにおい……っ」

　扉を開けてすぐ、濃のう厚こうなアルコール臭しゆうが飛び込んできた。中には酒場が併へい設せつされているようで、まだ真っ昼間だというのに大勢の人たちが酒を飲み交かわしている。

（イメージ通り、いや……それを二回りは下を行っているぞ……っ）

　全く同じ感想をリアも持ったらしく、彼女の美しい顔は露ろ骨こつに引きつっていた。そうして俺たちが入り口で立ち尽つくしていると、

「ひっく、なんだぁ、お前ら……？　ここらじゃ見ねぇ顔だなぁ？」

[image: ]

　明らかに泥でい酔すいした魔ま剣けん士しらしき男が声を掛けてきた。

「……リア、ローズ下がってくれ」

　俺は小声でそう伝えて、二人の前に出た。

「おぅおぅ……ひっく、よく見りゃ嬢ちゃんたち、えらく綺き麗れいな顔してんじゃねぇか！　どうだ、ちょっと一いつ緒しよに飲まねぇか……？」

　男は千鳥足の状態で、フラフラとこちらに近付いてきた。

（……危険だな）

　そう判断した俺は、

「──すみません、俺たちはこれから用事がありますので」

　両者の間に立ち、やんわりと彼の申し出を断った。

「ちっ……。誰もお前にゃ──聞いてねぇんだよぉ！」

　彼は手に持った酒さか瓶びんを俺の頭へ振り下ろした。頭頂部を直ちよく撃げきしたそれは粉々に砕け、俺は頭から盛せい大だいに酒をかぶる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、アレン!?　──ちょっとあんた何するのよ！」

「貴様、少し飲み過ぎだぞ……！」

　リアとローズはそう言って、男の前に立ち塞ふさがった。

「ぷっ……ぎゃはははは、だっせぇなぁおい！　びちょびちょじゃねぇか！」

　酔よっ払ぱらった男は、腹を抱かかえて盛大に俺を嘲あざ笑わらう。

「あんたねぇ……！」

「調子に乗り過ぎだぞ……！」

　我が慢まんの限界を超こえた彼女たちは、腰こしに差した剣へ手を伸のばした。しかし、

「──大丈夫だよ。落ち着いてくれ」

　俺はすぐさま二人の行動をたしなめた。

「あ、アレン……!?」

「だが、こいつはお前に……っ！」

「俺たちは今、停学中の身だ。こんなところで下手に騒さわぎを起こしたら、レイア先生に迷めい惑わくを掛かけてしまう。それに──ただお酒をかけられただけだ」

　この程度で一々目くじらを立てていたら、こっちが疲つかれてしまう。

「お、お酒をかけられただけって……」

「な、なんともないのか……？」

「ほら、この通り……なんともなってないだろ？」

　ガラスの破は片へんが乗った頭を軽く払はらい、怪け我ががないことを見せた。

「う、うそ……!?」

「無傷、だと……!?」

　そう──今回のこれは、本当にただお酒をかけられただけなのだ。

　きっと酒瓶が当たる瞬しゆん間かん、彼が力を抜ぬいてくれたんだろう。

「さぁ、行こう」

「う、うん……」

「あ、アレンがそう言うのならば……」

　俺たちは酔っ払いの男を素通りし、受付の方へ進んだ。するとその直後、一部始終を盗ぬすみ見ていた他ほかの魔剣士たちが一いつ斉せいに笑い始めた。

「おいおい、ドレッド！　お前、全く相手にされてねぇじゃねぇか！」

「ぎゃはははは！　だっせぇなぁ、おい！　こんなガキどもに虚こ仮けにされるとはよぉ！」

「情けねぇぞ、魔剣士の風上にもおけやしねぇ！」

　周囲から嘲ちよう笑しようを受けた魔剣士──ドレッドさんは、顔を真っ赤にしてプルプルと震ふるえた。

　……本当に余計なことをしてくれる人たちだ。

「おい、てめぇ……っ！」

　プライドを傷付けられた彼は、迷わず腰に差した剣を引き抜いた。

「この俺様を虚仮にしやがって、ただで済むと思うなよ……！」

　彼は剣を二三度振ふるい、その切っ先をこちらに突つき付けた。

（さすがにこれは、見過ごせないな……）

　俺は彼の目を真っ直すぐに見み据すえて──告げた。

「剣それは脅おどしの道具じゃないですよ。本当に……いいんですね？」

　剣士が剣を抜くという意味。それを今一度確かく認にんさせてもらった。すると次の瞬間、

「あ、ぉ、ぅ……っ」

　ドレッドさんの顔はみるみるうちに青ざめていき、一歩二歩と後ずさった。

（く、苦しい……これってアレンの殺気……!?）

（なんという圧あつ迫ぱく感かんだ……!?）

　それから数秒後、

「す、すまねぇ、俺が悪かった。ちょっと悪わる酔よいしちまっていたみたいで、今ちゃんと目が覚めたよ……。この通りだ、許してくれ……っ」

　彼は剣を鞘さやに収め、深く頭を下げた。

「……わかりました。飲み過ぎには注意してくださいね？」

　俺はその謝罪を受け入れた。人は誰しも過あやまちを犯おかす。俺だってこれまで数えきれないほどの失敗を重ねてきたし、何より今回はこちらに全く被ひ害がいがない。少し酒臭くさくなったぐらいだ。

「あ、あぁ、すまなかったな！　今度、一いつ杯ぱい奢おごるぜ……！」

　彼はそう言ったきり、そそくさと魔剣士協会を後にした。

　気持ちは嬉うれしいけど……。俺は未成年だから、お酒はまだ無理だ。

（うん、やっぱり悪い人じゃなさそうだな……）

　そんなことを思っていると、

「あ、アレン……？」

　少しかすれた声で、リアが俺の名前を呼んだ。突とつ然ぜん魔剣士に絡からまれたせいか、その瞳ひとみには少し怯おびえの色があった。王女である彼女には、こういった経験がなかったのだろう。

「大丈夫か、リア？　少しどこかで休もうか？」

「う、ううん、大丈夫。ちょっとビックリしちゃっただけだから」

「それならいいんだけど……。もし気分が優すぐれなかったら、無理をせずに言ってくれよ？」

「う、うん……！　ありがとう、アレン！（よかった……。いつもの優やさしいアレンだ）」

　それから俺たちは、何な故ぜかシンと静まり返った魔剣士協会の奥へ進む。すると、大きく「受付」と書かれた場所がすぐに見つかった。

　だが──そこに座っていたのは、あまりにも強こわ面もての男性だった。

（あ、あの人……ここの受付、だよな……？）

　つるつるのスキンヘッド。しっかりと整えられた口ひげ。黒よりも黒いサングラス。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの屈くつ強きような肉体。年ねん齢れいは四十代半ばぐらいだろうか。表情は『無』そのもので、ただ黙もく々もくと新聞を読んでいた。

（ほ、他の受付の人は……？）

　すぐさま周囲を見回したが、それらしき人は見つからない。

（この人しかいない、のか……）

　正直かなり怖こわいけど……。レイア先生が話を通してくれているみたいだし、きっと大丈夫……のはずだ。

　ゴクリと唾つばを吞のみ込み、一歩前へ踏ふみ出したところで──リアとローズが同時に俺の服をつまんだ。

「だ、駄だ目めだよ、アレン！　あの人、どう見てもヤバい人だよ!?」

「関かかわるべきじゃない。あの顔は間ま違ちがいなく、数人殺やっているぞ」

「いや、でも……。あの人しかいないみたいだし……」

　第一、魔剣士協会は公的機関だ。当然、そこの受付は国側の人間であり、さすがにまとも……なはず。かなり不安は残るけど、立ち往生するわけにはいかない。

「……行こう」

「あ、アレン……本当に行くの……!?」

「そうか。ならば、私も覚かく悟ごを決めよう……」

　そうして俺たち三人が、不退転の決意で受付に立つと、

「……[image: あ゛]？」

　彼は読んでいた新聞を丁てい寧ねいに折りたたみ、ゆっくり立ち上がった。

（で、でかい……!?）

（く、クマみたい……!?）

（見れば見るほど、凶きよう悪あくな人相だな……っ）

　身長は二メートルほど、ポーラさんより一回り小さいぐらいだが……。人相と風ふう貌ぼうに威い圧あつ感かんがあり過ぎた。彼女とは、また別種の怖さがある。それでも俺は、勇気を振り絞しぼって声を掛けた。

「あ、あの──」

「──おい、兄ちゃん。今の見てたぜ……若わけぇのにいいもん持ってんじゃねぇか」

　彼はそう言って、凶悪な顔をグニャリと歪ゆがめた。

　おそらく笑っているんだろうけど……めちゃくちゃ怖い。

「ど、どうも……っ」

　何を褒ほめられているのかわからないが、とりあえずお礼を言った。

「初めて見る顔だが……もしかして、レイアの嬢じようちゃんが言っていた『ボランティア』ってやつか？」

「っ！　は、はい、そうです！」

　一筋の光明が差した。

「おぉ、やっぱりそうか！　気付けてよかったよ。『見慣れない三人が来たら、ボランティアだから頼たのむ』って電話で言われたんだが……。いかんせん、情報が少な過ぎてな……。勝手に切るわ、かけ直しても繫つながらんわで、どうしたものかと困ってたんだ」

　彼はそう言って、髪かみのない頭をガシガシと搔かいた。

「う、うちの先生が失礼しました……っ」

　その点については、本当に申し訳なく思う。

「ははっ、気にすんな。アレは昔からああだからな。……さて、少し遅おくれたが自己紹しよう介かいといこう。俺はボンズ。ボンズ＝ダールトンだ。『魔剣士協会オーレスト支部』で支部長をやっている。よろしくな」

　彼は右手を差し出し、俺たち一人一人と握あく手しゆを交かわしていく。見た目はかなり怖いけれど、悪い人ではないようだ。少し緊きん張ちようのほぐれた俺たちは、一人ずつ簡単に自己紹介をする。

「アレン＝ロードルです。これからお世話になります」

「リア＝ヴェステリアです。よろしくお願いします」

「ローズ＝バレンシアだ。よろしく頼む」

「アレンにリア、それとそっちは『賞金稼かせぎ』のローズだな……。──よし覚えたぞ」

　ボンズさんは頷うなずきながら、俺たちの顔と名前を一いつ致ちさせていく。

「さてと、そんじゃまずは魔剣士の登録を済ましちまうか。登録が必要なのは、アレンとリアの二人だな？」

「「はい」」

「それじゃここに氏名、年齢、住所なんかを書いてってくれや」

　彼は『登録希望届け』と書かれた、二枚のプリント用紙を持ち出した。俺とリアは、そこへ必要事じ項こうを記入していく。

「──書けました」

「終わりました」

　意外にも書く項こう目もくは少なかった。必要最低限の個人情報だけを登録するようだ。

「よし、見せてくれ」

　ボンズさんは真っ黒なサングラスを外し、老眼鏡をかけた。そのとき見えた彼の目は意外とつぶらで、とても優しそうだった。

「よぅし、記入漏もれはねぇな」

　そうして二人分の用紙をチェックしたボンズさんは、老眼鏡をしまって再びあのいかついサングラスをかける。

「それじゃ今からプレートを作ってくるから、ちょっと待ってな」

「はい、お願いします」

　そうしてボンズさんは、受付の奥へと消えていった。

　彼の姿が見えなくなってすぐ、俺たちは揃そろって安あん堵どの息を漏らす。

「はぁ……よかった。見た目は怖いけど、中身はいい人だったな」

　俺がそんな感想を口にすれば、

「えぇ、そうね。それにとても可愛かわいい目をしていたわ」

「人は見かけによらないものだな……」

　リアとローズはそう言って、コクリと頷いた。

　それからボンズさんがプレートを作るのを待っていると、またもや揉もめ事ごとが発生した。

「──んだと、てめぇごらぁ！　もういっぺん言ってみやがれ！」

「何度だって言ってやらぁ！　この依い頼らいに失敗したのは、全部てめぇのせいだろうが！」

　同じパーティと思われる二人組が、取っ組み合いの喧けん嘩かを始めたのだ。二人の顔は興奮していることを差し引いても真っ赤っか、泥でい酔すいしていることは遠目でもすぐに見て取れた。

「はぁ、また揉め事か……」

「ま、魔剣士協会って、どこもこんなに危険なところなのかしら……」

「いや……。私の経験上、ここの協会は少し多い気がするな……」

　俺たちが小さな声でそんな話をしていると、

「おぉ、いいぞやれやれ！」

「腹だ！　腹が空すいてんぞ！」

　周りの魔剣士たちは口々にそう叫さけび、場を盛り上げようとした。どうやら、この喧嘩を酒の肴さかなにするつもりらしい。すると、

「……ちっ、騒さわがしいな」

　大きな舌打ちと共に、受付の奥からボンズさんが現れた。どうやら作業は終わったようで、その手には二枚のプレートが握にぎられている。

「ぼ、ボンズさん、突とつ然ぜん喧けん嘩かが始まっちゃって……！」

　リアが事情を手短に話せば、彼はコクリと頷いた。

「あぁ、わかってる。ちょっと待ってな」

　ボンズさんはそう言って、喧嘩している二人のもとへ向かって行った。ここの支部長として、両者の仲裁に入るようだ。

　しかし──白熱した殴なぐり合いを繰くり広げる二人には、彼の接近に気付く様子はない。

「おらぁ、くたばりやがれぇええええ！」

「へっ、どこ狙ねらってやがんだ！　このボンクラがぁああああ！」

　互たがいに拳こぶしを振ふり上げた酔よっ払ぱらいたちは、

「──てめぇら、誰だれの協会で暴れてんだ？」

「「……っ!?」」

　ボンズさんの底冷えするような低音を聞き、顔を青ざめさせた。

「ぼ、ボンズさん……っ!?　こ、これはなんというか、その……っ」

「け、喧嘩じゃないっす！　今のはただのチャンバラっすよ！」

　怯え切った様子の二人は、仲良く肩かたを組み出した。

「はぁ……。オーレスト支部うちのルールは、知ってるよな？」

「い、嫌いやだ……っ。て、鉄てつ拳けん制裁だけは、勘かん弁べんしてく……ぶへぇ!?」

　ボンズさんの放った情け容よう赦しやのない右ストレートが、片方の男の顔面を射い抜ぬいた。

「いったぁ……っ」

「今のは強きよう烈れつだな……っ」

　それはリアとローズが思わず片目を閉じるほどの一いち撃げきだった。

（す、凄すごい……っ）

　足元から腰こしへ。腰から胸へ。胸から腕うでへ。一分ぶの無む駄だもない完かん璧ぺきな体重移動。わずかな揺れもなく、完璧な直線軌き道どうで放たれた右ストレートは──まさに芸術を思わせる至高の一発だった。

　目の前でそんな恐きよう怖ふの一撃を見せられたもう一人の男は、

「す、すみません！　でもあいつ、俺のことを足手まといって……！」

　謝罪の弁を述べながら、必死に言い訳を並べ立てた。

「なぁ、知ってんだろう？　喧嘩は両成敗。その罰ばつは──鉄拳制裁だ」

「い、嫌、嫌だ……ぐへぁ!?」

　もう一発。先ほどと全く同じ、美しい一撃が男の顔面に突つき刺ささった。そうして二人の喧嘩を終わらせたボンズさんは、協会中に響ひびき渡わたるような大声で叫んだ。

「酒は飲むもんだ、飲まれるもんじゃねぇ！　いいな!?」

　静まり返った協会の中、魔剣士たちは首を縦に振った。

　そうして一仕事終えたボンズさんは、こちらへ戻もどってきた。

「……ったく、すまねぇな。うちは血の気の多い酒飲み連中ばかりでよ。一日に何回かはああいうのが起こっちまうんだ……」

「そ、そうですか……」

　大変な仕事だな、と思った。

　ボンズさんはゴホンと咳せき払ばらいをすると、先ほどの話に戻る。

「──ほら、こいつが魔剣士の身分を証明するプレートだ。なくすんじゃねぇぞ？」

「「は、はいっ！　ありがとうございます！」」

　受け取ったプレートには、赤い斑はん点てんが付着していた。

　多分、さっきボンズさんが二人の魔剣士を殴った際に付いた血だ。

「「……」」

　……あの強烈な右ストレートを見せられた後で、間ま違ちがっても文句を言おうという気はおきなかった。

「──それでどうする？　いくつか依頼を受けていくか？」

「そ、そうですね。ぜひお願いします」

「おぅ。……だが、その前に少しだけ話を聞かせてくれねぇか？　なんでお前たちは、ボランティアなんてやってんだ？」

　そういえば、先生からしっかりと話が通っていないんだった。

「えっと、それはですね──」

　それから俺は、事情をかいつまんで説明した。

　大五聖祭において、対戦相手と文字通り『死し闘とう』を演じてしまったこと。それによって自分は一か月の停学となり、連帯責任としてリアとローズにも同じ処分が下ったこと。授業は受けられないが、せめて剣けんの腕が鈍にぶらないようにとレイア先生が『罰』を与あたえたこと。それが魔剣士になって無料で依頼をこなす、このボランティアだということ。

　椅い子すに腰こし掛かけたボンズさんは、黙だまって静かにその話を聞き、

「なるほど、そういうことか……」

　最終的には、納なつ得とくしたとばかりに「うんうん」と頷いた。

「そういう話ならば、俺は魔獣駆く除じよをおススメするぜ！」

「『魔ま獣じゆう』……ですか？　害獣ではなく？」

　害獣駆除は野生のクマや狼おおかみといった、積極的ではないものの人に害を為なす動物の討とう伐ばつ。魔獣駆除はその一つ上、キメラやオーガといった、積極的に人を襲おそう危険な動物の討伐だ。

「おぅとも！　害獣駆除なんざチマチマやったところで、大した修しゆ業ぎようにならねぇ！　男は黙って、魔獣を狩かっておきゃいいんだよ！」

　彼はそう言って、三枚の依頼書を机に並べた。それぞれゴブリン、オーガ、キメラの討伐だ。どうやらこの三つを受けるよう勧すすめているらしい。

「で、でもレイア先生は害獣駆除を勧めていたんですが……？」

「あー、それなら気にしなくていいぞ。何回も教えてやったんだが……レイアの嬢じようちゃんは、今も害獣と魔獣の区別がついてねぇからな」

　ボンズさんは遠い目をしながら、しみじみとそう呟つぶやいた。

（……二人はいったいどんな関係なんだろう？）

　少し気になったけれど、変なことを聞いて彼の機き嫌げんを損そこねたくなかったので黙っておくことにした。

「アレン、どうする……？　私、ヴェステリアでゴブリンなら狩ったことがあるけど……」

「キメラは強いが……。三人ならいける、か……？」

　二人はそれぞれの意見を述べたきり、こちらをジッと見つめて押し黙った。どうやら、俺に決定権を委ゆだねているようだ。

（ゴブリンとオーガ、それにキメラか……）

　俺はどれとも戦ったことがないので、なんとも言えない。しかし、リアはヴェステリアでゴブリンを討伐できたようだし……。キメラは強敵だけど三人ならいけそうだ、というローズの意見もある。

（……やってみるか）

　それにさっきからボンズさんは、俺たちが首を縦に振るのを今か今かと待ち望んでいる。もうこの三件を断れる空気でもない。

「──とりあえず、やってみようと思います」

「よし！　それじゃ今回は、この三件をよろしく頼たのむぜ！」

　彼は三枚の依頼書にボンボンボンと大きなハンコを打ち付けた。

　こうして俺たちは無事に魔剣士の登録を済ませ、三人で魔獣駆除の依頼を受けることになったのだった。
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　魔剣士協会を出た俺たちは、ひとまず三枚の依頼書を眺ながめる。

「ゴブリンにオーガ、それにキメラか……。一応噂うわさとか図ず鑑かんで最低限の情報は知っているけど、実物を見たことはないんだよな……」

　すると二人は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように顔を見合わせた。

「えっ、そうなの？　ここ最近魔獣の数が増えているって聞くし……。ちょっと街かい道どうに出れば、それなりに見み掛かけると思うけど……？」

「あぁ、俺もその噂はたびたび耳にしているんだけどな……」

　運がいいのか悪いのか、一度もお目にかかったことがない。

　するとローズは、コテンと首を傾かしげて問い掛けてきた。

「もしかして、アレンは貴族の生まれなのか？」

　俺が魔獣を見たことがないと言ったから、そう思ったのだろう。残念ながら俺は温室育ちではなく、吹ふきっさらしの中で育ってきた。

「いやいや、田舎いなかも田舎──ゴザ村の出身だよ」

「ゴザ村……？　すまない、聞いたことのない村だ」

「あはは、そうだろうな」

　ゴザ村は人口百人にも満たないような超ちよう小規模な村だ。

　おそらく村と交易のある商人か政府側の役人ぐらいしか、その存在を知る者はいないだろう。それぐらい存在感も経済規模も小さい村だ。ローズが知らなくても無理はない。

　俺はゴホンと咳払いをして、少し脱だつ線せんしかけた話を元へ戻す。

「さてと、それでどうする？　この三種類だと……やっぱりゴブリンからかな？」

　ゴブリン五匹ひきの討伐。

　三件の依い頼らいの中で必要討伐数は最も多いが、一匹一匹の戦闘力はさほど高くない。多分、これがこの中で一番簡単な依頼だろう。

「そうね……。まずは最弱のゴブリンで体を温めてから、次にオーガっていうのが無難なルートかしら」

「そうだな。最も強いキメラは、絶対に後回しにすべきだ」

　リアとローズはそう言って、俺の意見に賛同した。

「三種類とも出現場所はゾール森林か……。このあたりは気を回してくれたのかもな」

　三件とも同じ場所の依頼で固めてくれたのは、移動する手間が大きく省けるため、正直とてもありがたい。

「ああ見えてボンズさんって、けっこう優やさしい人かも？」

「ふっ、あのつぶらな瞳ひとみが答えだな」

　リアとローズは、冗じよう談だんまじりにそう呟く。

　それから俺たちは、オーレスト南方にあるゾール森林へ向かったのだった。
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　早足で進むことおよそ一時間。ゾール森林へ到とう着ちやくした俺たちは、最初のターゲットであるゴブリンを探していた。森の中には、ゴブリン以外の危険な魔獣も生息している。そのため、大きな音を出さないよう静かに行動した。すると、

「見て、アレン……！」

　リアは小声でそう呟き、地面にできた蹄ひづめの跡あとを指差した。

「これは……ゴブリンの足跡か？」

「えぇ、間違いないわ」

「まだ新しい。……近いぞ」

「……よし。ここからはさらに慎しん重ちように行こう」

　その後、俺たちは気配を消してゴブリンの捜そう索さくにあたった。

　およそ二分後、

「……いたぞ」

　目の前に七匹のゴブリンを見つけた。

　緑色の体表。身長は百センチほどの二足歩行。筋肉質な体つき。腰には木製の粗そ末まつなこん棒をぶら下げている。幸いなことに奴やつ等らがこちらに気付いた様子はなく、七匹が一か所に集まって木の実を貪むさぼっていた。

「このまま一気に仕留めたいところだが……それはさすがに、な？」

「えぇ、今回の目的は修業だもんね」

「真っ向から戦うべきだな」

　リアの言う通り、今回の目的は修業だ。決して、ただゴブリンを狩ることではない。奴等との戦闘──つまりは実戦で得られる『経験』こそが大事なのだ。

「リア、ローズ。準備はいいか？」

「えぇ」

「もちろんだ」

　二人が頷うなずいたのを確かく認にんした俺は、近くの茂しげみをわざと剣で揺ゆさぶった。バッサバッサという音が鳴り、それに反応したゴブリンが一いつ斉せいにこちらを振ふり向く。

「ゲギャッ！」

「グギョギャッ！」

「ギャギャギャッ！」

　奴等はしゃがれた声で口々に何かを叫さけぶと──突とつ然ぜん、七匹同時に襲い掛かってきた。リアとローズはそれぞれ構えを取り、俺は遠えん距きよ離りから牽けん制せいの一いち撃げきを放つ。

「一の太た刀ち──飛ひ影えいッ！」

　数日ぶりの飛影は、

「……あれ？」

　いつもの三倍の威い力りよくと速度で放たれた。

「グヒッ!?」

「ブヒャッ!?」

「グヒャッ!?」

　その結果、七匹のゴブリンは一瞬にして両断され──実戦は無事に終わった。

「え、えー……っ」

　当然ながら、これではなんの修業にもならない。

「あ、アレン……？」

「今のはいったい……？」

　予想外の展開に困こん惑わくした二人は、口をポカンと開けていた。

「え、えーっと……。悪い、終わっちゃった……」

　苦笑いを受けながら、とりあえず軽く謝れば、

「い、いやいやいや……今のはなに!?　いつもの飛影じゃなかったよ!?」

「もしかして、新しい技わざか!?」

　二人は興きよう味み津しん々しんといった様子で詰つめ寄ってきた。

「いや、いつも通りの飛影なんだけど……」

　今の一撃は、普ふ通つうの飛影の『三倍』はあった。速度・威力・大きさ、全すべてが桁けた違ちがいだ。

（ど、どうなっているんだ……？）

　呆ぼう然ぜんとしながら自分の右手に視線を落としていると、

「……とりあえずここから離はなれましょう」

　リアは動かなくなったゴブリンを横目に、場所の移動を提案した。

「そうだな。それがいい」

　そのうち血のにおいに引き寄せられ、ゴブリンよりも上位の害がい獣じゆうや魔ま獣じゆうが集まってくるだろう。そいつらと鉢はち合あわせにならないよう注意しながら、いち早くここを離り脱だつするべきだ。

「少し待ってくれ。……よっと」

　ローズは慣れた手つきで、七匹のゴブリンの角を素す早ばやく回収した。

「それは……？」

「ゴブリンの討とう伐ばつ証明部位だ。これを持ち帰らなければ、依頼を完かん了りようすることはできない」

「へぇ、そうなのか」

　さすがはローズ。元魔ま剣けん士しというだけあってよく知っている。

　それから俺たちはこの場から速すみやかに離れつつ、次のターゲットについて話し合った。

「次は、オーガだな……」

　オーガ三匹の討伐。

　数こそゴブリンより少ないものの、難易度はこちらが上だろう。オーガは、ゴブリンをそのまま大きくしたような奴やつ等らだ。知能はゴブリンより低いが、純じゆん粋すいにその大きさが脅きよう威いだ。個体差はあるが、小さいものでもポーラさんサイズはある。──つまり、とても大きい。

　噂によれば、変異種などは十メートルを超こえるものもいるとか。

「オーガを探すなら、やっぱり水のあるところか？」

　俺の意見に二人はコクリと頷いた。

　オーガの生息地はほぼ必ずと言っていいほど、水みず場ばの周辺だ。奴等は知能が低すぎるために、地形を覚えられない。

　もし一度でも水場を離れてしまうと、どうやってそこへ戻もどればいいのかわからなくなるのだ。そうなれば、運悪く次の水場を見つけられなかった個体は水分不足により衰すい弱じやく死しする。だから、あいつらは一度発見した水場からは離れない──離れられないのだ。

「ゾール森林の水場というと、西の方に小さな川があったな……」

　俺の記き憶おくが正しければ、南北を走る細長い川があったはずだ。

「まずは川を見つけて、それからオーガの探たん索さくに入ろうか」

「えぇ、そうしましょう」

「異存はない」

　その後、しばらく西へ進んでいけば──ほどなくして綺き麗れいな小川を発見した。その後、周囲を警けい戒かいしながら、ゆっくり上流へ上っていけば、

「オ、オ、オー……」

「ヴヴヴ……ッ」

「グゥググゥグ」

　三匹のオーガを発見した。

　奴等はうめき声をあげながら、ノッシノッシと川の流れに沿って歩いていた。きっと獲え物ものを探しているのだろう。

「それにしても、でかいな……」

　見たところ、三メートル近くはある。三匹とも同じようなサイズ感であり、右手には大きなこん棒を握にぎっている。あの巨きよ体たいから繰くり出される一撃を食くらえば、きっとただでは済まないだろう。下手すれば一撃でお陀だ仏ぶつかもしれない。

　俺たちはその巨体に圧あつ倒とうされながらも、小さな声で相談を始めた。

「やっぱり、正面から行くべきだよな？」

「少し怖こわいけど、修しゆ業ぎようということを考えると……そうなるわね」

「オーガは頭が悪い。フェイントを絡からめれば、そう怖い敵ではない」

　技術に秀ひいでるローズは、オーガの討伐に自信があるようだった。確かに、彼女の俊しゆん敏びんな動きと桜おう華か一いつ刀とう流りゆうは、オーガに対して相あい性しようがいい。

「俺は……ちょっと力比べやってみようかなと思う」

「ふふっ、私も同じこと考えていたわ」

　リアはそう言って、嬉うれしそうにクスリと笑う。

（正直、怖くないと言えば噓うそになる……）

　だが、力ちから自じ慢まんのオーガを相手にどこまで自分の腕わん力りよくが通じるのか、剣士として知りたくなってしまったのだ。

「止めはしないが……。力で勝てないと思ったら、すぐに戦い方を変えるんだぞ？」

　ローズはため息混じりに、そんな忠告を口にした。

「あぁ、わかってる。絶対に無茶はしないよ」

「ちょっと試ためすだけだから、そんなに心配はいらないわ」

　その後、俺たちはしっかりと準備を整えてから──近くにあった小石をオーガにぶつけた。すると、

「ウボ……？」

　後頭部に衝しよう撃げきを受けた一匹ぴきが振り返り、続けて残りの二匹も同じようにこちらを向いた。俺たちとオーガの視線が交こう錯さくし、奴等は「獲物を見つけた」と言わんばかりに顔をグニャリと歪ゆがめた。

「──来るぞ！」

「えぇ！」

「問題ない！」

　そうして俺たちが戦せん闘とう態勢を取れば、

「う、ウボ、ウボ……ウボォオオオオッ！」
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「グゥウウウウググググ……ッ！」

　オーガたちは、一斉にこちらへ走り出した。その巨体に反して、奴等の動きは俊敏だ。あの体は決して脂し肪ぼうではなく、筋肉で構成されているらしい。

「力比べだ……こい！」

　俺は正せい眼がんの構えを維い持じしたまま、奴が間合いに踏ふみ込んでくるのを待った。

「ウバァアアアアアアアアッ！」

「ハァッ！」

　俺の剣とオーガのこん棒が衝突したその瞬しゆん間かん、

「ウボッ!?」

　完かん璧ぺきに力負けしたオーガは、遥はるか後方へ吹ふき飛んでいった。

「……は？」

　俺は目を白黒させながら、後頭部を強打して意識を失ったオーガを見つめた。その後、

「覇は王おう流りゆう───剛ごう撃げき」

「桜華一刀流───桜おう閃せんッ！」

　オーガとの力比べが引き分けに終わったリアは、魂装を展開してすぐさま焼き払はらった。一方のローズは流りゆう麗れいな剣技をもって、見事な立ち回りでオーガを仕留めた。そうして無事に三匹のオーガを仕留めたところで、俺は二人に声を掛かけた。

「おつかれさま。さすがに、いい戦いぶりだったな」

「ありがとう……でも、ちょっと複雑な気持ちかも」

「いつの間に、それほどの筋力を手にしたんだ？」

　リアとローズはそう言って、ジッと俺の体を見つめた。

「ここ何日かはずっと病院で寝ねていたから、体は鈍にぶっているはずなんだけど……」

　さっきのオーガは、あまりに手ごたえがなさ過ぎた。元々弱っていたか、三匹の中で一番非力な個体だったかのどちらかだろう。

　こんな風にして、思いのほか順調に魔獣駆く除じよは進んだ。これはボンズさんの言う通り、害獣駆除ではなく魔獣駆除を選んで正解だった。

　その後は最後の依い頼らい──キメラの討伐へ向かう。奴はこれまでの二件の依頼とは異なり、その巣の在処ありかがしっかりと依頼書に記されていた。

　俺たちは面めん倒どうな魔獣や害獣と接せつ触しよくしないよう、慎しん重ちようにキメラの巣へ向かう。川を越え、小さな池を抜ぬけ、そして獣けもの道みちを進んだ先に──その巣を見つけた。

「……いたぞ」

　少し盛り上がった台地の真ん中にキメラがいた。

　キメラとは、ライオン・ヤギ・ヘビの三種族が一匹になった個体だ。顔はライオン、背中にはヤギの大きな顔、尻尾しつぽは長いヘビ。特にヘビの動きは俊敏で、その牙きばには強力な麻ま痺ひ毒がある。三匹がそれぞれ独立した思考を持つため、非常に手て強ごわい相手だ。

　目の前のキメラは、木の枝や草が集められたお手製のベッドの上で気持ちよさそうに俯うつぶせで眠ねむっていた。

「一匹なのに、気持ちよさそうに眠っているわね……。余よ裕ゆう綽しやく々しやくって感じなのかしら？」

「いや、違うぞ。尻尾のヘビが片目を開けて、周囲を警戒している」

　ローズはそう言って、キメラの尻尾を指差した。すると確かに、紫むらさき色いろのヘビが片目を開けていた。

「キメラはこれまでとは別格だ。油断せずに行こう」

　ローズは真剣な表情で、俺たちにそう注意を発した。

「もしかして、戦ったことがあるのか？」

「あぁ。あれはもう三年以上も前になるが……かなりの強敵だった。正面のライオン、背中のヤギ、尻尾のヘビ──それぞれが独自の判断で攻こう撃げき・防ぼう御ぎよを行う。隙すきがなく、中々攻せめ込めない」

「それは厄やつ介かいだな……」

「何より問題は、その鋼鉄のような外皮だ。かなり深くまで踏み込まなければ、斬きれたものではない……」

　彼女は難しい表情でそう呟つぶやいた。

「ダメージを与あたえるには、至近距きよ離りまで接近しなければならない。だけど、そこまで間合いを詰つめるのは至難の業わざってことか……」

　魔ま獣じゆうは決して馬ば鹿かではない。どこまで踏み込まれればマズいのか、きちんと理解している。

　つまり──一定以上距離を詰めようとするとライオン・ヤギ・ヘビの三匹が同時に立ち塞ふさがるというわけだ。話を聞いているだけでも強敵だということが十分伝わってくる。

　それから俺たちは、しっかりと話し合って作戦を決めた。

　まずは接近戦で重い一撃を放てる俺とリアが、強きよう靭じんなパワーを持つライオンとヤギを押さえる。その間に機き敏びんなローズが、厄介なヘビを仕留める。その後は、三対二という数的有利を維持したまま、ジワジワと攻め落とす。

　無理に一撃必殺や急所への一撃を狙ねらわない、手て堅がたい戦略だ。

「リア、準備はいいか？」

「えぇ、スリーカウントでいきましょ。ローズもそれに合わせて、すぐにヘビを押さえてね？」

「承知した」

　それからリアは、ゆっくりとカウントを始める。

「三……二……一……」

　三人に緊きん張ちようが走り、

「零ゼロ……ッ！」

　次の瞬間、俺たちは一いつ斉せいに駆かけ出した。

（……え？）

　しかし、気付けば俺は──キメラの目と鼻の先にいた。目の前にはがら空きの胴どう体たい。リアとローズは、まだ遥か後方だ。

「き、キシャーッ！」

「が、ガルルッ!?」

「メェエエエエッ!?」

　ヘビが激しく威い嚇かく音を鳴らし、ライオンとヤギが飛び起きた。しかし、もう遅おそい。

　俺は既すでに奴やつ等らの懐ふところの奥──必殺の間合いへ踏み込んでいるのだ。

（……いける！）

　この距離ならば、一撃必殺とはいかずともかなりのダメージを与えられる。俺は既に振ふり上げていた剣を──一気に振り下ろした。

「八の太た刀ち──八や咫た烏がらすッ！」

　その瞬間、鋭えい利りな八つの斬ざん撃げきがキメラを襲おそう。

　しかも、これまでの八咫烏とは違った。ただ斬撃が八つになっただけではなく、その一つ一つが恐おそろしく鋭するどい。まるで全神経を集中させて放った一太刀のようだった。

　その結果──八つの斬撃はまるで豆とう腐ふでも斬るかのようにして、いとも容易たやすくキメラを八やつ裂ざきにした。

「な、何よ、それ……っ」

「ば、馬鹿な……。あり得ない……!?」

　ピクリとも動かなくなったキメラを前に、リアとローズは剣けんを構えたまま固まっていた。

　こうして最初の三件の依頼は、ほとんど俺一人で達成してしまったのだった。




　　　　■




　キメラを一撃──いや、八撃で倒たおした俺に対し、

「どういうこと、アレン!?　今の斬撃は……あの馬鹿げた威い力りよくはなんなの!?」

「その前に……なんだ、あのふざけた移動速度は!?」

　リアとローズは凄すさまじい勢いで食い付いてきた。

「お、俺も驚おどろいているところなんだ」

　今のは最低でもあの天才剣士シドー＝ユークリウス並みの速度・腕力・剣速だった。全すべての段階ステージが一段上がったような、そんな感覚だ。
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（シドーさんという桁けた外はずれの天才と戦った経験値か？　それとも霊核に体を乗っ取られた副産物のようなものか？）

　どちらにせよ、これは助かるぞ。

（俺はまだまだ、もっと強くなれるんだ！）

　そうしてギュッと拳こぶしを握にぎれば、

「うぅ、もっと魂装の修しゆ業ぎようをしないと……」

「これ以上、離はなされるわけにはいかないな……っ」

　リアとローズは深刻な表情でそう呟いた。

　その後、無事に三件の依頼を達成した俺たちは、ボンズさんのもとへ戻もどった。

「──おっ、もう三件とも終わったのか？　やるじゃねぇか！」

　書類仕事に精を出していたボンズさんは、嬉うれしそうに笑う。凶きよう悪あくな笑え顔がおだけど、ちょっとずつ見慣れてきた。

「どうだ、魔獣駆除にしといて正解だっただろう？」

「はい、おかげさまでとてもいい経験になりました」

「がはは、そりゃよかった！　だがまぁ、今回のは軽い肩かた慣ならしだ。これから難易度の高い依頼にも、どんどん挑ちよう戦せんしてもらうぜ？」

「はい、よろしくお願いします」

　それから数日間──俺たちは、様々な依頼をこなしていった。

　もちろん、全てが順調にいったわけではない。

　特にジャイアントスライムの討とう伐ばつでは、リアとローズの服が溶とかされてしまって……いろいろと大変だった。俺の着ていた上の服を貸すことによって難は逃のがれたものの……。二人が同時ににおいを嗅かぎ出したときは、正直本当に焦あせった。

（そんなに汗あせはかいてなかったから、大だい丈じよう夫ぶだった……と思いたい）

　魔剣士の活動を始めてから、今日でちょうど一週間が経たつ。人というのは意外となんにでも慣れてしまうもので、今ではこの周囲から浮ういた建物も全く気にならなくなった。

（それにしても、本当にいろいろな依頼があるんだな……）

　リアとローズがお手洗いに行っている間、俺が依頼板に貼はり出された依頼書をぼんやりと眺ながめていると、

「──おーい、アレン！　ちょっと付き合ってくれよ！」

　小ぶりのグラスを持ったドレッドさんが、声を掛けてきた。

「なんですか、ドレッドさん？　お酒なら、飲みませんよ？」

　あの一件以降、彼は酒量を減らしているようで、前みたく泥でい酔すいした姿は見たことがない。

「へっへっへ。相変わらずの堅かた物ぶつだなぁ、お前さんは！　まっ、ちょっと座れよ！　男二人でしか語れねぇ話ってのも……あるだろ？」

　彼はそう言って、口角をニッと吊つり上げた。ドレッドさんのことだ、多分碌ろくな話ではないだろうけど……。すげなく断るのもどうかと思われたので、仕方なく彼の隣となりへ座った。

「──で、どっちと付き合ってんだ？」

「……はい？」

　ドレッドさんは、突とつ然ぜん意味のわからない質問を飛ばした。

「またまたぁ、はぐらかすんじゃねぇよ！　あの金きん髪ぱつボインのリア嬢じようとクールビューティーのローズ嬢、どっちと付き合ってるかって聞いてんだよ！」

「え、い、いや、あの……それは……っ」

　予想外の質問に、しどろもどろになってしまう。

（こ、これが巷ちまたで噂うわさのこ、恋こいバナ……？　というやつだろうか？）

　すると──周りでこっそりと俺たちの話を聞いていたのか、顔見知りの魔剣士たちがこぞって会話に参加し出した。

「その反応……もしかして二人か？　二人と付き合ってんのか!?」

「アレンほどの大たい器きともなれば、そうなるのかぁ……。ったく、羨うらやましいぜ……！」

「しかしだなぁ……。いくら二人同時とはいえ、やっぱり本命ってのがいるんじゃねぇか？」

「いいや、待て！　まずはどこまで進んでるのか確かく認にんするのが、先ってもんだろ？」

　話はどんどんわけのわからない方向へ進んでいく。

（は、早く止めないと……っ）

　妙みような噂が広がれば、リアとローズに迷めい惑わくが掛かかってしまう。

「あ、あの……二人とは付き合っていませんから！」

　これだけは、はっきりと言っておかなければならない。俺だけが被ひ害がいを受けるものならば、別に放ほうっておけばいい。人の噂も七十五日と言うし、そのうち忘れられるだろう。だけど──大事な友達に迷惑が掛かる噂は、しっかり否定しておかなくてはならない。しかし、

「まったまたぁ！　あんなにずっと一いつ緒しよにいて『どっちとも付き合ってません！』ってのはなぁ？」

「おうよ！　そうは問とん屋やが卸おろさんぜぇ、アレンさんよぉ？」

　残念ながら、俺の声は全く届いていなかった。

（こ、これだから酔よっ払ぱらいは……っ）

　これ以上、理り屈くつを並べても効果は薄うすいだろう。どれだけ詳くわしく話したところで、聞く耳を持っていなさそうだ。そう判断した俺は、

「とにかく──変な噂を流したら、知りませんからね？」

　一言だけ釘くぎを刺さしておくことにした。

「お、おぉ、もちろんわかってんぜ……っ」

「へ、へへ、冗じよう談だんじゃねぇか……。アレンの旦だん那なぁ？」

「そ、そんなにマジにならんでくれよ……。な、なぁ？」

　ようやくわかってくれたのか、彼らは視線を泳がせてその話題から離れた。すると、

「──アレーン！」

「待たせたな。そろそろ次の依い頼らいを受けよう」

　受付の前にいるリアとローズが、こちらへ手を振っていた。

「あぁ、今行くよ」

　そうして三人集まった俺たちは、ボンズさんに依頼を見み繕つくろってもらうことにした。

「──さて次の依頼だが、こいつを受けてもらいたい」

「これは……護衛任務ですか」

　都のオーレストから『商人の街』ドレスティアまでの荷馬車の護衛。一番よくあるタイプの依頼だ。

「アレンたちには簡単な依頼になっちまうが、こいつはちょいと訳アリでな。依頼人の婆ばあさん、腰こしが弱いんだよ……。もしものことがねぇように腕うでの立つ魔剣士に頼たのみたいんだが、受けちゃくれねぇか？」

　念のためリアとローズの方に視線を向ければ、二人は同時にコクリと頷うなずいた。どうやら、考えていることは同じなようだ。

「──俺たちでよければ、ぜひ受けさせてください」

　ゴザ村では、いつもみんなで助け合って生活してきた。米が不作のときは、他ほかの農家がみんなそれぞれの作物を持ち寄ってあげる。小麦・イモ・たまねぎ──他の作物が不作のときも同じだ。困っている人は、みんなで助け合えばいい。

「おぉ、そうか！　アレンたちになら、安心して任せられるぜ！」

　ボンズさんは上じよう機き嫌げんに笑い、依頼書に大きなハンコを押した。

「それともう一件、こいつは俺からの依頼だ」

　彼はそう言って、懐から三万ゴルドを取り出した。

「ちょっくら『市場調査』を頼まれてくれや」

「市場調査、ですか……？」

　その三万ゴルドで、何かおつかいのようなものを頼まれるんだろうけど……。あまり修業とは関係ないように思えた。

「お前たちは、さっきの護衛任務でドレスティアに行くだろう？」

「はい、そうなりますね」

「あそこでは、明日から三日間『大だい同どう商しよう祭さい』ってでけぇ祭りが開かれる。そこで三人には、いろいろな露ろ店てんで商品を買って、その感想を教えて欲しいんだ」

　そうしてボンズさんは、俺の手に三万ゴルドを握らせた。

「え、えーっと……」

「それってもしかして……」

「祭りを楽しんで来い、ということだろうか？」

　俺・リア・ローズがそう問い掛ければ、

「いいや、そうじゃねぇ。あそこの祭りは、どえれぇ人気でな。その秘密をちょっくら探さぐってきて欲しいんだ。今後魔剣士協会で開く祭りのためにもな。まぁ、つまりこれは大事な依頼ってことだ。変な勘かん違ちがいすんじゃねぇぞ？」

　彼は至って真剣な表情で、『大事な依頼』だと念を押した。

「いや、でもそれは……」

　さすがにこじつけというか、無理があるというか……。

　俺たちに「祭りを楽しめ」と言っているのが、あまりに明白だった。

　すると──ボンズさんは首を横に振ふり、大きなため息をついた。

「あのなぁ、アレン……。修業ってのは、馬ば鹿か正直に自分を追い詰つめれば、いいってもんじゃねぇ。しっかりとした休息、精神的な充じゆう足そく！　こういう『余よ裕ゆう・遊び』が大事なんだよ」

「は、はぁ……」

「まぁつまり俺が言いてぇのは──お前らここ一週間、毎日毎日馬鹿正直に修業し過ぎだ！　ちっとは子供らしく休みやがれ！」

　ついに本音がこぼれ出た。

「え、えぇ……っ」

「い、いやでも……ねぇ？」

「私たちは停学中の身なんだが……」

「おぉ、だからこいつは俺の『依頼』だ。もしも文句を言ってくる奴やつがいりゃ、すぐに教えやがれ。ぶっ飛ばしてやるからな！」

　彼はそう言って、バキボキと指を鳴らした。……凄すさまじい迫はく力りよくだ。

「わ、わかりました……。その、ありがとうございます」

　ここまで気を回されて、断るのもどうかと思われたので……。ありがたく、そのご厚意に甘えることにした。

「へへっ、それじゃよろしく頼んだぜ！」

　それから俺たちは、依頼主のお婆さん──シャンディーさんのもとへ行き、すぐにオーレストの街を発たった。

　オーレストからドレスティアまでの道中、

「はぇぇ……！　お前さんら、あの千刃学院の生徒なのかい？」

　シャンディーさんは、目を丸くして驚おどろいた。

「は、はい、一応……そうなりますね」

　……停学中ですけど。

「千刃学院の生徒に護衛してもらえりゃ大安心だ！　でもいいのかい、この依頼は安いよ？　あたしゃ、貧びん乏ぼうな小麦農家だからねぇ」

　彼女はそう言って、荷馬車に積まれた大量の袋ふくろを指差した。

　そこには溢あふれんばかりの脱だつ穀こくした小麦が詰まっている。さっき少し見えたけれど、色いろ艶つやも良いし、皮ひ部ぶの充じゆう実じつ具ぐ合あいもちょうどよい。立派な一等麦だ。これならいい値が付くだろう。

「あはは、お金が目的じゃありませんから」

　これはあくまでボランティア、お金が欲ほしくてやっているわけじゃない。実際、これまで受けた依頼でも報ほう酬しゆうは一いつ切さいもらっていない。

「だけど、千刃学院ねぇ……。最近は『落ちぶれた』なんて言われてるけど、やっぱりあたしらの世代には『最強』のイメージが強いよ」

　そうしてシャンディーさんは、昔話を聞かせてくれた。

「特に黒こつ拳けんのレイア＝ラスノート！　あまり詳しくはないけど、確か『無む刀とう流りゆう』って言うんだっけ？　とにかく本当にかっこよかったよ……。並み居る剣けん士したちをボッコボコにしていくんだっ！　女だてらに、あれは見ていて気持ちがよかったさ！」

　彼女はシュッシュッと、右手でパンチをして見せた。

「彼女に太た刀ち打うちできたのは、氷王学院のフェリスぐらいのものさ！　と言っても、結局は一度も勝てなかったみたいだけどねぇ」

「へぇ、そうなんですか」

　中々興味深い話を聞かせてもらった。

　その後も昔の千刃学院の話を聞いていると、気が付けばあっという間にドレスティアへ到とう着ちやくした。運がいいことに害がい獣じゆうにも魔ま獣じゆうにも、全く遭そう遇ぐうすることはなかった。

「おつかれさまでした、シャンディーさん。何事もなく、無事に仕事を終えられてよかったです」

「ありがとうねぇ。いろいろと話を聞いてもらえて楽しかったよ。それじゃあたしはこのあたりで……はうっ!?」

　話の途と中ちゆう、彼女は石像のように固まってしまった。

「しゃ、シャンディーさん!?」

「ど、どうしたんですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　俺たちが声を上げれば、

「こ、腰が……っ」

　彼女は顔を引きつらせながら、絞しぼり出すようにそう呟つぶやいた。

（腰をやったのか……っ）

　昔、竹たけ爺じいが腰をやって寝ね込こんだことを今でもはっきり覚えている。あの元気な彼が、丸々一週間ほとんど身動きを取れなかった。腰を痛めてしまうと本当に動けないらしい。

「と、とにかく病院へ行きましょう！」

「だ、駄だ目めだよ！　そ、その積み荷は今日の正午までに届ける契けい約やくなんだ……っ」

　どうやらこの小麦には納期があるらしい。

　それも今日の正午、あと一時間ほどの猶ゆう予よしかない。

「わ、わかりました。それじゃこれは俺が責任を持って届けます！」

「い、いいのかい……？」

「えぇ、任せてください」

「そ、それじゃこれを、頼む、よ……っ」

　彼女は懐ふところから一枚の紙を取り出した。そこには小麦の納期、納品場所、買取価格などが記されてあった。どうやら契約書のようだ。

「確かに受け取りました。──リアとローズ。そういうわけだから、シャンディーさんを近くの病院まで頼む」

「え、えぇ、それはいいけど……」

「アレンは一人で平気なのか？」

「あぁ、こっちは任せてくれ。そうだな……お互たがいに落ち着いたら、あそこの大きな時計塔とうに集合しよう」

　ちょうど目の前にあった目立つ時計塔を指差した。

「えぇ、わかったわ」

「くれぐれも気を付けてな」

「ありがとう。それじゃシャンディーさんを任せたぞ」

　それから俺は、彼女から受け取った契約書──そこに書かれていた地図を頼たよりに納品場所へ向かった。

「っと、ここだな」

　地図の示す場所には、『ロッキー商店』という店があった。

（この小麦を全部店の中に運ぶのは迷めい惑わくだろうし、とりあえず一袋だけ持っていくか）

　ガラガラと横開きの扉とびらを開け、小麦の入った袋を抱かかえて店内に入る。少し進むと、店の奥に店主らしき人がいた。

「おや、お客さんかな？」

「いえ、シャンディーさんという小麦農家の方が腰を痛めてしまわれたので、代理でここまで運んできた魔剣士です」

「……魔剣士ねぇ。それじゃ、ちょっと書類を見せてもらえるかい？」

「はい、どうぞこちらです」

　彼女から手て渡わたされた大事な契約書を差し出した。彼はそれを受け取ると、

「んー……」

　何な故ぜかここまで運んできた小麦ではなく、俺の全身を頭からつま先までジッと見つめる。

「まぁ……半値ってところだな」

「……半値？」

「にぶい奴だな……契約の半値で買い取ってやると言ってるんだよ」

「なっ!?　ど、どういうことですか!?」

「この小麦は、かなり質が悪いんだ。半値で買い取ってもらえるだけ、ありがたく思って欲しいねぇ」

　彼は袋の中から小麦を一つまみして、そう評した。

「そんなわけはありません。これはとてもいい小麦です！」

「ったく……。お前のような三流魔剣士に何がわかるっていうんだ？　えぇ？」

「ひと目見ればわかりますよ。俺の村は農業が盛さかんで、たくさんの小麦を見てきましたから。この小麦には品質上の問題はありません。それどころか、素す晴ばらしい一等麦です！」

　俺がそう言い放つと、店主の男は露ろ骨こつに大きな舌打ちをした。

「ちっ、面めん倒どうくせぇガキだな。──すみません、ちょいとお力をお貸し願えませんか？」

　彼がそう言うと、店の奥から大きな二人組の男が現れた。

「おやおや……。ロッキーの旦だん那な、なにかお困りですかい？」

「んー、見たところ剣士のようですが……。まだガキじゃないですか」

「いやいや、ご面倒をお掛かけしてすみませんねぇ……。聞き分けのないガキがいて、困っているんですよ」

　二人組の男は、顔を見合わせると同時に肩かたを竦すくめた。

「おいおい、小さな僕ぅ？　子どもは黙だまって大人の言うことを聞くもんだよ？」

「今ならまだ間に合うぞ。ほら、ロッキーさんにちゃんとごめんなさいしないと、な？」

　どうやら彼らは、この店の用心棒のようだ。

「……ロッキーさん」

「くくくっ、どうした？」

「この立派な小麦が、質を問題に安く買い叩たたかれるのはおかしいです。適切な金額で買い取ってもらうよう、重ねてお願いします」

　その答えを聞いた彼は、大きくため息をついた。

「はぁ……これだから魔剣士って奴はいけねぇ。根本的にオツムが足りてねぇんだ。お二人さん、すみませんが一つお願いしますよ」

「ふふっ、仕方ありませんなぁ……っ」

「生意気な子どもには、少し『教育』が必要ですな……！」

　彼らは肩や首を回し、大おお股またでこちらに詰つめ寄ってきた。そして、

「そら……よっと！」

　一人の男が、大きく振ふりかぶった右ストレートを繰くり出した。

（……なんだ、これは？）

　無む駄だの多い体重移動、無駄に大きな予備動作、拳こぶしの握にぎりも甘い。

　ボンズさんの芸術的な右ストレートとは、比べるべくもない。

「──ごめん」

　俺はそう言って、隙すきだらけのみぞおちに裏うら拳けんを叩き込んだ。

「はぅっ、が……ッ!?」

　彼はその衝しよう撃げきに顔を青くして、前のめりに倒たおれ伏ふした。

「な、なにをした!?」

「……え？　見ていなかったんですか？」

　戦せん闘とう中によそ見をするとは……。どうやらこの二人は体が大きいだけで、その実はただの素人しろうとらしい。

「ふ、ふざけやがって！」

　残された男は、右手を振り上げて殴なぐり掛かってきた。さっきと同じ、あまりに雑な一撃だ。

「──すみません」

「はがっ、は……っ!?」

　全く同じ位置に裏拳を叩き込み、素早くその意識を刈かり取ってあげた。

「な、なんだよ、お前……っ。た、ただのガキじゃねぇのか!?」

　ほんの数秒で用心棒を失った店主の男は、目に見えて狼狽うろたえている。邪じや魔ま者ものはいなくなった、これでようやく話し合いができる。

「さてと……」

　俺が一歩ロッキーさんのもとへ近付くと、

「ひ、ひぃいいいい!?」

　怖こわがられてしまったようで、彼は尻しりもちをつきながら後ずさった。

「俺は不当な要求はしていません。最後にもう一度だけ言います。──適切な金額で買い取ってはもらえないでしょうか？」

「あ、あぁ、もちろんだ！　すまなかった、もうこんな真ま似ねは二度としないと誓ちかう！　だ、だから、命だけは見み逃のがしてくれ！」

　別に命を取るなんて一言も言ってないんだけど……まぁいいか。

「ありがとうございます。それでは今から小麦を運びますね。どこへ置けばよろしいですか？」

「み、店の前に置いておいてくれ！　後はこっちでやっておくよ！」

「そうですか、助かります」

　それから俺は、荷馬車に積まれた全すべての小麦を商店前に下ろす。

　すると店主の男は、すぐに現金の入った小さな革かわ袋ぶくろを突つき出した。

「け、契約書に書かれた満額だ。しっかりと確かく認にんしてくれ」

　念ねんの為ために確かめれば、そこには契約通りの現金が詰められていた。

「──確かにいただきました。それでは、失礼します」

　最低限の礼れい儀ぎとして軽くお辞じ儀ぎをしてから、回れ右をして立ち去ろうとすれば、

「……あ、あんた、いったい何者なんだ!?」

　彼は最後にそんなことを聞いてきた。

「別に大したものではありません。あなたの言う通り──ただの三流魔剣士ですよ」

　こうして無事に小麦を納品した俺は、リアとローズが待つ時計塔へ向かったのだった。
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　アレンが一人でロッキー商店へ向かったその頃ころ、遥はるか遠方から彼のことを監かん視ししていた三人が動き出した。

「はいはーい！　ターゲット一人になりましたぁ！　怪け我がさせちゃいけない王女様は、もういないよーん！」

「はぁ……やっとかよ、もう……。疲つかれたよ、もう……」

「サクッと殺やってサクッと帰りましょ。次の仕事が控ひかえてるわ」

　三人はとある筋から、アレンの暗殺を依い頼らいされた女剣けん士し。暗殺を生なり業わいとする彼女たちは、（日の目を見ることがない）闇やみの住人。その腕うでは「五学院の代表レベル」とも噂うわさされる一流の剣士たちだ。

「りょーかい！」

「一々言わなくていいよ、もう……。すぐ殺すに決まってるでしょ、もう……」

「それじゃ、行きましょうか」

　三人が潜せん伏ぷくするのは、鬱うつ蒼そうとした森の中。彼女たちが「アレンを抹まつ殺さつせん」として、背の高い木から降りたその瞬しゆん間かん、

「ふむ、さすがはレイア様。頭は大変残念でありますが、ここぞという勘かんだけはピカイチでございますな」

　シルクハットをかぶり、白と黒の派手なステッキを手にした男が突とつ如じよ姿を現した。囚しゆう人じん番号００１８──レイアからアレンの護衛を言い付けられた十八号だ。

「おっさん、誰だれぇ？　つうか、こっちジロジロと見ないでくれますぅ？　気持ち悪いんですけどー？」

「めんどいよ、もう……。なんかキモイし、殺しとこうよ、もう……」

「ここなら人目につかないし、何より時間もない……。仕方ないわ、殺しましょう」

　彼女たちには、標的以外を巻き込まないといった『悪党の美学』は存在しない。仕事の障害となるものは、躊ちゆう躇ちよなく始末するだけだ。

　凄すさまじい殺気を放つ女剣士たちを前にした十八号は──彼女たちの顔、体つき、衣服を見て大きくため息をついた。

「はぁ……。まるで何もわかっていない……」

　三人が三人とも、系統こそ違ちがうものの非常に整った顔立ちをしていた。目鼻立ちがくっきりとした整った顔立ち。幼さの残るあどけない顔立ち。名刀を思わせるような凜りんとした顔立ち。スタイルも申し分無く、さらには身に纏まとう衣い装しようも露ろ出しゆつの多い扇せん情じよう的てきなもの。

　普ふ通つうの男ならば、麗うるわしい美女である彼女たちを見られたその日は「今日はいい日だ！」と思うだろう。

　だが──十八号はひどく落らく胆たんしていた。まるで長年積み上げてきたドミノが、愚おろかなミスによって崩ほう壊かいした。まさにその瞬間を目にしたような、なんとも言えない表情を浮うかべているのだ。

「這はいつくばりな──〈威圧の王コージヨン・キング〉ッ！」

「貪むさぼれよ、もう──〈大食漢グランド・イーター〉ッ！」

「極ごつ寒かんに眠ねむれ──〈永久凍土パーマ・フロスト〉ッ！」

　絶望的なまでの『圧』が十八号を襲おそう。並の剣士ならば卒そつ倒とうするほどの光景を前にした彼は、静かに自じ慢まんのカイゼル髭ひげを揉もんだ。

「なるほど、魂装使いが三人ですか……。『大き過ぎる力』を制せい御ぎよ仕切れていないアレン殿どのには、少し手に余る相手かもしれませんな」

　ポツリとそう呟つぶやいた十八号には、落ち着きと余よ裕ゆうがあった。

「ほらほらぁ！　お前はどんな風に鳴くのかなぁっ!?」

「清潔に死んでね、もう……。血とか飛ばしたらぶっ殺すからね、もう……」

「せめて痛みなく、一瞬で殺してあげましょう」

　三人の女剣士が魂装を振るい、血で血を洗う死闘が幕を開けた。

　そのわずか一分後、

「ば、馬ば鹿かな……」

「な、んでよ……もう……っ」

「あ、あり得ない、わ……!?」

　そこには、地べたに這いつくばる三人の女剣士の姿があった。魂装を砕くだかれた衝撃により、彼女たちの意識は朦もう朧ろうとしている。一方の十八号は、かすり傷はおろか汗あせ一つかいていない。

　そこにはあまりにも隔かく絶ぜつした力の差があった。

「あなたたちは優すぐれた素材を持ちながら、何も理解していない」

　彼の厳しい視線は、三人の衣服へ向けられている。

「その服──見られることを前提に設計された、あまりにも愚かなデザインだ。あぁなんと嘆なげかわしい……。残念ここに極きわまります」

　彼はゆっくりと語る。

「『人に見られることを意識する』、これ自体を責めるつもりはありません。外見に気を配るのは紳しん士し淑しゆく女じよの嗜たしなみ、大いに結構でございます。──だがしかし！　見られることが常態化するあまりに『羞しゆう恥ち心しん』を失ってしまっては……もう終わりです」

　静かに首を横に振る十八号の瞳ひとみには、悲しみの色が浮かんでいた。

「見られている自分に酔よい、あまつさえ『見せること』を選せん択たくしたあなた方は……言ってしまえば『養よう殖しよく』」

　そうして彼は力強く、持論を締しめくくった。

「『天然』の──のぞかれていることに気付いていない女性が見せる、気の抜ぬけた顔、ちょっとした癖くせ、そしてのぞきが発覚した瞬間に見せる極限の恥はじらい！　これら全てが──渾こん然ぜん一体となり、絶ぜつ妙みような調和を成すことによって──一つの美が生まれる！」

　十八号は最後にもう一度だけ、三人の服装へ視線を落とした。

　強調された胸むな元もと、すぐに中が見えてしまいそうなスカート、惜おしげもなく晒さらしたお腹なか。どれも彼の『美学』に反するものばかりだ。

「見せることを選択し、羞恥心を失ったあなたたちには──のぞく価値すらありません」

　自身の『美学』を朗ろう々ろうと語った彼は、主あるじであるレイアに連れん絡らくを取り、今回の一件を詳つまびらかに報告したのだった。
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　無事にロッキー商店へ小麦を納品した俺は、待ち合わせ場所の時計塔とうへ向かう。するとそこには、ローズが一人ぼんやりと立っていた。

「ローズ、こっちだ。シャンディーさんの具合はどうだ？」

「慢まん性せい的なぎっくり腰ごし。しばらく安静にすれば、問題ないらしい」

「そうか、それはよかった……」

　大事にならなかったようで何よりだ。

「そういえば、リアはどうしたんだ？」

「まだ病院だ。『弱っているシャンディーさんを一人にしておけないから』と言って、話し相手になっている」

「そうか、リアらしいな」

　そういう心こころ遣づかいができるところは、彼女の大きな美点だ。

　それから俺たちは、リアとシャンディーさんのもとへ向かう。二人がいる病院は、時計塔からわずか三分のところにあった。受付で簡単な手続きを済ませてから、シャンディーさんの病室へ足を向ける。

「──ただいま戻もどりました。具合はどうですか、シャンディーさん？」

「おぉ、あんたかい。迷めい惑わくを掛かけてすまないねぇ……。おかげさまでなんとか無事さ、本当に感謝しとるよ」

「いえ、お気になさらずに。それとこれ、小麦を納品した報ほう酬しゆうです」

　俺は懐ふところから取り出した、小さな革袋を彼女へ手て渡わたした。

「おやまぁ……っ。本当に何から何まで悪いねぇ……」

「いえ、これも仕事の延長のようなものですから」

　こうして仕事が一段落したところで、リアに耳打ちをする。

「おつかれさま、リア」

「うぅん、これぐらいなんでもないよ」

　彼女はそう言って、優やさしく微笑ほほえんだ。その後、そろそろ病院を後にしようかという頃ころ合あいで、シャンディーさんが口を開く。

「そういえば、みんなはこれからどうするつもりなんだい？　せっかくこの時期にドレスティアここまで来たんだし、年に一度の大同商祭を楽しんでったらどうだい？」

「はい、一応そのつもりです」

「おぉ、そうか！　それなら浴衣ゆかたをレンタルするといい！　せっかくのお祭りなんだ、学院の制服ってのも……ねぇ？」

　彼女がそう言って微笑ほほえむと、

「ゆか、た……？」

　リアが不思議そうに小首を傾かしげ、

「この国の伝統衣装のようなものだ」

　そこへローズが説明を加えた。

　どうやら隣りん国ごくヴェステリアの王女であるリアは、浴衣のことを知らなかったようだ。

「ちょ、ちょっと着てみたいかも……！」

「この制服は少し目立ち過ぎるからな。いい案ではないだろうか？」

　確かに……有名な千刃学院の制服よりも、浴衣の方が人目につかないだろう。

「そうですね……。せっかくのお祭りですし、浴衣を借りてみようと思います」

「それならこの病院の前にいいお店があるよ！　『浴衣レンタル本ほん舗ぽ』──あたしが若い頃ころからある老舗しにせでね。店の人もみんないい人さ！」

「そうですか。では、そこへ行ってみようと思います」

　初めて行くお店よりも、誰かに紹しよう介かいされたお店の方が安心できるというものだ。

「それではシャンディーさん、またどこかでお会いしましょう」

「腰、早くよくなるといいですね！」

「回復を願っている」

「あぁ、ありがとう。みんなも元気でね」

　それから病院を出れば、彼女の言っていた浴衣レンタル本舗がすぐ目の前にあった。

「とりあえず、入ってみようか？」

「えぇ、そうしましょう！」

「浴衣か、いつぶりだろうな……」

　特に考えることなく、お店の中へ入っていけば、

「──いらっしゃい。浴衣のレンタルでしょうかね？」

　鮮あざやかな浴衣を着た物腰の柔やわらかいお婆ばあさんが対応してくれた。

「はい、三人分お願いしたいんですけれど……」

「はいな、ぜひともお任せくださいませ！」

　彼女はそう言うと、店の奥へよく通る大きな声を発した。

「おーい、男性のお客様が来たよ！　誰か出てきておくれ！」

　その直後、ドタドタという慌あわただしい足音と共に浴衣を纏まとった男性店員が姿を現した。

「はいはい、いらっしゃいませー！　えーっと、お客様ですね。男性用はこちらになりますんで、どうぞこちらへ付いて来てください」

　それから俺は男性店員に付いて行き、店の端はしへ移動した。

「こちらの浴衣の中から、好きなものをお選びください」

　目の前にはズラリと並ぶ男性用の浴衣。さすがに女性用のものほどはないけれど、選ぶのに悩なやむぐらいの数はあった。それからザッと一通り目を通した俺は、

「──では、これでお願いします」

　あまり目立ち過ぎないよう、黒地の地味な浴衣を選んだ。

「こちらですね。──よっこいしょっと。はい、それじゃこちらへどうぞ。着付けをさせていただきます」

「はい、お願いします」

　そうして俺は男性用の更こう衣い室へと案内された。男の着付けは速いもので、黒い浴衣を羽織ってそこに白の帯を巻き付けて──ものの一分程度で完かん了りようした。

「おぉ、これはよくお似合いですよ！」

　目の前の姿見を見るとそこには、一丁前に浴衣で着き飾かざった自分の姿があって、なんだか少し照てれ臭くさかった。

「あ、ありがとうございます……っ」

　それから更衣室を出た俺は、リアとローズを待った。

　十分後。女性用更衣室の扉とびらがゆっくりと開き、

「ど、どう、かな……？」

「似合っているだろうか？」

　いつもの制服姿とはまるで違ちがう──艶あでやかな浴衣姿の二人が姿を現した。

「……っ」

　その姿を見た俺は、思わず息を吞のんでしまった。あまりの美しさに言葉を失ったのだ。

　リアの薄うすい肌はだ色いろの浴衣には茜あかね色いろのトンボ柄がらがあり、帯は彼女のツインテールを結ぶリボンと同じワインレッド。

　ローズの紺こん色いろの浴衣には白い桜の柄があり、帯にはワンポイントとして黄色が用いられていた。

　お世辞を抜きにして、二人とも本当に綺き麗れいでよく似合っている。

「あ、あぁ、二人とも凄すごく似合ってるよ」

「そ、そう？　あ、ありがと……」

　リアは頰ほおを赤らめながら小さな声でそう呟つぶやき、

「ふっ、そう言ってくれると嬉うれしいぞ」

　ローズは幸せそうに微笑んだ。

「そ、その……アレンもとっても似合っていると思うわ」

「あぁ、落ち着いた色で締まりがいい」

「あはは、ありがとう」
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　そんな風にお互たがいの感想を言い合った俺たちは、浴衣のレンタル代金を支し払はらって、いよいよ大同商祭へ繰くり出した。




　　　　■




　ドレスティアの中央には、『神様通り』という大きな道が通っている。年に一度ここで開かれるのが、大同商祭というリーンガード皇国最大規模の祭りだ。

　俺とリアとローズは、そんな神様通りを三人で歩いていた。

「改めて見ると、本当に凄い人だな……」

　俺がそう呟けば、

「えぇ、オーレストよりも遥はるかに多いわね……。ヴェステリアでも、ここまでの人混みは中々お目にかかれないわ……」

「相変わらずの混雑具合だな」

　リアとローズはコクリと頷うなずいた。

　右を見ても、左を見てもどこを見ても人だらけ。通りの左右には、所ところ狭せましと並んだ露ろ店てん。活気のいい客呼びの声。食欲を搔かき立てるいいにおい。『これこそ祭りだ！』という濃のう密みつな空間が広がっている。

　そんな人混みの中を進んでいくと、

「──あっ、見てアレン！　チョコバナナだよ！」

「あっちには、りんご飴あめもあるぞ！」

　リアとローズはそう言って、別々の方向を指差した。

「あはは、そうだな。それじゃ、一つずつ頼たのもうか？」

「うん！」

「あぁ！」

　それから俺たちは様々な露店を回り、たくさんのものを食べた。

　始まりはチョコバナナ、それからりんご飴。イカ焼き、焼きそば、唐から揚あげ、わたあめ、フランクフルト……正直、もうお腹なかがいっぱいだ。

　立ち寄った露店がここまで『ごはん系』に偏かたよった理由は──リアだ。

　彼女は本当によく食べる。「あの体のどこにそんな量が入るのか」と問いたくなるほど、とにかくたくさん食べるのだ。

（女の子に対し「いっぱい食べるね」と言うわけにはいかない……）

　しかしそうなると、どうやって彼女の暴走を止めればいいのか……俺にはわからなかった。そうこうしているうちにも、

「──あっ、凄い！　見て見て、アレン！　最高級牛ぎゆうロースの串くし焼やきだよ！」

　リアはキラキラと目を輝かがやかせ、新たな露店を指差した。そこには濃のう厚こうな脂あぶらの乗った、分厚い牛ロースが売られている。

（うっ……）

　さすがにこの超ちよう満腹状態でアレはきつい……。

　見ているだけで胸が苦しくなってきた。

（ラムザックのときから、薄うす々うす勘かん付づいていたけど……。リアは『大食い』ってレベルを軽く超こえている……っ）

　彼女がどれだけ食べようと、あの健康的な体型を維い持じできる範はん囲いならば口出しをするつもりはない。だが、俺たちにまで同じ量を求めるのは……正直勘弁してほしい。

　俺とローズは顔を見合わせ、同時にコクリと頷いた。

「な、なぁ、リア。さすがにそろそろ、お腹も膨ふくれてこないか？」

「それなりに食べたと思うんだが……？」

「もう、二人して何を言っているの？　まだまだこれからでしょ！」

　リアはそう言って、俺の背中を軽く叩たたいた。

（ま、まだ余よ裕ゆうだというのか……!?）

　彼女との食事については、今後真しん剣けんに考える必要がありそうだ。

（とにかく、これ以上はまずい……っ）

　なんとかして、彼女の思考を食べ物からそらさなければならない。

「た、食べ物以外の露店もたくさんあるし、そっちをのぞいてみないか？」

　俺がそんな提案を口にすれば、

「お、おぉ、それはいい案だな！　私は賛成するぞ！」

　ローズはすぐそれに乗ってくれた。するとリアは、

「そっか……。二人が言うなら、そうしましょう！」

　大きな抵てい抗こうも見せず、快く賛同してくれた。地じ獄ごくの食巡めぐりから解放された俺とローズは、ホッと安あん堵どの息を漏もらす。

　それから俺たちはくじ引きや金魚掬すくいに輪投げといった、遊び系統の露店を巡り歩いた。

　リアの射的は、まさに百発百中。ぬいぐるみ、フィギュア、缶かんバッジなどなど──大量の景品を手にしていた。一方のローズは、驚きよう異い的な器用さでスーパーボールを全すべてかっさらっていく。

　そうして数々の戦利品を手にした二人は、

「ぃやったーっ！　大収しゆう穫かく！」

「ふふっ、完全勝利だな！」

　ご満まん悦えつといった表情で高々と戦利品を掲かかげた。

「あ、あはは……。店の人は涙なみだ目めだったぞ……」

　そんな風に様々な露店を巡り、大同商祭を満まん喫きつしていると、

（……ん？　なんだあれは？）

　ちょうど目の前に、ずいぶんと警備の厳重な建物があった。

（でかいな。地上七階建てぐらいだろうか……？）

　建物の周囲には、おびただしい量の剣士が静かに佇たたずんでいる。制服を着ていないところからして、彼らは聖せい騎き士しじゃないようだ。

（……いったいこの建物は、なんなのだろうか？）

　そんな風にぼんやり建物と大勢の剣士を見ていると、

「ここは大だい同どう商しよう館かんだ。中では今いま頃ごろ、五ご豪ごう商しようが様々な話をしている頃ころだろう」

　それを敏びん感かんに察知したローズが説明してくれた。

　五豪商。それは五人の大商人の総そう称しようであり、五学院の理事長と並ぶ、リーンガード皇国の権力者だ。そうなると……あの剣士たちは、中にいる五豪商を護衛する私兵というところだろうか。

「ローズは本当に物知りだな」

「そうでもないさ。ここへは昔、お爺じいさまに連れてきてもらったことがあってな。それで少し知っていただけだ」

「ローズのお爺さん……それってもしかして桜華一刀流の──」

　俺がそう口を開いた次の瞬しゆん間かん──突とつ如じよ、大同商館が爆ばく発はつした。

「「「なっ!?」」」

　続けざまに周囲の建物から、黒い外がい套とうに身を包んだ集団が次々に建物へ突入していく。その身のこなし、爆発を知っていたかのような落ち着きよう、顔を隠かくした衣い装しよう──この事件を起こした犯人たちと見て間違いない。

（……狙ねらいは五豪商か）

　そうして俺が考えをまとめ終わる頃には、

「だ、大同商館が燃えてる!?」

「くそ、誰だれか聖騎士を呼べぇ！」

「早くしろ！　中には五豪商がいるんだぞ!?」

　あたりは完全にパニック状態となっていた。

　聖騎士に助けを求める者、何も言わず静かに大同商館へ突入する者、その場で固まってしまう者。警備を担当していた私兵の動きは、バラバラだ。

（……爆発による火は、それほど激しくない）

　それにこの建物は、見たところコンクリートで覆おおわれている──つまり、火の回りは遅おそい。じきに到とう着ちやくする聖騎士たちによって、すぐ消し止められるだろう。

　だったらこの場で俺がすべきは、一人の剣士として、困っている人たちを助けることだ。

「俺は行く。リアとローズはここで待っていてくれ！」

「わ、私も行くわ！」

「私も同行するぞ……！」

　こうして俺たち三人は、燃え盛さかる大同商館へ突入したのだった。
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　大同商館の中では、激しい戦いが繰り広げられていた。

「ズゥエエエエエィ！」

「がは……っ」

　迷うことなく建物内部へ突入した私兵たちは、かなりの腕うで利ききだった。その鮮あざやかな剣術で黒衣の集団を次々に斬きり伏ふせ、建物を上へ上へと駆かけ上がっていく。

　この動きから見るに、五豪商がいるのは最上階の七階のようだ。

「リア、ローズ、俺たちも行こう！」

　頼もしい私兵たちと共に最上階へ進んでいけば、その足は六階で止められることになった。

「がは……っ」

「ば、か……な……!?」

「何な故ぜ、斬れない……!?」

　腕利きの私兵たちは、黒衣を纏まとうたった一人の剣士に斬り伏せられてしまった。

「……ないない、ないっ！　歯ごたえがまるで無さ過ぎるよぉ!?　もっともっと僕を楽しませてくれないかなぁ？　あは、あはは、あっはははははははは！」

　黒衣の剣士は倒たおれ伏した私兵たちを踏ふみつけながら、不気味な笑い声を上げた。

（……危険な奴やつだ）

　俺が警けい戒かいを強めながら懐ふところの剣に手を伸のばしたそのとき、

「もし、かして……もしかしてもしかしてもしかして……っ!?　君ぃ……アレンじゃないかぁ!?」

「……!?」

　奴はグニャリと口を歪ゆがめながら、喜き悦えつに満ちた声で俺の名を呼ぶ。

「その反応、やっぱりそうだぁ！　うんうん、僕が君を見み間ま違ちがえるわけないもんねぇ！　あはぁ……やっと会えたぁ！」

　両手をパンパンと叩き、黒衣の剣士は嬉うれしそうに肩かたを揺ゆらす。

「……誰だ、お前は？」

　残念ながら、知り合いにこんな変人はいない。

「あは、ひどいなぁ……！　あんなに激しく愛し合ったのに、僕のことを忘れちゃうなんてさぁ……っ」

　何を言っているのか、全くわからないが……。

　とにかく奴が俺にご執しゆう心しんだということは伝わった。

（やるしかない、か……）

　そう気持ちを固めたそのとき、

「──アレンは先に五豪商のところへ！」

「ここは私たちが受け持とう」

　リアとローズが勢いよく剣を引き抜ぬき、一歩前へ踏み出した。

「あれぐらい、私たち二人ならどうということないわ！」

「任せてくれ」

「……わかった」

　二人がそう言うのならば、きっと大だい丈じよう夫ぶだろう。

　俺は安心してこの場を離はなれ、五豪商のいる七階へ駆け出した。

「あぁっ!?　待ってよ、アレェン!?」

　今にも泣き出しそうな声がした直後、

「あんたの相手は！」

「私たちだ！」

　剣と剣がぶつかり合う、硬こう質しつな音が鳴り響ひびいたのだった。
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　俺は急いで階段を駆け上がり、ＶＩＰルームと書かれた部屋を開けた。するとその瞬間、

「ひ、ひぃいいいい!?」

「い、命だけは、命だけは助けておくれ……！」

「か、かかか、金ならあるぞ！　す、好きなものをなんでも買ってやろうじゃないか！」

　五豪商と思われる三人が、震ふるえる声で口々にそう言った。おそらく、俺のことを犯人側だと勘かん違ちがいしたのだろう。まぁ、無理もない話だ。

（しかし、残りの二人は随ずい分ぶんと肝きもが据すわっているな……）

　部屋の真ん中に置かれた豪ごう奢しやな椅い子す。そこに腰こし掛かけた二人は、涼すずしい顔をしてこちらに視線を向けていた。

　一人は左目に大きな傷のある隻せき眼がんの男。

　もう一人は赤い髪かみをした狐きつね目めの美しい女性。この人はどこかで見たことがあるような気がするけど、今はそれどころじゃない。早く五豪商の警戒を解き、すぐにこの建物から脱だつ出しゆつしなければ危険だ。

「俺は魔ま剣けん士しのアレン＝ロードルです。みなさんを救出するためにここへ来ました」

　その瞬間、彼らの目から怯おびえの色が薄うすれた。しかし、当然ながら完全に信用されたわけではない。だから俺は、彼らの疑心を塗ぬり替かえるような大きな『脅きよう威い』を口にした。

「既すでにご存知の通り、この建物には爆ばく弾だんが仕掛けられていました。そして、それが一発だけとは限りません。さらに大きなものが隠されている可能性もあります。それも──このすぐ近くに」

　謎なぞの集団は誰にも見つかることなく、この建物に爆弾を仕掛けた。

（きっとその気になれば、この建物を丸ごと吹ふき飛ばすこともできただろう。しかし、奴やつ等らはあえて威い力りよくの控ひかえ目めなものを仕掛けた）

　このことから、今回の奴等の目的が五豪商の抹まつ殺さつではなく──『誘ゆう拐かい』であることは明らかだ。五豪商は単純な財力だけで言えば、五学院の理事長を遥はるかに凌しのぐ。もしも誘拐に成功すれば、凄すさまじい額の身みの代しろ金きんを突つき付けることができるだろう。

（奴等の目的が誘拐であったとしても、それが五豪商の『命』を保障するわけじゃない）

　第一目的の誘拐が失敗したとき、即そく座ざに抹殺へ切り替える可能性は十分に考えられる。そしてその場合は、このＶＩＰルーム周辺に爆弾が仕掛けられた可能性が高い。

　だからすぐにでも、この場を離れる必要があった。

「わ、わわわ、わかった！」

「す、すぐにこの場を離れましょう！」

「ご、護衛を頼たのめるね？　アレン君とやら!?」

　さすがは五豪商。すぐに俺の言わんとしているところを汲くみ取り、慣れない戦いの場でパニックを起こしている今でさえ、確かな判断を下してくれた。

「はい、もちろんです。付いて来てください！」

　そうして俺は五豪商を引き連れ、急いで大同商館から脱出すべく動き出した。

　危険性の高いＶＩＰルームを抜け出し、階段を駆け降りていく。そうして無事に六階についた俺の目に飛び込んできたのは──意識を失い、仰あお向むけに倒れているリアの姿だった。

「……り、リアッ!?」

　慌あわてて彼女のもとへ駆け寄り、その胸に手を置く。

（……よかった）

　心臓は強く鼓こ動どうを刻んでいる。どうやらただ意識を失っているだけのようだ。

　そうしてホッと胸を撫なで下ろした俺が次に目にしたのは、

「桜華一刀流奥おう義ぎ───鏡きよう桜おう斬ざんッ！」

「あはぁ……っ！　そんなオモチャ……通用しないよぉ!?」

「そん、な……っ。きゃぁ!?」

　必殺の一いち撃げきを難なく回かい避ひされ、強きよう烈れつな前まえ蹴げりを叩たたき込まれたローズの姿だった。

「ろ、ローズ!?」

　大きく吹き飛ばされた彼女は、建物のコンクリートに後頭部を強打し──その身を床ゆかに投げ出した。今はもうピクリとも動かない、完全に意識を失ったようだ。

（リア、ローズ……っ）

　二人が正せい攻こう法ほうで、あんなおかしな奴に負けるわけがない。

（きっと何かがある……）

　この二人が足を絡からめとられた、恐おそろしい何かがあるはずだ。

「ふぅー……っ」

　俺は大きく息を吐はき出し、怒いかりで沸ふつ騰とうしかけた頭と心を鎮しずめる。落ち着いて周囲を見れば、震える手で剣を握にぎる私兵たちの姿が目に入った。

「──ここは俺が引き受けます。あなたたちは、五豪商を連れて外へ」

「い、いいのか、本当に!?」

「わ、わかった……！」

「ま、任せたぞ……!?」

　俺がコクリと頷うなずくと、私兵たちは五豪商を連れて走り出した。目の前の剣士は、それを妨ぼう害がいしようとさえせず──ただジッと俺のことを見つめている。

「……意外だな。素す直なおに見み逃のがしてくれるなんて」

「あはっ！　僕にとってはつまらない命令なんかよりも、君の方がずっと大事だからねぇ……！」

　奴は冗じよう談だんでも何でもなく、『俺』にしか興味がないようだった。

「お前は、いったい誰だれなんだ？」

　黒いフードを目ま深ぶかにかぶっているため、こちらから顔を見ることはできない。

「んー、僕のことを忘れちゃうなんてひどいなぁ……。こっちは毎日毎日、来る日も来る日も──こぉんなにアレンのことを思っているのに……さ？」

　奴はそう言って、両手を大きく広げて楽しげに笑う。

「こっちもそう時間があるわけじゃない。早く、そのフードを取ったらどうだ？」

　この建物には依い然ぜんとして、爆弾が仕掛けられている可能性が高い。こんな危険なところに長居したくはない。

「そう急せかすなよぉ……。せっかくの再会なのにさぁ？　ねぇ、落第剣士くん？」

「……っ!?」

　落第剣士。その呼び方を知っているのは、中等部の──グラン剣術学院の生徒だけだ。

（グラン剣術学院あそこで俺に対して、強い執しゆう着ちやく心しんを持つ奴と言えば……）

　思い当たるのは、たった一人しかいない。

「お前、まさか……ドドリエルか!?」

「あはぁっ！　正解、正解、大正解……！　ナイストゥーミートゥー、アレェェェン？」

　ドドリエルはそう言って、黒いフードを一気にはぎ取った。

　後ろでまとめられた、ひどく痛んだ青い髪。目鼻立ちの整った顔。そして何より──その額には大きな太た刀ち傷きずがあった。あの決けつ闘とうのときに俺がつけたものだ。

「ドドリエル＝バートン……っ」

「あはぁ……やっと思い出してくれたねぇ、アレェン＝ロードルゥウウウウ！」

　奴は、身の毛のよだつようなねっとりとした声で俺の名を呼ぶ。

「お前……その傷きず跡あと、どうして消さないんだ？」

　ドドリエルの顔に残された痛々しい太刀傷を指差し、そう問い掛けた。リーンガード皇国の医学は非常に発達している。あの程度の傷跡なら、すぐにでも治ち療りようできるはずだ。

「馬ば鹿かだな、消すわけないじゃないかぁ……。なんてったってこれは、僕と君の愛の結けつ晶しようなんだから……っ！」

　ドドリエルは、愛いとおしそうにその傷跡をゆっくりと撫でた。

「あの後、さ。天才剣士のこの僕が、落第剣士のアレンに何な故ぜ負けたのか、何が駄だ目めだったのか──どれだけ考えても全然わからなくてねぇ……。僕は悔くやしくて悔しくて、苦しくて苦しくて、ずっと毎日泣いていたんだぁ……」

　こちらの様子をチラチラと窺うかがいながら、奴やつは話を続けていく。

「僕はこの苦しみを──君への恨うらみを忘れないように、あえてこの醜みにくい顔を選んだんだ。毎朝、鏡でこの顔を見るたびに君への憎ぞう悪おが燃え滾たぎったよ！　その憎にくしみを糧かてにして、僕は生まれて初めて『努力』をした！　毎日毎日朝から晩までずっと剣を振ふった！　全すべてはそう──君を殺すために！」

　肩かたを揺ゆらし狂きよう気きにその身を委ゆだねたドドリエルだったが──次の瞬しゆん間かんにはまるで憑つき物ものが落ちたように清すが々すがしい笑えみを浮うかべた。

「でもね……。そんな君への恨みと憎しみに支配された日々を送るうちに、僕はハッと気付いたのさ。アレン──本当は君が、僕のことを愛しているってね」

　……わけがわからない。こいつはいったい、何を言っているんだ？

「その頃ころには僕も君に恋こいしていたよ……いや、ずっと胸の内に隠かくしてきた『秘ひめたる思い』が爆ばく発はつしたと言えばいいのかなぁ？　毎日毎日、君のことを思って想おもって偲おもって恋おもって愛おもってぇ！　──そんな日々を送っているうちに、僕は君に恋したんだ！」

　言っていることが支し離り滅めつ裂れつだ。もう完全に壊こわれているらしい。

「どうやら、まともな話し合いはできないみたいだな」

「あはぁ、そりゃぁそうだよぉ！　冷静まともになんて無理さ！　熱く、情熱的に語り合おうじゃないかぁ！」

　ドドリエルはそう言って、こちらへ切っ先を突き付けた。それに応じて、俺もすぐさま正せい眼がんの構えを取る。そうして互たがいに向き合って──初めてわかった。

「お前のそれは……魂装だな？」

　奴の剣からは、薄うす気き味み悪い『何か』を感じた。

　そこらで売っている普ふ通つうの剣とは一線を画す、何かがあった。

「よく見み抜ぬいたねぇ！　僕の魂装はとっても地味なはずなのにぃ。やっぱり君は、僕のことならなんでもわかっちゃうんだねぇ……っ」

　ドドリエルは恍こう惚こつとした表情を浮かべ、両手でその体を抱だきながら身み悶もだえた。俺はその奇き行こうを無視し、冷静に頭を回転させる。

（まさかこの短い期間で、魂装をものにするとはな……）

　気味の悪い奴だが、やはりドドリエルは天才だ。

（……あの魂装がいったいどんな力を秘めているのか、外見上からは判断が難しいな）

　リアの〈原初の龍王フアフニール〉のように炎ほのおを纏まとったり、シドーさんの〈孤高の氷狼ヴアナルガンド〉のように冷気を発してくれたら、おおよその能力に見当がつくけれど……。

　ドドリエルの持つ剣は、刀身にも柄つかにも目立った点は何もない。

　本当に、どこにでもあるような地味な一ひと振ふりだった。

（こういう場合は、一気に攻せめ落とす……！）

　とにかく相手に攻めさせない。相手が魂装の能力を発動させないうちに──力を出し切る前に、倒たおし切ってしまうのが理想だ。

　そうでなくとも、魂装の能力を『防ぼう御ぎよのため』に吐かせられればそれでいい。未知の力を『攻こう撃げきのため』に振るわれることは、絶対に避さけなければならない。どうしても対応が一いつ拍ぱく遅おくれてしまい、それが致ち命めい的な隙すきに繫つながってしまう。

「──行くぞ、ドドリエル！」

「あはぁ……おいでよ、アレェン！　僕はどこにも逃にげやしないからさぁ……っ！」

　奴は大きく両手を広げ、不気味な笑えみを浮かべた。

　そこには構えも何もない。文字通り、全身隙だらけだ。

（油断に慢まん心しん、何も変わってないな……。天才剣けん士しであるお前の数少ない弱点だ……！）

　俺は一足で互いの距きよ離りを詰つめ、

「八の太刀──八咫烏ッ！」

　鋭するどい八つの斬ざん撃げきを同時に放つ。両手・両足・首・頭・胴どう体たい・胸、全身を同時に狙ねらう斬撃を前にした奴は──その場でピクリとも動かなかった。

（……諦あきらめたのか？）

　一瞬脳のう裏りをよぎったその考えは、刹せつ那なのうちに消え去った。

　俺の放った八つの斬撃は全て──ドドリエルの体を通過したのだ。

「なっ!?」

「あはぁ、不思議だねぇ！」

　驚きよう愕がくする俺をよそに、奴は大きく一歩踏ふみ込んできた。

「時雨しぐれ流りゆう───五月雨さみだれッ！」

　殺意の籠こもった鋭い突つきが、何度も何度も繰くり出される。

「ぐっ!?」

　何とか急所だけは回避しつつ、大きく後ろへ跳とび下がった。

（右みぎ肩かたと左脇わき腹ばらをやられたか……っ）

　幸いなことに傷は浅い。鈍にぶい痛みで行動は制限されるが、戦闘継けい続ぞくに問題はないだろう。

（くそ、以前とは比べ物にならないほど速い……っ）

　何もドドリエルは、魂装を習得しただけではなかった。

　身体能力と剣けん術じゆつ、そのどちらも驚おどろくほどに磨みがき上げられている。

「嫌いやだなぁ、そんなに逃げなくてもいいじゃないかぁ？」

　奴は肩を竦すくめながら、わざとらしくクスクスと笑った。

「お前……いったい何をしたんだ？」

　俺の八咫烏は、間ま違ちがいなくドドリエルの体を撃うったはずだ。

　しかしどういうわけか、八つの斬撃は全て奴の体を通過した。

（今の現象は体たい捌さばき云うん々ぬんで説明がつくものじゃない……）

　十中八九、魂装の能力を使ったのだろう。どうやらリアとローズは、この奇き妙みような力にやられたようだ。

「あはっ！　さぁて僕はいったい何をしたんでしょうか……ねっ！」

　ドドリエルは左右にジグザグと動きながら、素早く間合いを詰めてきた。移動が直線でないため、正確な距離感を摑つかみづらい。

「時雨流奥おう義ぎ───叢むら雨さめッ！」

　一点集中型の鋭い突きが放たれる。

（だが、防げないほどじゃない）

　単純な剣術の技量でいくならば、ローズの方が遥はるか上を往いく。

「……甘いぞ！」

　俺は迫せまりくる突きを勢いよく右下から切り上げ、奴の体勢を崩くずした。そこへ、回かい避ひの難しいあの技わざを繰り出す。

「桜華一刀流奥義──鏡桜斬ッ！」

　鏡合わせのように左右から四撃ずつ、目にも留まらぬ八つの斬撃がドドリエルを襲おそう。

（これで見切る。奴の魂装が持つ、奇き怪かいな能力を！）

　俺はしっかり目を見開き、ドドリエルの一挙一動を正確に分ぶん析せきした。そのとき、

（……え？）

　奴は奇妙な行動を取った。移動したのだ。それもわざわざ一歩『前』へ。回避するのでもなく、剣で防御するのでもなく、ただ一歩前へ踏み出した。それが意味するところはつまり──その移動こそが、回避や防御よりも優先すべき最善の行動だということだ。

　その直後──俺の放った八つの斬撃は奴の体を通過した。

「あはぁ！　当たらないねぇ、不思議だねぇ！　時雨流──篠しの突つく雨あめッ！」

　袈け裟さ切り・唐から竹たけ・切り上げ・切り下ろし・突き──雨のような連撃が、カウンターとして繰り出された。

「ぐっ!?」

　なんとか必死に防ぐものの、この超ちよう至近距離から全てを防ぎ切ることは難しく──いくつかの手傷を負ってしまった。

（だけど、謎なぞは解けたぞ……！）

　ドドリエルが移動した先にあったもの、それは──俺の『影かげ』だ。奴は斬撃が目前に迫るあの状じよう況きようで、迷わず俺の影へ飛び込んだ。つまりその能力は、

「──お前の魂装が持つのは、影に潜ひそむ能力だな？」

　相手の影を踏んでいる間、その対象からの全ての攻撃を無効化するというものだ。

「正解、正解、大正解！　僕の〈影の支配者シヤドウ・ルーラー〉を見抜いたのは君が初めてだよ！　言葉にしなくても通じ合える……うん、やっぱり僕たちは運命の赤い糸で結ばれているんだね！」

　ドドリエルは、幸せそうに顔を歪ゆがめながら話を続ける。

「でもでもぉ、わかったところでどうするのかなぁ？　この場で自分の影を無くすなんて、そうできることじゃないよぉ？　アレェン？」

　奴はそう言って、わざとらしく視線を左右へ泳がせた。

　天てん井じように設置されたたくさんの蛍けい光こう灯とう、割れた窓から顔を覗のぞかせる太陽の光──光源の多いこの場で、自分の影を消すことは難しい。

「……手がないわけじゃないさ」

「へぇ……おもしろいね。だったら見せてよ……その『手』ってやつをさぁ……！」

　次の瞬間、ドドリエルは一直線にこちらへ駆かけ出した。

　俺は正眼の構えを維い持じしたまま、静かに精神を整えていく。

（断言できる。──この世界に斬きれないものは存在しない）

　もし何かが『斬れない』ならば、それはその剣士の技量が足りていないだけだ。これはあの世界を斬った俺が一番よく知っている。

（そう。奴を斬れないという『認にん識しき』は絶対に間違っている）

　さっきの一幕を冷静に思い返していく。

（俺の放った斬撃は、かすりもせずにドドリエルの体を通過した……。つまり、奴が俺の影を踏んだその瞬間、その本体はこの世界とは違う場所──言うならば『影の世界』へ移動していた）

　ならば、答えは簡単だ。そこにある空間を強ごう引いんに切り裂さいてしまえばいい。──そう時の世界あのときのように！

「じゃあねぇ、アレェエン！　時雨流奥義──叢雨ッ！」

　ドドリエルは俺の影を踏みしめながら、鋭い突きを心臓目め掛がけて放つ。それに対して俺は、

「五の太た刀ち──断だん界かいッ！」

「か、はぁ……っ!?」

　時の世界さえ破は壊かいした最強の一撃で、『叢雨』と『影の世界』を斬り裂いた。

「あ、あはぁ……す、凄すごいや、さすがは僕のアレンだ……っ」

　胸むな元もとから鮮せん血けつを流しながら、奴やつは素す直なおに賞賛の言葉を口にした。

「……お前こそ、さすがだよ」

　ドドリエルはあの一瞬、刹那の判断で半歩後ろへ跳び下がり、かろうじて致ち命めい傷しようだけは回避していた。しかし、傷は決して浅くない。戦闘継続は望むべくもない状態だ。

　すると今の戦いを遠巻きに見守っていた黒衣の集団は、

「あ、あの新入りが……!?」

「やられ、た……っ!?」

「ぐっ、て、撤てつ収しゆうだ！」

　決着がつくや否いなや即そく座ざに逃げ出した。

「あ、あはぁ……。ま、またどこかで会おうね……アレェン……？」

　ドドリエルは最後にそう呟つぶやき、背後の窓から飛び降り──黒衣の集団と共に姿を消したのだった。




　　　　■




　ドドリエルとの戦いに勝利した俺は、奴やつ等らが逃げるのを止めなかった。否、止めるような時間的余裕なんてどこにもなかった。

「リア、ローズ……起きてくれ！」

　二人の肩かたを強めに揺ゆすったが、全く反応はない。

「くそ……っ」

　俺は二人を両りよう脇わきに抱かかえ、出口を目指して走り出した。

（頼たのむ……俺の考え過ぎであってくれ……っ！）

　黒衣の集団はあっさりと引いた。いっそ気味が悪いほどにごくあっさりと。その引き際ぎわの良さが……恐おそろしかった。

　二つ目の──巨きよ大だいな爆ばく弾だんの存在が脳裏をちらついて離はなれなかった。

「うぉおおおお……！」

　もはや落下する勢いで、ひたすら階段を駆け降りる。

　六階から五階へ。五階から四階へ。四階から三階へ。できるだけ意識を失った二人に負担が掛からないよう、慎しん重ちようかつ迅じん速そくに移動する。

「あと、もうちょっと……！」

　ようやく一階に到とう着ちやくし、出口が見えたそのとき──『キンッ』という何かが外れたような音が響ひびき渡わたった。

（うそ、だろ……!?）

　すると次の瞬しゆん間かん、先ほどとは比べ物にならない大爆発が起こった。

　爆発の中心は、おそらく七階のＶＩＰルーム。その威い力りよくは、俺の予想を遥かに超こえていた。この建物どころではない。ここら一帯を丸々吹ふき飛ばすほどのものだ。

「う、うぉおおおおおおおお！」

　走った。コンマ数秒を駆け抜ぬけた。だが、どれだけ修しゆ業ぎようを積もうとも所しよ詮せん俺は人間だ。

　その速度には限界があり、爆発より速く走れるわけがない。

（くそ、間に合わない……っ）

　せめてもの抵てい抗こうとして、意識のないリアとローズを抱だき締しめた。

（俺の体が少しでも盾たてになれば……！）

　そう願いながら、衝しよう撃げきに備えた次の瞬間。

「干せ──〈枯かれ傘さん衰すい〉」

　真後ろまで迫っていた大爆発は、一呼吸のうちに消しよう滅めつした。

「……え？」

　信じられない現象に俺が呆ぼう然ぜんとする中、

「──不意打ちでもなければ、こんな爆発どうということないわぁ」

　大爆発を消し去った赤あか髪がみの女性は、そう言って妖あやしく笑った。

「あ、あなたは……っ」

　俺が口を開いたその瞬間、

「さっすがリゼ様だぁああああ！」

「お見事でございます！　いやはや、さすがは五豪商の紅一点！」

「ドーラハイン家は、この先数十年と安あん泰たいでございますなぁ！」

　周囲の人々が大いに沸わき上がった。

（……ドーラハイン家？）

　その名前は、氷王学院の理事長フェリスさんの家名と同じだ。それによくよく見れば、顔立ちや服装の系統が彼女に似ている。

　健康的で艶つやと張りのある肌はだ。切れ長の狐きつね目め。白と赤を基調とした火のような美しい着物。長く赤白い髪をサイドでまとめ、鮮あざやかな火を模したかんざしがよく目立つ。

（もしかして、二人は姉妹しまい……なのか？）

　俺がそんなことを思っていると、

「う、うぅん……？」

「……こ、ここは？」

　リアとローズが意識を取り戻もどした。

「リア、ローズ！　意識が戻ったんだな……！」

　そうして俺がホッと胸を撫なで下ろしていると、

「アレン……？　そ、そうだ、あいつは!?」

「あの剣けん士しはどこだ……!?」

　ドドリエルのことを思い出したのだろう。

　二人はすぐさま立ち上がり、周囲を警けい戒かいした。

「大だい丈じよう夫ぶ、あいつなら俺が倒たおしたよ」

「そ、そっか……。やっぱり強いね、アレンは……」

「……悔くやしいな」

　リアとローズはそう言って、静かに唇くちびるを嚙かんだ。

　ドドリエルに負けたことが、かなり堪こたえているようだ。

（こういうとき、なんて声を掛けたらいいんだろうか……）

　そんなことを考えていると、突とつ然ぜん一人の女性が声を掛けてきた。

「ありがとうなぁ、アレンくん。ほんまに助かったわ」

　つい先ほど大爆発を消し去り、大だい歓かん声せいを浴びた名門貴族ドーラハイン家の人だ。フェリスさんよりも少し北きた訛なまりが強い。

「いえ、こちらこそ助かりました。それにしても凄いですね……。あんな大爆発を一瞬で消し去るなんて」

　確か〈枯傘衰〉と彼女は呼んでいた。いったいどんな能力の魂装なんだろうか。

「いややわぁ、あんなんちょっとした護身術よ。アレンくんは、ほんまにお世辞が上手や」

　彼女は着物の袖そでで口を隠かくしながら、冗じよう談だんめかして楽しげに笑う。

「ご、護身術ですか……」
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　一瞬だけ感じたあの『圧』は、そんなレベルを遥はるかに超えていたが……。どうやらあまり、力をひけらかすタイプではないらしい。

「おっと、自己紹しよう介かいがまだやったね。──うちはリゼ＝ドーラハイン。いわゆる五豪商の一人で『狐きつね金きん融ゆう』って、ちんけな店を開いとります。今後ともよろしゅうね」

「俺はアレン＝ロードルです。千刃学院の生徒で、今は少し事情があって魔ま剣けん士しとして活動しています」

「あぁ、やっぱり！　君があのアレンくんやったんやねぇ！」

　彼女は小さく手をパンと打ち鳴らし、納なつ得とくしたとばかりに頷うなずいた。

「俺のことを知っているんですか……？」

「妹のフェリスから、ちょっと聞いてたんよ」

「なるほど、そういうことですか」

　俺の予想した通り、リゼさんとフェリスさんは姉妹のようだ。

「なんやあの子の大のお気に入り、シドーくんを負かしたんやってぇ？　『絶対に許さへん！』言うて、それはもうカンカンやったよ」

「そ、それはその……」

「ふふっ。フェリスはただの癇かん癪しやく持もちやから、気にせんでええんよぉ」

　リゼさんはそう言って、パタパタと手を横に振ふった。

　レイア先生やフェリスさんのような少し残念な人たちと違ちがって、彼女には『余裕』というか『気品』というか、大人の魅み力りよくがあった。

「うーん、でもアレンくんには大きな借りができてしもたなぁ……どないしようか？」

　彼女は難しい表情をして、コテンと小首を傾かしげた。

「そ、そんな借りだなんて……。俺は一人の剣士として当然のことをしたまでで──」

　そうしてやんわり断ろうとすると、

「──あかんでぇ。『借りたら返す』これがうちの信条やからなぁ。君がよくても、うちがすっきりせんのや」

　リゼさんはその細い人差し指で、俺の口をポスリと塞ふさいだ。

「そうやなぁ……うん、こうしよう。もし今後、アレン君がどうしようもなく困ったときは、うちのところに来たらえぇ。どんなときでも一回だけ、力を貸したるさかいな」

「ど、どんなときでも……ですか？」

「あぁ、そうや。どんなときでもえぇよ」

　どんなときでも、一度だけ五豪商の一人に肩を持ってもらえる。

（こ、これはとんでもない権利を手にしてしまったぞ……っ）

　五豪商は五学院の理事長と並ぶ、リーンガード皇国の権力者。たった一度とはいえ、彼女の力を借りられるというのは……本当にとてつもないカードだ。

　それからリゼさんは俺の耳元で小さくこう囁ささやいた。

「それにうちは妹と違ってね。君のこと結構気になってるんよ？」

「……っ！　俺なんかのことを気に掛けてもらって、なんと言ったらいいか……！」

　こんな優すぐれた魂装を操あやつる剣士に気に掛けてもらえるのは……正直、とても嬉うれしい。

（……そうだ。さっきの権利を使って、修業に付き合ってもらうというのは……ありだな！）

　俺はそんなにたくさんのお金はいらないし、欲ほしいものもこれといってない。母さんと二人で楽しく生活できるだけの──最低限のお金があればそれでいい。

　一人でそんなことを考えていると、

「あぁ、もう……そういう純じゆん朴ぼくなところとかもう、本当にたまらへんなぁ……っ」

　彼女は何な故ぜかうっとりとした表情で舌なめずりをした。すると、

「すみません、アレンが困っているので……！」

「これ以上は、勘かん弁べん願えないだろうか……？」

　険しい顔をしたリアとローズが、俺とリゼさんの間に立った。

「あらあら、ずいぶんとガードがお堅かたいなぁ……」

　彼女はクスリと笑いながら、一歩後ずさる。そうして和なごやかな会話が一段落したところで、リゼさんは狐目をさらに細めて忠告を発した。

「まぁ、脅おびやかすわけやないけれど……。君ら、今後は少し身の安全を考えた方がえぇよ？　さっきの黒衣の集団は、巷ちまたをよぅ騒さわがせとる『黒の組織』やからなぁ」

「……やはり、そうでしたか」

　あの特とく徴ちよう的な衣い装しようから「もしかして」とは思っていたが、まさか本当にそうだとは……。

　黒の組織──近年国内を賑にぎわせている大規模犯罪組織だ。薬物の製造・密輸、人身売買、要人の暗殺など様々な犯罪行こう為いに関かん与よしており、現在あのドドリエルが身を置く組織だ。

（できることなら、関かかわりたくなかったんだけどな……）

　しかし、あの場面は仕方なかった。

　剣士でもなんでもない──普ふ通つうの人たちが、突とつ如じよ現れた謎なぞの集団に襲しゆう撃げきを受けた。あそこで動かないという決断をしたならば、俺はその判断をずっと後こう悔かいし続けるだろう。

　だから、今回は『仕方なかった』と割り切るほかない。

「ご忠告、ありがとうございます」

「どういたしまして。──さて。それじゃうちはいろいろ後処理があるから、このあたりで失礼させてもらうわ。またどこかで会おうなぁ、アレンくん」

「はい、またどこかでお会いしましょう」

　そうして彼女と別れた俺たちは──ボロボロにしてしまった浴衣ゆかたを弁べん償しようするため、着物レンタル本ほん舗ぽへ向かった。

　しかし、お店の人たちはさっきの事件を知っていたらしく、「ドレスティアのために、ありがとうねぇ」とお礼を口にし、「浴衣の弁償は不要だ」と言ってくれたのだった。
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　激動の大同商祭から、ちょうど三週間後。

　ジャイアントワームの討とう伐ばつ。希き凜りん草そう三キロの回収。ゴブリンロードの討伐。ボンズさんに見み繕つくろってもらった本日分の依い頼らいを全すべて達成した俺たちは、魔剣士協会の受付で完かん了りよう報告を行う。すると、

「──アレン・リア・ローズ、今日まで本当にお疲つかれだったな！」

　彼はわざわざ受付から出て、俺たち一人一人と固く握あく手しゆを交かわした。俺たちが停学を言い渡わたされてから、今日でちょうど一か月。この日は、魔剣士として過ごす最後の一日なのだ。

「いろいろとお世話になりました、ボンズさん」

「本当にありがとうございました！」

「いろいろと世話になった」

「おぅ、いいってことよ！　こっちもお前さんたちのおかげで、溜たまっていた依頼が片付いて大助かりだぜ！」

　そうしてボンズさんとお別れの挨あい拶さつを交わしていると、

「うぉおおおおん、アレーン……っ。寂さびしいぜぇええええ……！」

「あぁ、リア嬢じようとローズ嬢が……。数少ない癒いやしが……くぅ……っ」

「またいつでも遊びに来いよ！　放課後は空いてんだろう、なぁ？」

　ドレッドさんをはじめとした魔剣士のみんなが、俺たちの旅立ちを惜おしんでくれた。彼らは言動や行動が少し荒あらくたいけれど、ちゃんと付き合ってみれば、人情味のあるいい人ばかりだった。

「一か月という短い間でしたが、お世話になりました……！」

「お世話になりました。街で会ったときは、声をかけてくださいね！」

「またどこかで会おう」

　そうしてみんなに別れを告げた俺たちは、魔剣士協会を後にした。

　外はもう既すでに薄うす暗ぐらく、ひんやりとした風が火ほ照てった体と心を落ち着かせてくれる。

「いろいろあったけど、魔剣士も楽しかったな」

　俺がそんな感想を口にすれば、

「うん、初めはビックリすることばかりだったけど……。終わったら、それも全部笑い話になっちゃったね」

「魔剣士は危険も多いが楽しい仕事だ」

　リアとローズはそう言って、コクリと頷く。

　これまで俺の頭には、聖せい騎き士しになってみんなのために働いて、安定した給金を得るという考えが大きくあった。しかし、この一か月の経験を得て視野が広がった。

　魔剣士になってたくさんの人の願いを聞いて、みんなの助けになる生活も悪くない気がしてきた。

「さてと……。それじゃ今日はもう遅おそいし、解散にしようか？」

「えぇ、そうしましょう。明日あすはいよいよ千刃学院に復帰よ！」

「いよいよ『魂装の授業』が始まるな……楽しみだ」

　こうして無事に一か月の魔剣士修しゆ業ぎようを終えた俺たちは、千刃学院へと復学することになったのだった。








二：復学と内乱






　一か月の魔剣士修業を終え、無事に停学期間が明けた俺とリアとローズは理事長室前へ集合した。いつものように俺がノックをし、入室許可をもらってからゆっくり扉とびらを開ける。

「──失礼します」

　そこにはいつものように血色のいいレイア先生と、いつにも増してゲッソリとした十八号さんがいた。どうやらこの一か月、よほど先生にこき使われていたようだ。

「おぉ、戻もどったか！　……ほぅ、三人とも少し顔つきがたくましくなったんじゃないか？」

　先生は俺たちの顔をジッと見つめながら、そんな感想を漏もらした。

「あ、あはは……。けっこういろいろとありましたから……」

「そうね、イベント盛りだくさんだったわ……」

「あぁ、密度が高い一か月だったな……」

　冷静になって思い返せば、この一か月はかなり濃のう密みつだった。

　おそらく顔つきも『たくましくなった』というより『老ふけた』といった方が正確だろう。

「ふふっ。まぁそのあたりの話は、追おい々おい聞かせてもらおうか」

　先生は嬉しそうに笑うと、

「それでは君たちの停学を解き、一年Ａ組への復学を許可しよう！」

　手元にあった三枚の書類にボンボンボンと理事長の印いんを押した。

「ありがとうございます」

「やったー！」

「ようやくこれから、だな」

　一か月の遅おくれという不安はあるけど、それを打ち消してあまりあるほどの期待と喜びがあった。

（やっとだ。やっと魂こん装そうの授業が受けられる……！）

　俺はこの短い期間にたくさんの魂装を目にしてきた。

　リアの〈原初の龍王フアフニール〉。

　カインさんの〈百年の地獄ヘル・ハンドレツド〉。

　シドーさんの〈孤高の氷狼ヴアナルガンド〉。

　ドドリエルの〈影の支配者シヤドウ・ルーラー〉。

　リゼさんの〈枯かれ傘さん衰すい〉。

　どれもとてつもなく強力な能力を持ったものばかりだ。

（俺の魂装は、いったいどんな能力があるんだろう……っ）

　昨晩はそんなことばかり考えてしまい、あまりよく眠ねむれなかった。

「さて、それでは早さつ速そく一限目の授業からだが……。ふむ、後十分ほどで始まることだし、私も一いつ緒しよに行くとしよう」

　それから俺たちは、先生と一緒に一年Ａ組の教室へ向かう。一か月ぶりに歩いた廊ろう下かは、少しだけ懐なつかしい感じがした。

「さぁ、着いたぞ」

　先生はそう言って、教室の扉を開けずに一歩横へズレた。どうやらこの扉は、俺たちが開けなくてはならないようだ。

「ふぅ……っ」

　そうして大きく息を吐はき出せば、

「な、なんだかちょっと、緊きん張ちようするね……」

「みんなと顔を合わせるのは、もう一か月ぶりになるからな……」

　リアとローズは硬かたい声で、ポツリとそう呟つぶやいた。

　もちろん久しぶりだというのもあるけれど、それ以上に顔を合わせづらかった。

（みんなには、少なからず迷めい惑わくを掛かけてしまったからな……）

　大だい五ご聖せい祭さいでのシドーさんとのあの試合。

（もし俺が霊れい核かくに体を支配されず、ちゃんとあの力をコントロールできていたら……）

　千刃学院うちは、因いん縁ねんの相手である氷ひよう王おう学がく院いんに勝てていただろう。そんなありもしない『もしも』をふとしたときに考えてしまうのだ。

「よし……それじゃ、開けるぞ？」

　そう確かく認にんを取れば、リアとローズは無言でコクリと頷うなずいた。

　クラスメイトからの冷たい視線と罵ば倒とうを覚かく悟ごした俺が、ゆっくり扉を開いた次の瞬しゆん間かん、

「「「アレン、リア、ローズ！　復学おめでとぉーっ！」」」

　いくつものクラッカーがパァンと鳴り、祝福の言葉が送られた。

「「「……え？」」」

　予想外の状じよう況きように、俺たちはポカンと口を開けてしまう。

「あはははは！　おいおい、なんだよその顔！」

「どっきり大成功だな！」

「アレンもリアもローズも、みんなお疲れさま！　大変だったねー」

　Ａ組のみんなはそう言って、俺たちのもとへ駆かけ寄ってきた。

「い、いや、その……みんな、怒おこってないのか……？」

　俺がずっと気にしていたことを口にすれば、

「ないない！　アレは相手が先にやり過ぎたんだ。それに、いけ好すかねぇ野や郎ろうだったしな！」

「あぁ、むしろボコボコにしてくれてスカッとしたぜ！」

「まぁ最後のは、ちょっとやり過ぎだったけどな！」

　そうしてみんなは、温かく俺たちを迎むかえ入れてくれた。

（……っ）

　じんわりと目め頭がしらが熱くなる。でも、さすがにこんな大勢の前で泣くのは恥はずかしかったのでグッと涙なみだを引っ込ませた。そうこうしているうちにも、矢や継つぎ早に質問が飛んだ。

「停学中は魔ま剣けん士しやってたんだろう？　その話聞かせてくれよ！」

「魔剣士協会オーレスト支部には、めちゃくちゃ怖こわい『ハゲ』がいるって噂うわさがあるんだけど……大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「そういや、アレはどうなんだ？　大だい同どう商しよう祭さいのあの事件！　リゼ＝ドーラハインのインタビューにアレンの名前があったぞ!?」

「え、えーっと……っ」

　雨のように降る質問に俺が困こん惑わくしていると、

「──待て待て。そういう土産みやげ話ばなしは、休み時間にしてくれたまえ。一応、今はもう授業中だからな」

　先生はそう言って、黒板の上にある掛け時計を指差した。

　見れば、一限の開始時刻から既に三分が経過している。

「あーくそ、仕方ねぇな」

「アレン、リア、ローズ！　また後でお話聞かせてね！」

　みんなはポツポツと不平を漏らしながら、それぞれ自分の席に着く。俺たち三人も窓まど際ぎわにぽっかりと空いた三つの空席──自分たちの席へ向かった。それから教きよう壇だんに立った先生は、妙なことを口にした。

「さて、それでは本日より魂装の授業を開始する！」

　すると次の瞬間、

「ぃよっしゃーっ！　待ってました！」

「この一か月きつかったもんなぁー……っ」

「ふっ、いよいよ俺の魂装がうなりを上げるぜ！」

　クラスのみんなは「待ってました！」とばかりに歓かん声せいをあげた。

「せ、先生……？　『本日より』ってどういうことですか？」

「ん？　あぁ、まだ言ってなかったか……。君たちが停学になってから、復学するまでのこの一か月。Ａ組全生徒の希望により、筋力トレーニングしかやっていないんだよ。何でもお前たち三人と同じタイミングで、魂装の授業を受けたいとのことだ」

「そ、そんな……!?」

　俺がみんなの方へ視線を向けると、彼らは笑え顔がおで頷いた。

（確かに、みんなと一緒に魂装を学べるのはとても嬉うれしい……）

　リアとローズの三人で学ぶのもいいけど、クラス一丸となって魂装を学ぶ方がきっともっと楽しいだろう。

（でも、それでみんなの大事な一か月を無む駄だにするのは……違ちがう）

　嬉しさよりも、申し訳なさの方が遥はるかに勝ってしまった。

　するとそんな俺の思考を読んだかのように、先生は不敵に笑う。

「おっと、勘かん違ちがいはしてくれるなよ？　こいつらは一分一秒たりとも、無駄にしていないぞ」

「ど、どういうことですか？」

「なんと言ったってこの私が直々に！　みっちりと一か月、付きっ切りでしごいたからな！　見るがいい。全員の肉体が、かなりレベルアップしているのがわかるだろう？」

「……っ」

　見れば、みんなの体つきは一か月前とは比べ物にならなかった。

（別にポーラさんやボンズさんのようになったわけじゃないが……）

　男子は体つきが一回り大きくなっている。女子も見える範はん囲いで言うと、足回りにあった脂し肪ぼうがきめ細かな筋肉へと変わっていた。

　筋力は全すべての剣術の基本だ。極きよく端たんな例で言うならば、もし剣術の天才である五歳児と筋骨隆りゆう々りゆうの素人しろうとが真剣勝負をした場合──間ま違ちがいなく素人が勝つだろう。それほど『筋力』というベースは大事だ。

「へへっ、アレン？　今なら、お前の動きにも付いて行けるぜ！」

「地獄の一か月を乗り越こえ、さらなる発展を見せた斬ざん鉄てつ流りゆう──これまでとは一味違うぞ？」

「今度一戦、付き合ってもらうぜぇ？」

　以前、俺と戦った男子三人組は自信ありげに笑った。

「あぁ、もちろんだ。いつでも相手になるぞ！」

　どうやらさっきのは、完全に俺の考え過ぎだったようだ。ここにいるのは、俺なんかより遥かに才能のある剣士ばかり。そんな彼らが、一か月もの時間を無駄にするわけがない。

「よし、それじゃ早速授業を開始するぞ！　まずは教室移動だ──ついてこい！」

　そうして俺たちは先生の後について、『魂こん装そう場じよう』という地下室へ向かったのだった。




　　　　■




　魂装場へ到とう着ちやくした直後、

「よし。それじゃ準備室から、各自一本ずつ霊れい晶しよう剣けんを持って来るように！」

　彼女はそう言って、首にぶら下げていたホイッスルを『ピーッ！』と吹ふき鳴ならした。何だか既き視し感かんのある光景だ。

「──アレン、一緒に行きましょう！」

「準備室は……あっちだな」

　俺はリアとローズに手を引かれて、一緒に準備室へ入っていった。

「えーっと……あった、これね！」

「ほぅ、綺き麗れいだな」

　二人は大量に並べられた霊晶剣をサッと引き抜ぬいた。

　霊晶剣──霊れい晶しようと呼ばれる希少な鉱石で作られた剣だ。これは魂装の授業で使用され、持つ者の『霊核』を表層に浮うかび上がらせるらしい。

　俺も二人にならって、一本手に取ってみた。

（っと、意外に重いな……）

　見た目は透とう明めいな青いガラスのようだが、普ふ通つうの剣よりかなり重量がある。そうして霊晶剣を手にした俺たちは、みんなの邪じや魔まにならないよう準備室から出て、先生のいる魂装場の中央へ向かった。

　すると──俺の脳のう裏りにとある名案が浮かび上がる。

（そうだ！　これで素す振ぶりをすれば、きっといいトレーニングになるぞ！）

　これほどの重量があるんだ。きっと素振りの効果は二倍、三倍となるはずだ。肩かた回りに体幹、腹筋に背筋──その効果は凄すごいものがあるだろう。そうして肩かた慣ならしに軽く二、三度振っていると、

「──言っておくが、霊晶剣は非常に高価だ。一本百万ゴルドはくだらんから、くれぐれも扱あつかいには注意してくれたまえ」

　先生は生徒全員に聞こえるよう、大きな声でそう言った。

「ひゃ、百万ゴルド……!?」

　目が飛び出るほどの金額に絶句し、すぐさま素振りをやめた。

（こ、この剣一本が……百万ゴルドもするのか……!?）

　俺は霊晶剣を大事にそーっと両手で持ち、周囲をサッと見回す。

　パッと数えられるだけでも、三十本以上はある。つまり、ここにあるだけで締しめて三千万ゴルド。軽く十年は遊んで暮らせる金額だ。

（さ、さすがは五学院の一つ千せん刃じん学がく院いんだな……）

　その設備の充じゆう実じつ具合は、まさに圧巻としか言いようがない。

　そうして俺が顔を青ざめている中、周りのクラスメイトはなんら気負うことなく、自由に霊晶剣を振り回していた。

（きっとみんな、かなりのお金持ちなんだろうなぁ……）

　まぁ、当然と言えば当然の話だ。ここの生徒はみんな、有名剣術学院を出た超ちようエリート剣士。俺のような田舎いなか出身の者は一人もいない。

　そんな風にちょっとした『場違い感』を覚えていると、

「ん……っ」

「あ……っ」

　霊晶剣を持ったリアとローズは、突とつ然ぜん艶つやっぽい声を上げた。その頰ほおはほんのりと赤くなっており、時折もじもじと体をくねらせている。

「ど、どうしたんだ。大丈夫か……？」

「ご、ごめんね、アレン。へ、変な声出しちゃって……っ」

「体が熱くて……変な感じ、なんだ……っ」

　二人は少しフラフラとしながら、霊晶剣に目を落とした。

（……『変な感じ』？）

　どんな感じなのか、わからないけど……。明らかに様子がおかしい。

（顔も赤いし、もしかして熱があるんじゃないか……？）

　保健室に連れて行くべきか、それともレイア先生に報告すべきか。

　そんなことを考えていると、再びホイッスルの音が鳴り響ひびいた。

「──よしよし、全員準備はできたな？」

　先生はザッと全員を眺ながめ、満足気にコクリと頷うなずく。

「知っている者もいると思うが、霊晶剣は魂装の習得時にのみ使用される特とく殊しゆな剣だ。持っているだけで、なんとなく不思議な感じがするだろう？」

　彼女の質問に周りの生徒は一いつ斉せいに頷いた。どうやらリアとローズと同じような症しよう状じようは、みんな大なり小なり抱かかえているようだ。

（不思議な感じ、か……。うん……全然しないな）

　何も感じていないのは、この中で俺一人だけらしい。

「君たちのように才能ある──感かん応のう度どが高い剣士は持つだけで、体の奥が疼うずくはずだ。これは内に眠ねむる『霊核』が高ぶりを見せている証しよう拠こだな。どれだけ疼くかは個人差が大きいが……まぁ一いつ般ぱん的に男性よりも女性の方が感応度は高いと言われている」

　どうやらその疼きは、才能によるところが大きいらしい。

（才能、か……）

　これ以上納なつ得とくのいく説明は他ほかにはないな。

「今から君たちには、自分の魂に潜ひそむ『霊核』と対話を始めてもらう。そこで話し合いなり、喧けん嘩かなり、交こう渉しようなりをして──力を奪うばい取れ。そこで得た力を──霊核の一部を具ぐ象しよう化かしたものこそが『魂装』だ！」

　これまでふんわりとしか知らなかった知識が体系化され、まとまっていくこの感覚。点と点が線で繫つながるような感じがして、とても気持ちよかった。

「まぁ、先に一つだけ注意をしておくと──吞のまれるなよ？」

　先生は声を低くして、強い警告を発した。

「霊核とは基本的には、君たちを守護するものだ。ほぼ味方だと思ってくれて構わない。だがしかし、極ごくまれにその体を乗っ取ろうとする──強きよう烈れつな自我を持つ場合がある。君らも知っての通り、アレンの霊核がその一例だ」

　みんなの視線が俺に集中した。

「まぁ、そうは言っても彼のは特別スペシヤルであり、異常アブノーマル──レア中のレアケースだ。普通こんなことは滅めつ多たに起こらないから、そこまで心配し過ぎる必要はない。それに万が一霊核に吞まれた場合は、この私が力ずくで制圧してやるから安心してくれ」

　先生はそう言って、右手の指をパキッと鳴らした。

（……心強いな）

　普通の仕事ではいろいろと頼たよりないところはあるけれど、力仕事こういうところだけはとても心強い。

「さて、それじゃ早さつ速そく説明に入ろう。霊晶剣の使い方は単純明快！　まずは静かに目を閉じ、精神を集中させる。それから自分の意識を内へ内へ──魂の世界へ沈しずめていく。そして気付いたときには、目の前に霊核がいるだろう」

　ずいぶんと抽ちゆう象しよう的で感覚的な説明だった。

「まぁ『百聞は一見に如しかず』だな。とりあえず、やってみるといい」

　そうして先生は、パンと手を打ち「始め！」と言った。

　その後、みんなは静かに目を閉じて精神を集中させていく。

（……よし、やるか）

　正直、少しだけ怖こわかった。またアイツに体を乗っ取られ、力の限り暴れ回るんじゃないかという不安が脳裏をよぎる。

（でも、今回は先生が『力ずくで制圧する』と言ってくれた）

　彼女ならば、最悪俺が暴走しても取り押さえてくれるだろう。

「ふぅー……っ」

　大きく息を吐はき出し、自分の意識を内へ内へ──魂の世界へ沈めていく。一分二分三分と、ゆっくり時間が経過していった。そうしてふと気が付けば目の前に……いた。

「──よ[image: ぉ゛]、ちょっとぶりじゃねぇか」

　ふわりと浮かび上がった長い白はく髪はつ。顔に浮かび上がった黒い紋もん様よう。人を食い殺しそうなほどに凶きよう暴ぼうな顔つき。そして何より──俺とそっくりな顔をしたアイツがいた。
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　枯かれた木・枯れた土・枯れた空気、どこまでも広がる荒こう涼りようとした世界。そんな中──奴やつはたった一人、表面がバキバキに割れた巨きよ大だいな石に腰こし掛かけていた。

「やっぱり、お前は俺の霊核だったんだな……」

「[image: あ゛]？　あー……そうか。まぁ、今はそういう認にん識しきでいい」

　奴は何な故ぜか歯切れ悪くそう言って、

「んで、どうしたんだ？　ようやくその体を渡わたす気になったのか？」

　強ごう引いんに話題を変えてきた。

「そんなわけないだろ。お前に渡したら、どうせまた無茶苦茶に暴れ回るんだろ？」

「ぎゃはははは！　そりゃお前、力があるのに使わねぇってのはおかしな話だろ？　パッと暴れて、パッと潰つぶして、パッと楽しんでよぉ……一いつ瞬しゆんを生きようじゃねぇか？　[image: え゛]ぇ？」

　そんな刹せつ那な主義的な生き方は、あまり好きじゃない。

「考えが合わないな。俺はもっと地味に細長く生きたいんだよ」

「細長くねぇ……。つっまんねぇ生き方だな[image: ぁ゛]……」

　奴はため息をつき、肩を竦すくめた。

「とにかく、俺がお前に体を渡すことは今後一生ない。この前、お前がやったことを考えれば当然だろ？」

　こいつはシドーさんを半死半生の状態に追いやった。もしあのときリアが止めてくれなければ、きっとなんの躊躇ためらいもなく殺やっていただろう。

「[image: あ゛]ぁ、氷遊びのクソガキのときか……。確かにちっとばかし暴れたが、よく考えてもみろ。結果的には、てめぇの命を救ってやったじゃねぇか、え[image: ぇ゛]？」

「それは、そうだけど……」

　確かにシドーさんのときは、こいつに命を救われた。

　あのとき、俺の喉のど元もとまで迫せまった〈氷狼の一裂ヴアナル・スラスト〉を避さける余力はどこにもなかった。もしこいつが出て来てくれなければ、俺は間ま違ちがいなく死んでいただろう。

「ありゃ地味に大変だったぜ……。なにせまだ『道』も全く通っちゃいねぇのに、てめぇの体を乗っ取らなきゃいけねぇんだからな。莫ばく大だいな力を使ったせいで、今も眠くてたまんね[image: ぇ゛]……」

　奴はよく意味のわからないことを呟つぶやき、特大の欠伸あくびをしてみせた。

「ま[image: ぁ゛]とにかく……。感謝されこそすれ、恨うらまれる筋合いはどこにもねぇよな[image: ぁ゛]……[image: え゛]ぇ？」

「そうか、わかった……。ありがとう」

　暴れ過ぎだとか、やり過ぎだとか。いろいろ言いたいことはあるけれど……。俺の命を救ってくれたことについては、素す直なおに感謝するほかない。

「[image: あ゛]ぁ？　食えもしねぇ、『気持ち』なんざいらねぇよ。感謝はちゃんと行動で示せ。……つぅことで、体よこせ」

　奴は再び俺の体を求めてきた。先ほどから何度か繰くり返されるこのやり取りに、少しだけ違い和わ感かんを覚える。

「随ずい分ぶんと俺の同意を求めるんだな？　お前ぐらい強ければ、強引に奪えそうなものだけど」

「馬ば鹿かかお前は？　『道』が通っていない現状、同意のうえで──お前の抵てい抗こうがゼロの状態で体を奪うのと、お前の意思を捻ねじ曲げて強引に奪い取るんじゃ消しよう耗もう度合が段違いなんだよ！　なんてったって俺は、霊れい体たいだからな……」

　奴はそう言って、複雑な表情で自分の右手を見た。

「へぇ、そういうものなのか……」

　これはいいことを聞いた。以前レイア先生が言っていた通り、こいつが俺の体を乗っ取る際には、凄すさまじく『何か』を消耗するようだ。

（つまり、そう簡単に何度も俺の体を奪えるわけじゃない……！）

　俺がそんなことを考えていると、

「[image: お゛]ぃ、体を渡す気がねぇならさっさと帰れ。目め障ざわりだ」

　奴は羽虫でも追い払はらうかのようにシッシッと手を振ふる。なんともまぁ自己中心的な奴だ。

「そういうわけにはいかない。今日ここへ来たのは、お前の力を借りるためだ。──わかるだろ？　魂装を習得したいんだよ」

　まずは『対話』を試みることにした。こいつは確かに無茶苦茶だが、決して馬鹿じゃない。ちゃんと言葉も通じるし、何より理性的な思考能力を持っている。対話もしくは交渉をすれば、力の一部ぐらいなら借りられるかもしれない。

「[image: あ゛]？　お前みたいなヒヨッコが……俺の力を？　ぷっ、ぎゃははははははは！　おもしれぇこと言ってくれんじゃねぇか……！」

　いったい何がそんなに面おも白しろいのか、奴は膝ひざを打って大笑いした。

「お、おい！　別にこれは冗じよう談だんじゃ──」

「──冗談でも、笑えねぇな[image: ぁ゛]！」

　次の瞬間、俺の目と鼻の先に奴は立っていた。

「……っ!?」

　既すでにその右みぎ腕うでは大きく振りかぶられており、コンマ数秒後の衝しよう撃げきは必然だった。

「[image: お゛]らぁ……！」

　フェイントも何もない。真っ正面からの右ストレート。

「くっ!?」

　俺は咄とつ嗟さの判断で、顔面とあいつの腕の間に剣けんを滑すべり込ませる。

　完かん璧ぺきに防ぼう御ぎよした。衝撃に備えてしっかりと重心を落とした。

　だが──俺の体は、まるでボールの如ごとく水平に飛ばされた。

（なん、て……馬鹿力だ……!?）

　防御が防御として機能していない。

　俺は空中で一回転して衝撃を殺し、着地と同時に剣を引き抜ぬいた。

「[image: お゛]い[image: お゛]ぃ、軽すぎんぞぉ……。ちゃんとメシ食ってんのか、[image: あ゛]ぁ!?」

「……ちゃんと食べてるよ」

　こいつの攻こう撃げきに防御は通用しない。

（だったら、攻せめて攻めて攻め続けて……攻撃の手番を相手に回さなければいい！）

　俺は大きく空いた距きよ離りを一足で詰つめ、得意の連撃を繰り出す。

「八の太た刀ち───八や咫た烏がらすッ！」

　シドーさんとの戦いを経て、より強力になった八つの斬ざん撃げき。それを前に奴は、大きな欠伸をした。すると次の瞬間、両手・両足・首・頭・胴どう体たい・胸──八つの斬撃が余すところなく奴の全身を撃うった。

　ドドリエルのときとは違い、全すべてしっかりと命中した。確かな手ごたえがあった。だが、そのどれもがダメージとして通っていなかった。

（うそ、だろ……!?）

　皮ひ膚ふが裂さけるどころか打だ撲ぼくすらない。むしろ、俺の剣の方が砕くだけそうだった。

「[image: お゛]い[image: お゛]ぃ……。そんなオモチャみたいな斬撃で、どうやって俺の体を斬きるつもりなんだぁ、[image: え゛]ぇ？」

　奴は余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった様子で、挑ちよう発はつするように首を大きく左右に振った。

（くそ、やっぱりこいつは桁けたが違う……っ）

　腕わん力りよく・脚きやく力りよく・耐たい久きゆう力、全てが別次元だ。

　その後、俺は何度も何度も斬り掛かかったが……。奴はまるで意に介かいさず、右手で軽くあしらわれてしまった。

（駄だ目めだ……っ。顔、首、みぞおち──たとえ急所に当たっても、普ふ通つうの斬撃ではこいつを倒たおせない……っ）

　だけど、全く打つ手が無くなったわけではない。

　俺にはまだとっておきの『特別な斬撃』がある。

（世界を切り裂くあの一撃ならば、こいつだって無事では済まないはずだ……！）

　その後は適度に斬撃を繰り出しつつ、『機』をうかがった。そして奴が面めん倒どうくさそうに欠伸をした瞬間を狙ねらい──放つ。

「五の太刀───断だん界かいッ！」

　時の世界を斬り裂いた最強の斬撃は、不発に終わってしまった。

「おいおい、そんなゆっくり振られちゃ……眠ねむくてたまんねぇぜ？」

「冗談、だろ……？」

　信じられないことに、奴は振り上げた刀身を摘つまんでいた。

　化物、その二文字が脳のう裏りをよぎる。

「ここでの強さは『心の強さ』だ。まだまだケツの青いガキが……っ。俺とやり合うには、覚悟が足りてねぇんだ[image: よ゛]！」

　剣を摘ままれた俺に防御する術すべはなく、奴の放った強きよう烈れつな前まえ蹴げりが腹部へ突つき刺ささった。

「が、はぁ……!?」

　肺から空気が絞しぼり出され、体中の血液が跳はね回る。視界は明めい滅めつし、平へい衡こう感覚なんてものはどこにもない。地べたで転がり回る俺を目にした奴は、一人楽しげに笑った。

「はっはぁ……！　そんじゃお前の意思が弱ったところで、いただくとするか[image: ぁ゛]……！」

「やめ、ろ……」

　その直後、俺の意識は深い闇やみの中へ吞のまれていった。
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　アレンが霊核に敗れたその瞬間、彼の体に大きな異変が起きた。

　黒くろ髪かみは長い白髪へ変わり、左目の下あたりには黒い紋様が浮うかぶ。そして何より、彼の発する空気が変わった。優やさしく穏おだやかなものから、剝むき出しの剣のようなものへ一転した。

「ぎゃはははは！　チョロいな[image: ぁ゛]、クソガ、キ……!?」

　アレンの体を乗っ取り、雄お叫たけびをあげた彼の前には──黒い拳を握にぎり締しめたレイアの姿があった。

「無む刀とう流りゆう──絶ぜつッ！」

「が、ふ……っ!?」

　音速を越こえた強烈な正せい拳けん突きが、彼の腹部を深々とえぐる。

「霊核には一つだけ、大きな弱点がある。宿主の支配権を完全に奪うばい取るまで自由に動けない──『初期硬こう直ちよく』と呼ばれるものだ」

　二、三歩後ろへよろめいたアレンは、憎ぞう悪おに満ちた目を向ける。

「こ、黒こつ拳けん……てめぇの出る幕か……ッ！」

「その未熟な体でこの耐久力……。本当に化物だな、お前は」

「くそ、が……っ」

　そうしてアレンが意識を失うと同時に、彼の体に起きていた異変は全て消失した。

「こういう卑ひ怯きような手段は好きではないが、まぁ『ハンデ』だと思ってくれ。お前を本当に解放させては、さすがの私もキツイのでな……」

　シンと静まり返った魂装場。そんな中、生徒全員を代表してリアが口を開く。

「レイア、今のってもしかして……!?」

「あぁ、アレンの霊核だ。見てわかる通り、正真正しよう銘めいの化物さ。アレン＝ロードル……本当にとんでもない才能だよ。末すえ恐おそろしくもあるが、教師としては『今後の成長が楽しみ』といったところだ」

　彼女はそう言って、血に濡ぬれた右手をプラプラと振った。

「その血は……？」

「ん？　あぁ……もちろん私のだよ。山を三つ平らにしたときでさえ、こうはならなかったんだがな……。比ひ較かく的柔やわらかい腹部を殴なぐったのにこのざまだ。本当に呆あきれ返る硬かたさだ」

　レイアのその口くち振ぶりから右手の傷が浅いことを知ったリアは、ようやく一番気になっていたことを問う。

「ねぇ、アレンは無事なの？」

「もちろんだ。そのうち起きるだろうから、何も気にしなくていい。──ほら、そんなことよりも！　君たちは魂装を習得できるよう集中したまえ！」

　そうして彼女は、お気に入りのホイッスルを吹ふき鳴らした。




　　　　■




　アイツとの勝負に負けた俺は、気付けば仰あお向むけになって転がっていた。

「……うっ。こ、ここは……？」
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　ゆっくりと上体を起こせば、すぐ隣となりにレイア先生が立っていた。

「おっ、もう起きたのか。さすがの回復力だな、アレン」

「せ、先生……？　そ、そうだ……！　アイツは──あの化物はどうなったんですか!?」

　意識が朦もう朧ろうとする中、奴やつの『いただく』という声が確かに聞こえた。俺は慌あわてて周囲を見回したが、特に荒あれた様子はどこにも見受けられない。

「心配無用だ。私がきっちりと制圧させてもらったからな。……少し卑怯な手段を取らせてもらったがね」

　彼女は少し苦い顔でそう言った。自ら『卑怯な手段』と言っているように、きっと本意ではない止め方をしたのだろう。

　でも、それがたとえどんな方法であれ、奴の暴走を止めてくれたことは本当にありがたい。

「すみません、助かりました」

「気にするな。もともと予想されていた事態だからな」

　先生はニッと笑い、ポンと背中を叩たたいてくれた。

　そうして一段落できたところで──俺は考えた。

（『心の強さ』、か……）

　奴は言っていた。『ここでの強さは心の強さだ』、『覚悟が足りてねぇ』と。どうやらあの世界であいつに勝つためには──魂装を習得するためには、心を鍛きたえる必要があるらしい。

（でも、心ってどうやって鍛えるんだ？）

　体を鍛えたり、剣術を磨みがく方法はイメージがつきやすい。素す振ぶりをしたり、誰だれかに技わざを教えてもらったりなどだ。しかし、心を鍛えるとなると……中々難しい。

（瞑めい想そう？　滝たき行ぎよう？　それとも……なんだ？）

　俺がそんな風に頭を悩なやませていると、

「さぁアレン、今がチャンスだぞ！」

　先生は突とつ然ぜんパンパンと手を打って、はやし立てた。

「ちゃ、チャンスですか……？」

「霊核は宿主の意思に反して表に出ると、凄すさまじく消しよう耗もうする。今ならば、あの化物から力をひっぺがせるやもしれんぞ？」

「もう一度、奴と戦うんですか？」

「当たり前だろう？　さぁほら、早く霊晶剣を構えろ！　この好機を逃のがすんじゃない！」

　彼女は俺の手を取って、霊晶剣をギュッと握らせた。

「で、ですが……もしまたアイツが暴走したら……？」

「その場合は、私が制圧してやる。だがおそらく、今日はもう出てこんさ。霊核である以上、今のアイツには大きな弱点があるからな。私が目を光らせている間は問題ない」

　それから彼女は、一つだけ忠告を発した。

「だがな、私の目のないところでは、絶対にアイツとかかわるなよ？」

「……っ」

　その声は硬く、とても真しん剣けんな色を帯びていた。

「アレン、君の霊核は『化物』だ。そこらにいる並の霊核とは文字通り『格』が違ちがう。その危険性は、今しがた戦ったばかりの君が一番よく知っているだろう？」

「……はい」

　確かにアイツは、強さの桁が違っていた。

「初期硬直を──霊核特有の弱点を逃せば、私でもどうなるかわからん。だから、魂装の修しゆ業ぎようは絶対に私の目が届く範はん囲いでやってくれ。そうすれば、何度暴走しても大だい丈じよう夫ぶだ。きっちり全て止めてやる」

「……わかりました。よろしくお願いします」

「あぁ、任せろ」

　その後、俺は幾いく度どとなく奴に戦いを挑いどんだが……。あまりにレベルが違い過ぎたため、ボロ負けしてしまった。ただ、最初の一回以降、俺の体が乗っ取られることはなかった。

　それに何より、奴は少し弱っていた。先生の言う通り、俺の体を乗っ取ったことで大きく消耗したようだ。

（でも……このままじゃ、何度戦いを挑んでも奴には勝てない）

　もっと『心』を強くする必要がある。

「先生、心を強くするにはどうすれば──」

　俺がそう口を開いた次の瞬しゆん間かん、

「──ちーっす、ちょっくら喧けん嘩か売りに来ましたぁ！」

　魂装場の扉とびらが荒あら々あらしく開け放たれた。そこから入ってきたのは五人の集団。彼らはみんな千刃学院の制服を着ており、その中には何度か校舎で見かけた顔もあった。おそらく、うちの一年生だろう。

「さてさてさてとぉ！　アレン＝ロードルって『三流剣士』はどこのどいつだぁ？」

　どうやら彼らの目的は、俺のようだった。




　　　　■




　五人の集団が魂装場を訪おとずれた直後、

「──も、申し訳ございません、理事長！」

「お、お前たち！　授業中だというのに何を考えているんだ!?」

　二人の先生がすぐさま割って入り、彼らの行こう為いをたしなめた。

　だが、それに待ったをかけたのは──意外にもレイア先生だった。

「構わん。血の気の多い生徒は大好きだ。それに……実は私も一年生の頃ころは、大五聖祭の出場選手から漏もれてな。それを知った日の昼には、出場選手の一人に決けつ闘とうを申し込んでその座を奪い取ったものだ」

「そ、そうだったんですね……」

　どうやら彼女は、学生の頃からめちゃくちゃだったようだ。

「あの頃の千刃学院は、空気がパリッと乾かわいていてなぁ……。右を見ても左を見ても模も擬ぎ戦・決闘！　旧ふるき良き時代、というやつだ！」

　先生は懐なつかしむようにして、何度も頷うなずいた。

（学院内でバチバチとやり合い過ぎるのは、ちょっと遠えん慮りよしたいな）

　どちらかといえば、みんなで楽しく、共に剣術を磨きたい。俺がそんな感想を抱いだいていると、集団の先頭にいる男が剣を引き抜ぬいた。

「それでアレン＝ロードルはどこにいるんだぁ？　怖こわくて名乗り出られねぇってかぁ？」

　彼は挑ちよう発はつ的な物言いで、俺たちＡ組の全生徒を見回す。

「あいつ……曲きよく剣けん使いのレイズだな」

「中等部で問題ばかり起こしていたっていう、あのレイズ＝ヴォルガンか!?　まさかうちに入学していたとはな……っ」

　Ａ組の生徒が小声で話すのが聞こえた。

（レイズさん、か……。あまり評判がいい人ではないようだな……）

　レイズ＝ヴォルガン。

　男にしてはやや長い、えんじ色の髪かみ。左耳にはめた銀のピアス。身長は俺より少し高い、百七十センチぐらいだろう。

　このまま黙だまっていても話が進まないので、名乗り出ることにした。

「俺がアレン＝ロードルですけど、いったいなんの用ですか？」

「ふぅーん……」

　五人の集団から品定めをするような視線が向けられる。

「ははっ！　なぁんで、このボンクラ剣士が栄えい誉よある大五聖祭の出場選手に選ばれたのかねぇ？」

「裏金とか？」

「空気っていうのかなぁ？　なんかなよっとしてるよねぇ……。剣士として頼たよりないなぁ」

「はっきり言って──弱そう」

「まぁ、どのみち私たちの敵じゃないよね」

　どうやら彼らのお眼鏡にはかなわなかったようで、罵ば倒とうの声が飛び交かった。

「あんたたち、好き勝手言ってくれるじゃない……！」

「その目は、ただの節穴のようだな」

　リアとローズは鋭するどい目付きで、彼らを睨にらみ付ける。

　しかし、レイズさんはそれを気にも留めず、懐ふところから一枚のプリントを取り出した。

「調べさせてもらったぜぇ、アレン＝ロードル？　グラン剣術学院の落ちこぼれ。『落第剣士』と馬ば鹿かにされ、成績は入学当初から万年びりっけつ。流派に所属したいと門を叩くも、あまりの才能の無さに全すべて門もん前ぜん払ばらい──それゆえ我流だとか！　三年時にはドドリエルとかいう剣士を卑ひ怯きような手段で倒たおしたんだってぇ？」

　確かにグラン剣術学院時代の俺のことは、よく調べられている。

　だけど、それがどうしたというのだろうか？

　過去はどこまでいっても所しよ詮せん過去だ。今の俺と十数億年前の俺を比ひ較かくしても、なんの意味もないだろう。

「どうだ？　このアレン＝ロードルが、どれだけ無能な剣士かわかっただろう？　おまえらＡ組の馬鹿共は、この落第剣士に騙だまされているんだよ！　それともなんだ。弱みでも握にぎられてんのか？　金でも摑つかまされてんのか、えぇ？」

　語気を荒あらくして吠ほえるレイズさんへ、Ａ組のみんなは失しつ笑しようを送った。

「おいおい、お前ら……アレンとシドーの戦いも見てないのか？」

　クラスメイトの一人は、やれやれといった風に肩かたを竦すくめる。

「見たよ？　序じよ盤ばんはボロ負け、中盤にちょろっとやる気を見せるが、最後は霊核に吞のまれてだっせぇ反則負け！　で、それが何か？」

　レイズさんの嘲ちよう笑しようを皮切りにして、彼らの矛ほこ先さきがＡ組へ移った。

「『Ａ組』って言ってもさ……。それって入学した時点の評価じゃん？」

「そーそー、そんなもんで威い張ばり散らされてもねぇ……」

「うすら寒い友情ごっこかなんか知らないけどさ。魂装の授業も受けず、地味な筋トレばっかしてる能無し共は私らの敵じゃないよね」

「剣士の強さは、魂装の強さ。こんなの常識だよぉ？」

　彼らはそう言って、クラスのみんなを馬鹿にした。

（……さすがにこれは見過ごせないな）

　大事な友達を馬鹿にされては、さすがに剣を取らざるを得ない。

　俺が一歩前へ踏ふみ出したそのとき、

「──待てよ、アレン」

　斬鉄流の剣士テッサ＝バーモンドが先頭に躍おどり出た。

「こんなポンコツども相手に、わざわざお前が出る必要もねぇよ。ここは俺に任せな。このタコ野や郎ろうどもは、斬鉄流の錆さびにしてやるぜ！」

　そうして彼が勢いよく剣を引き抜けば、

「んー、なになに？　あんたが一番手？」

　レイズさんはわざとらしい挑発を口にした。

「おぅ、俺が相手になってやるよ。だがまぁ、お前ら程度じゃ二番手には進めねぇだろうがなぁ？」

　負けん気の強いテッサは勝ち誇ほこった顔で、皮肉を浴びせ掛かけた。

「……へぇ、おもしろいこと言うじゃん。遊んでやるから、さっさと来なよ」

　見るからに機き嫌げんを損そこねたレイズさんは、ゆっくり曲剣を引き抜く。

「「……」」

　二人の間に剣けん吞のんな空気が流れ出し、鋭い視線が交こう錯さくした。

　それから十秒二十秒と経過したあるとき、

「斬ざん鉄てつ流りゆう──錆落としッ！」

　テッサは一直線に走り出し、レイズさんへ斬きり掛かった。

（いい一いち撃げきだ……！）

　この一か月、ひたすら筋力トレーニングを続けた成果だろう。握り・踏み込み・気き迫はく──以前とは比べ物にならないほど成長していた。

「ぜぇりゃぁああああああああ！」

　鋭い斬撃を前にしたレイズさんは、グニャリと顔を歪ゆがめる。

「湧わけ──〈三匹のスリー・小骨龍スケルトンズ〉ッ！」

　その瞬間、テッサの放った一撃は、突とつ如じよ出現した三匹の小さな龍によって止められてしまった。

「な、にぃ……!?」

　肉のない骨だけの龍は、眼がん窩かに赤い光を浮うかべながら『コロコロコロ！』と楽しげに笑っている。さらに、

「そら、行くぞぉ？　小骨龍スケルトン・の雨シヤワーッ！」

　三匹の龍は小さな骨に分解され、凄すさまじい速度で放たれた。

「ぐ、は……っ!?」

　全身を骨の雨に打たれた彼は、大きく吹ふき飛ばされ──そのまま意識を手放した。

「て、テッサ!?」

「大だい丈じよう夫ぶか、おい!?」

「だ、誰だれか保健室へ！」

　大おお騒さわぎとなるＡ組を見たレイズさんは、

「ぷっ、あっはははははははは！　弱よえぇ弱ぇ！　Ａ組ってのは、こんな能無し共の集まりなのかぁ!?」

　両手を打って高らかに笑った。それに続いて、背後の四人もテッサを嘲あざ笑わらう。

（……テッサ）

　単純な剣術だけならば、彼の方がずっと優すぐれていた。

（しかし、『剣士』として見るならば、今はレイズさんの方が上だ）

　二人の違ちがいはたった一つ、魂装の有う無むだ。

　剣士として魂装を発現しているかどうかは、とてつもなく大きな問題だ。実際これによって、上級聖せい騎き士しになれるか否いなかが判別されてしまう。それぐらい魂装という力は、重要視されているのだ。

　俺たちがテッサの敗北に胸を痛めていると、

「凹へこませろ──〈金こん剛ごう丸まる〉ッ！」

「巻け──〈沙しや羅ら双そう樹じゆ〉ッ！」

「遊べ──〈火のフレイム子どもたち・チルドレン〉ッ！」

「貫つらぬけ──〈千枚通し〉ッ！」

　残りの四人は一いつ斉せいに魂装を展開した。

「マジ、か……!?」

「こいつら、たった一か月で魂装を……っ!?」

「ちっ、口だけじゃねぇってか……」

　予想外の事態に騒そう然ぜんとなるＡ組。

　そんな中──俺はゆっくりと剣を引き抜き、彼らの前に立った。

「アレン、私も助すけ太だ刀ちするわ！」

「私も出るぞ！」

　リアとローズはそう言ってくれたが……。

「悪い、今回は俺一人でやらせてくれないか？」

「あ、あなた正気!?　相手は五人の魂装使いなのよ!?」

「いくらアレンでも、一人では絶対に勝てんぞ……!?」

　二人の言い分はきっと正しい。それでも、俺の考えは変わらない。

「ごめん。どうしても今回は、一人でやりたいんだ」

「……そう、わかったわ。でも、絶対に無茶だけはしないでね？」

「……無理だと思ったらすぐに退ひくんだぞ」

　俺の決心が固いことを知ったリアとローズは、渋しぶ々しぶこの場を任せてくれた。

「あぁ、ありがとう」

　それから俺は大きく息を吐はき出し、目の前の五人を睨み付けた。

（俺のことは、別にどうだっていい。落第剣士だということも、才能がないことも、全て本当のことだ。それを今いま更さらどうこう言われようが、事実として受け入れるしかない）

　だけど、ここにいるみんなは違う。

　彼らは才能に恵めぐまれながら、血の滲にじむような努力を重ねたエリート剣士。それに何より──俺なんかのために、魂装の授業を先延ばしにしてくれるほどのお人ひと好よしだ。

（大事な友達を馬ば鹿かにされては、さすがに黙っていられない……っ）

　Ａ組のみんなは、決して弱くなんかない。一か月も地味で苦しい筋力トレーニングを積んだ、努力する天才たちが弱いわけがないんだ。

（レイズさんたちには、「自分たちが間違っていた」としっかり理解してもらわなければならない……）

　それをわからせる一番の方法がこれだ。

（落第剣士の俺に五人がかりで負けでもしたら、もはや言い訳のしようもないだろう）

　どう足あ搔がいても「自分たちが間違っていた」と認めざるを得ない状じよう況きようを作るためには、『落第剣士』が『一人』で戦う必要があるのだ。

（Ａ組のみんなのためにも、この勝負は絶対に負けられない！）

　そうして俺が強い決意を固めたその瞬しゆん間かん──不思議と体の中心が熱くなり、力がみなぎってきた。

（あぁ、そうか……。これが『覚かく悟ご』か）

　なんとなく、アイツの言っていたことがわかった気がする。

　絶対に負けられないという思い。みんなのために戦うという決意。Ａ組を代表するという気負い。これらを糧かてに心は強くなり──魂装への道が開けるんだ。

　俺が溢あふれ出す不思議な力を嚙かみ締しめていると、

「へっ。ようやくおでましかよ、落第剣士さぁん？」

「ふふっ、泣いて謝るなら見み逃のがしてあげるけど？」

「ってかおいまさかお前、一人でやろうってのか？」

「さすがに無む謀ぼう……。弱い者いじめになっちゃう……」

「彼ひ我がの実力差もわからないとは……もはや滑こつ稽けいだな」

　彼らは魂装を構えながら、不敵な笑えみを浮かべた。きっと勝利を確信しているのだろう。そこには余よ裕ゆうの色がありありと浮かんでいた。

（……なんだろう。奇き妙みような感じだ）

　レイズさんたちの魂装からは、全くと言っていいほど『圧』が感じられない。アイツと対たい峙じしたときに感じた、心臓を握にぎられているようなプレッシャーがどこにもない。まるで無風状態だ。

　俺は正せい眼がんの構えを取り、一言だけ声を掛けた。

「それでは、行きますよ？」

「おぅおぅ、お好きにどうぞー。ボロ雑ぞう巾きんにしてやるぜぇ」

　レイズさんが肩を竦めて笑った次の瞬間、

「……は？」

　俺は刹せつ那なのうちに間合いを詰つめ、一撃で三匹の龍を粉ふん砕さいした。

　彼の足元にカランカランと骨が転がり、五人はシンと静まり返る。

「なんだよ、それ……!?」

「終わりですよ」

　隙すきだらけとなった彼の首元へ、峰みね打うちを叩たたき込む。

「ありえ、ねぇ……っ」

　首元に痛つう打だを受けた彼は、白目を剝むいて崩くずれ落ちた。

「「「「……っ!?」」」」

　残された四人は顔を真っ青にし、

「ふ、粉ふん骨こつ激げき震しんッ！」

「双そう樹じゆ縛しばりッ！」

「火ひ達磨だるまッ！」

「大だい貫かん通つうッ！」

　自分を奮い立たせるように魂装の力を解き放ち、一いつ斉せい攻こう撃げきを仕掛けてきた。

　それに対して俺は、

「八の太刀──八咫烏」

　八つの斬ざん撃げきをもって、彼らの魂装を斬り捨てた。

「そん、な……!?」

「う、うそ、でしょ……？」

「たった一人で……あり得ない……っ」

「理解不能……」

　消しよう滅めつしていく自らの魂装を目にしながら、彼らはうわごとのようにそう呟つぶやいた。

「確かに、魂装は強力な力です。しかし、それを扱あつかうものが未熟であれば、その効果は十全に発揮されません」

　シドーさんの〈孤高の氷狼〉がいい例だ。あれは彼の圧あつ倒とう的な身体能力があってこそ、初めてその凶きよう悪あくさを発揮する。たとえレイズさんが〈孤高の氷狼〉を手にしたとしても、きっとそれほどの脅きよう威いにはならないだろう。

　そうして俺が剣けんを鞘さやに収めた次の瞬しゆん間かん──彼らは一斉にその場へ倒たおれ込んだ。多分、八咫烏の直後に全員の首を打ったことさえ、彼らは気付けていないだろう。

「まぁつまり、あなたたちは単純に──修しゆ業ぎよう不足ということです」

　こうして俺は、突然降ってきた火の粉を払はらいのけたのだった。








三：新勧と奇妙な集団






　レイズ＝ヴォルガンとの戦せん闘とうから一週間が経過した。

　授業中は魂こん装そうの修業。放課後はひたすら素す振ぶり。帰宅後は厳しい筋トレ──俺はそんな大変だけど、充じゆう実じつした毎日を送っていた。

（魂装の発現、その道のりはまだまだ遠いな……）

　アイツと何度も対峙しては、そのたびにこっぴどく負けている。

（でも、全く進歩がないわけじゃない）

　無敵と錯さつ覚かくしてしまうほどに強い奴やつが、ここ数日たまに俺の斬撃を避さけるようになった。

　だいたい、百回に一回ぐらいだろうか。

　自分でも「これはいい！」と思える斬撃を放てるようになった。

　そしてそのときに限り、奴は必ず回かい避ひ行動を取るのだ。

（おそらく「無傷では済まない」と判断してのことだろう）

　そう考えるだけで、自然と胸が高鳴った。

　これまで斬きれなかったものが、斬れるようになる。確かな成長の実感。この嬉うれしさはそう、時の世界で初めて空間を斬ったときと同じだ。

（このまま修業を積めば、いつかきっとアイツを打ち負かせるはずだ。そうすれば、俺も魂装を発現することができる……！）

　そんな希望に胸を膨ふくらませながら、寮りようの玄げん関かん口でリアを待つ。それから少しすれば、

「ごめんね、アレン。ちょっと寝ね坊ぼうしちゃった……っ」

　彼女は申し訳なさそうな表情を浮うかべ、早足で姿を現した。

「大だい丈じよう夫ぶ、時間はまだまだあるよ」

　一限の開始まで後十五分。この寮は千せん刃じん学がく院いんの中に位置するため、五分前に出れば間に合う。時間的には、まだかなり余裕があった。

「それより大丈夫か？　最近、少し寝苦しそうなんだけど……」

　魂装の授業を受け始めた頃ころからだろうか。リアは少し寝付きが悪くなっていた。一度眠ねむりに就いた後も、苦しそうな声を漏もらしたり、何度も寝返りを打ったりしている。すると、

「そ、その……あんまり寝顔は見ないで欲しいかなって……っ」

　彼女は顔を赤くして、俯うつむきがちにそう呟いた。

「あっ、いや、ご、ごめん……っ」

　年頃の女の子を相手に、今のは失言だったかもしれない……。

　それから次に何と言うべきか困っていると、

「へ、変な顔してなかった……？」

　リアはおそるおそるといった風に、そう問い掛かけてきた。

「それは大丈夫だ。いつも通り、とても綺き麗れいな寝顔だったぞ」

「き、綺麗……っ。あ、ありがとぅ……」

「あぁ、どういたしまして」

「……」

「……」

　リアが黙だまり込み、つられるようにして俺も口を閉とざす。なんとも言えない微び妙みような空気が場を支配し、時計の秒針がカチカチと時を刻む音が厭いやに大きく聞こえた。

（く、苦しい……っ。しかし、ここはこの空気を作り出した俺が、何とかしなくては……！）

（ど、どうしよう……。変な空気になっちゃった……!?）

　それから俺は、大きな声と勢いに任せて沈ちん黙もくを打ち破る。

「そ、そろそろ時間だな！　早いところＡ組へ行こうか！」

「え、えぇ……そうね！」

　リアが乗ってくれたこともあって、無事に膠こう着ちやく状じよう態たいを脱だつ出しゆつした。そうして俺たち二人は、妙に高いテンションを維い持じしたまま、一年Ａ組の教室へ向かったのだった。

　千刃学院の本校舎に到とう着ちやくするとそこでは、

「水泳部！　水泳部に入りませんかー！」

「剣術を極きわめたいそこの君、剣術部はいいぞ！」

「速く走ろう、陸上部！　新入生のみんな、陸上部に入って一いつ緒しよに『風』を感じよう！」

　競泳水着、道着、短パン──様々な衣い装しように身を包んだ先せん輩ぱいたちが、大量のビラを配り回っていた。

「な、何だこれ……？」

「部活動の勧かん誘ゆう、かしら……？」

　俺とリアが啞あ然ぜんとして、その異様な光景を眺ながめていると、

「おぉっ！　君、いい体してるね！　ぜひ柔じゆう道どう部に入らないか!?」

「わっ、綺麗な子！　うちのチアリーディング部はどう!?　可愛かわいい衣装がたっくさんあるわよ！」

「そこのお二人さん、山さん岳がく部はどうだ!?　険しい山を登った先にある景色は、何ものにも代えられんぞ！」

　あっという間にたくさんの先輩たちに囲まれ、大量のビラを渡わたされてしまった。

「わ、わわわっ!?　そ、その私は……!?」

「い、行こう、リア！」

　俺は彼女の手を引いて、本校舎の中へ駆かけ出した。

　どうやら校舎内での勧誘活動は禁止されているらしく、彼らは次のターゲットへ移った。

「ふぅ……」

「び、びっくりしたぁ……っ」

　いつの間にか俺の制服のポケットには、大量のビラがねじ込まれていた。リアの空いた左手にも、たくさんのビラを持たされている。

「あれって、勧誘だよな……？」

「多分、そうでしょうね……」

　俺たちはそんな話をしながら、ひとまず自分たちの教室へ向かう。一年Ａ組の教室に入るとそこには、疲つかれ切った同級生の姿があった。

「みんなも同じか……」

「どうやらそうみたいね……」

　この疲ひ弊へい具合から察するに、凄すさまじい勧誘にあったのだろう。

　それから俺とリアがいつもの席に着けば、斬ざん鉄てつ流りゆうの剣士テッサ＝バーモンドがゲッソリとした様子で話し掛けてきた。

「よう、アレン……。お前もやられたか？」

「あぁ。そういうテッサも、かなりやられたみたいだな……」

　彼の顔色は見るからに悪い。そして机の上にこんもりと載のせられたビラの量が、壮そう絶ぜつな被ひ害がいを物語っていた。

「へへ、凄すげぇだろう？　あのビラのほとんどは、柔道部のやつなんだぜ……？　なんでも俺の体つきは、柔道に向いているんだとさ……」

　テッサは自分の机を指差しながら、痛々しい笑え顔がおを見せた。

「あれは、マジでやばかったぜ。いきなり柔道着を着た汗あせだくの先輩十人に囲まれてよ。強きよう烈れつな男くささとその迫はく力りよくに、何度も意識を持っていかれそうになったんだ……」

「そ、それは大変だったな……」

　そんな状じよう況きよう、想像するだけでも地じ獄ごくだ。

　千刃学院をはじめとした五学院の新入生勧誘期間──通つう称しよう『新勧』は五月に開始される。これはレイア先生から、事前に告知されていた。なんでも四月一いつ杯ぱいは──入学直後の一か月は新入生が魂装の授業に集中できるよう、勧誘活動の一いつ切さいを禁止しているとのことだ。

「これから一週間。登校時と下校時、後は昼休みもだな。とにかく気の休まらねぇ毎日が続く……。お互たがい頑がん張ばろうな……」

　見るからにげっそりとしたテッサはそう言って、柔道部の広こう告こく塔とうと化した席へ座った。

「こ、これは大変だな……」

「五学院の新勧は凄すごいって、聞いたことはあったけど……。まさかこれほどとはね……」

　俺とリアがそんな話をしていると、後ろの扉とびらがカラカラカラと開かれ──そこからビラの塊かたまりがゆっくりと教室へ入ってきた。誰だれかわからないが、中々深刻な被害にあったようだ。

　ビラの塊はゆっくりとこちらへ近付き、俺の一つ前の席へ着いた。

「……ぷは」

　そこから顔を出したのは、芸術的な寝ね癖ぐせをこさえたローズだった。朝に弱い彼女のことだ。いつものようにフラフラと歩いていたら、あれよあれよという間にこうなったのだろう。

「おはよう、ローズ。そのビラ、けっこう大変だったみたいだな」

「多分、このクラスで一番もらっているんじゃないのかしら？」

　俺とリアが苦く笑しようしながらそう言うと、

「ん、ふわぁ……っ。…………おはよぅ」

　彼女はグッと体を伸ばしながら、可愛らしい欠伸あくびをした。どうやら強烈な眠気が、ビラの煩わずらわしさを凌りよう駕がしているらしい。

「……新勧、凄い勢いだな……。アレンとリアは、どの部へ入るんだ……？」

　ローズは目をごしごしと擦こすりながら、そんな話題を振ふった。

「実際のところ、まだ何も決まってないかな」

「私もまだまともな候補すら挙がってないわね……」

　学生生活の醍だい醐ご味みとして、一応どこかの部に所属したいとは思っているが……。正直、まだ決まっていない。名前の響ひびきからして、『剣けん術じゆつ部』が少し気になっているぐらいなものだ。

「そうか、よかった。実はまだ、私も決まっていない。もしよかったら、放課後一緒に見て回らないか？」

　ローズはそう言って、コテンと小首を傾かしげる。

「あぁ、もちろん構わないぞ」

「賛成、一緒に行きましょう！」

　こうして俺たちは、放課後一緒に各部活動を見て回ることになったのだった。




　　　　■




　一限から五限までレイア先生監かん督とくのもと、厳しい魂装の授業が実じつ施しされ──ようやく迎むかえた放課後。帰りのホームルームを終えた俺、リア、ローズは、一年Ａ組の教室で体を休めていた。

「ふぅ、今日もきつかったな……」

　俺が大きく息を吐はき出しながらポツリと呟つぶやけば、

「魂装の授業って肉体的にというより、精神的に疲れるのよね……」

「なんというか、気だるい感じがするな……」

　リアとローズはそう言って、水すい筒とうの水を口へ含ふくんだ。

　それから少しの間、俺たちは自分の席で休きゆう憩けいを取り──いい具合に疲ひ労ろうが抜ぬけてきたところで、ゆっくりと立ち上がる。

「よし、それじゃ部活動を見て回るとするか！」

「えぇ、そうしましょう！」

「あぁ、そろそろ頃ころ合あいだな」

　そうして俺たちは、Ａ組の教室を後にしたのだった。

　千刃学院の部活動については、三人ともほとんど何も知らなかったため一度全すべての部を回ることになった。まずは本校舎の真ん前で活動していたチアリーディング部。

「ゴーゴーレッツゴーッ！　千・刃・学・院！　ウィー・アー・ザ・ベスト・ナンバーワン！」

　お腹なかの底から出された力強い発声。一糸乱れぬ完かん璧ぺきなダンス。きっと凄い練習の結果なのだろう。思わず拍はく手しゆを送りたくなるほどのパフォーマンスだった。

　ただ一つ、とても気になったのが──『露ろ出しゆつ』の多さだ。彼女たちの衣装は、背中と生足を惜おしげもなく晒さらした非常に過激なもので……なんというか、凄く目のやり場に困った。

「ち、チア部はちょっとね……。その、衣装が……っ」

　さすがにあれを着るのは、恥はずかしいのだろう。リアは静かに首を横へ振った。

「そうか？　可愛らしいものだと思うが……」

　一方のローズは、衣装の露出についてあまり気にならないようだ。

（そう言えば、彼女の私服は少し派手だったな……）

　初めて剣けん武ぶ祭さいで会った時。上はお腹から胸の下部までが完全に露出した服を着て、下は黒のローライズホットパンツを穿はいていた。

（かなり露出の激しい姿だったから、あのときは目のやり場に困ったんだよな……）

　それから俺たちは、次に水泳部の見学へ向かった。

　二十五メートルのレーンが七つも並ぶ屋外プール。浅いところでは一メートル、深いところではなんと五メートルを超こえており、シュノーケリングや水の重みを利用したトレーニングなど様々な用よう途とに使用される──と入学時配られたパンフレットに書かれてあった。

「水泳か。昔、ゴザ村の川で竹たけ爺じいとよく競争したっけなぁ……」

　ゴザ村の近くには底が見えるほどに水の澄すんだ、とても大きい川がある。夏はよく村のみんなで泳いだものだ。そこにはおいしい魚もいて、たまに母さんと一緒に釣つりをしたこともあったっけか……。

　俺がそんな昔のことを思い出していると、

「水泳部……うん、楽しそうね！」

「あぁ、悪くなさそうだな」

　リアとローズは、そんな感想を口にした。どうやら好印象を受けたみたいだ。その後、水泳部の活動を見させてもらったところで、そろそろ次の部へ移ろうかという空気になった。

　こんな風にして様々な部活動を見学して回った俺たちは、いよいよ最後に本命の剣術部へ足を運んだ。

「す、凄い数だな……っ」

　剣術部の活動場所である体育館には、百名を超える部員が一心不乱に剣を振っていた。これは間ま違ちがいなく、今まで見た部活の中で一番の部員数を誇ほこっているだろう。

「「「せいっ！　せいっ！　せいっ！」」」

　彼らは決められた掛かけ声とリズムで同時に剣を振り、

「次、三連打ち！」

「「「はいっ！」」」

　中央の大おお太だい鼓こが打ち鳴らされれば、練習メニューが一いつ斉せいに変わる。

「こ、これはなんというか……」

「うーん、ちょっとね……」

「少し堅かた苦くるしいものがあるな……」

　ローズの言う通り、この剣術部には『堅苦しさ』があった。

（俺の理想とする剣術は、もっと自由で楽しいものなんだよな……）

　剣術部の練習だから、メニューとして決められているから『やる』のではない。自分がやりたいから、自分が強くなりたいから『やる』んだ。剣術に対する考え方や姿勢が、少し違っているような気がした。

「とりあえず、一度教室に戻もどろうか？」

　俺がそんな提案を口にすると、

「そうね。焦あせらず落ち着いて、ゆっくりと考えましょう」

「あぁ、そうしよう」

　二人はコクリと頷うなずいて、賛成してくれた。

　そうして全ての部活動を見学し終えた俺たちが、一年Ａ組へ引き返そうとしたそのとき、

「──あれ？　君、もしかしてアレンくんじゃないかぃ!?」

　突とつ然ぜん背後から声を掛けられた。俺がゆっくり振り向くと、

「あっ、やっぱりそうだ！　剣術部に興味持ってくれるなんて、嬉うれしいなぁ！　ねぇねぇ、うちの練習はどうだった？」

　大太鼓を叩たたいていた女生徒が、目を輝かがやかせながら走り寄ってきた。

「あっ、い、いえ……その……っ」

　さすがに面と向かって「なんか違うなと思いました」とは言えない。

「あっ、ごめん。自己紹しよう介かいがまだだったね！　私は剣術部の副部長──シルティ＝ローゼット、よろしくね！　アレン＝ロードルくん！」

　シルティ＝ローゼット。

　明るい茶ちや髪ぱつにショートヘアの快活な女生徒だ。クルリとした大きな丸い目。少し日焼けした健康的で張りのある肌はだ。チラリと見える八や重え歯ばからは、野性味のようなものが感じられた。

「一年Ａ組のアレン＝ロードルです。よろしくお願いします」

　そうして軽くお辞じ儀ぎをすると──シルティ先せん輩ぱいは俺の右手をギュッと握にぎってきた。

「わっ、凄すごい手だね！　どれくらい剣を振れば、こうなるの!?」

　マメが潰つぶれて硬かたくなった手を、彼女はキラキラとした目で見つめる。

「え、えーっと……五歳の頃ころから、ですかね」

「へぇ、だいたい私と一いつ緒しよだね！　でも、たった十年でここまでなるかなぁ……？」

「あ、あはは……っ。けっこう頑がん張ばったんですよ」

　正確には『十数億年と十年』だけど……。それを言い出すといろいろ面めん倒どうなことになるので、俺は曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かした。

「……うん、いい！　やっぱりいいよ、アレンくん！　ねぇ、これからちょっと時間ある？　よかったら、私と模も擬ぎ戦をしないかい？」

「す、すみません、ちょっと今日はこれから用事がありまして……」

　俺はこれからリアやローズと一緒に、どの部がよかったかを話し合わなければならない。せっかくのお誘さそいだが、今ここで模擬戦をするのは時間的に難しい。俺がそんな風にやんわりお断りを入れると、

「……ねぇねぇ、よかったら私と立ち会っていかない？」

　彼女は笑え顔がおのまま、さっきとほぼ同じ言葉を繰くり返した。

「いや、ですからその……今は時間の都合が──」

　もう少しはっきり断ろうとすれば、シルティ先輩はパチンと指を鳴らした。するとその瞬しゆん間かん、体育館の出入り口が剣術部の部員によって封ふう鎖さされてしまった。

「し、シルティ先輩……？」

「ごめんね、アレンくん。でも、絶対に逃にがさないよ？　君ほどの逸いつ材ざいは、そう簡単には見つからないからねぇ……！」

　彼女はそう言って、野性的で凶きよう悪あくな笑みを浮うかべた。

（はぁ……）

　俺は心の中で、ため息をつく。どうやらまた、面倒なことに巻き込まれてしまったようだ。




　　　　■




　俺が観念したようにため息をつくと、シルティ先輩は嬉しそうにニッコリと笑う。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　この立ち合いは魂装抜きにするからさ！」

「……それはどうも」

　俺が言いたいのは、そういうことじゃないんだけど……まぁいいか。

（うん、何事もポジティブに考えるようにしよう……）

　剣けん術じゆつ部の副部長と、剣を交える機会なんてそうあるものじゃない。

　きっとこれはいい経験になるだろう。

（それにシルティ先輩は、あまり人の話を聞かなさそうだしな……）

　手っ取り早くこの場をまとめるには、彼女と立ち合ってしまうのが一番だ。

「ねぇねぇ、私はこの道着でやるけど……アレンくんはどうする？　道着に着き替がえる？　それともそのままやる？」

「このままで結構ですよ」

　千刃学院の制服は伸しん縮しゆく性に優すぐれ、そこらの道着よりもむしろ動きやすい。彼女の問い掛けも、それを理解してのものだ。

「そっか。それじゃ、はいどーぞ！」

　彼女はそう言って、稽けい古こ用の木刀を一本こちらへ手て渡わたした。

「ありがとうございます」

　互たがいに準備が整ったところで、審しん判ぱんを務める生徒が声を上げる。

「これよりシルティ＝ローゼット対アレン＝ロードルの模擬戦を執とり行います！　両者、体育館の中央へ！」

　俺とシルティ先輩は、審判の言う通りに中央へ足を向けた。

「両者、準備はよろしいですね？　それでは──始め！」

　開始と同時、俺たちは共に正せい眼がんの構えを取る。そして、

「……」

「……」

　お互い黙だまり込んだまま、探さぐり合いの時間が訪おとずれた。

　俺はシルティ先輩の体付きや佇たたずまいから、彼女の『得意な剣』を分ぶん析せきしていく。

（道着の上からでもわかる発達した太もも……。おそらく敏びん捷しよう性はかなりのものだろう。『突つき』には注意する必要があるな……）

　そしてもう一点、気になるところがあった。

（……重心がやや後ろに流れている）

　おそらくシルティ先輩の剣は『守りの剣』だ。防ぼう御ぎよを主しゆ軸じくに置き、カウンターを狙ねらうものだろう。そうして大方の分析が終わったところで、軽く彼女へ声を掛けた。

「──先輩、来ないんですか？」

「ふふっ、後輩を相手に大人げなく攻せめ立てたりはしないよ。先手はアレンくんに譲ゆずってあげようじゃないか」

「そうですか。では、お言葉に甘えさせてもらいます。一の太た刀ち──飛ひ影えいッ！」

　俺は間合いを詰つめず、遠えん距きよ離りから一方的に攻こう撃げきできる『飛ぶ斬ざん撃げき』を放った。それを見た彼女は不敵に笑う。

「それなら対策済みさ！」

　おそらく大だい五ご聖せい祭さいで、俺の戦いを見ていたのだろう。シルティ先輩は落ち着いて、迫せまり来る飛影を斬きり伏ふせた。しかしそれは、想定の範はん囲い内だ。

「──目くらましですよ」

「っ!?」

　俺は飛影に自分の姿を隠かくしたまま接近し、彼女の背後を取った。

「八の太刀───八や咫た烏がらすッ！」

「え、円えん心しん流りゆう──風の円ッ！」

　シルティ先輩は、円を描えがくように木刀を回転させて──襲おそい掛かる八つの斬撃を防ぎ切る。棒術を思わせるその動きは、とても洗練されていた。

「ちょっとビックリしたけど……甘い、甘過ぎる！　その程度の攻めじゃ、私の円心流は破れないよ！」

「どうやら、そのようですね……」

　円心流……凄いな。まさかあの不利な体勢から、完かん璧ぺきに切り返されるとは思わなかった。きっと『守り』が得意な流派なんだろう。

（少し、面おも白しろくなってきたぞ……！）

　これまで俺が戦ってきたのは、ドドリエルやシドーさんのような『攻めの剣けん』を得意とする相手ばかりだ。シルティ先輩のような『守りの剣』を相手にするのは、これが初めてかもしれない。

「それでは、俺も本ほん腰ごしを入れて行きますね……！」

「ふふっ、かかってきたまえ！」

　それから俺は、一足で互いの距きよ離りを詰め──あえて『素の斬撃』で攻撃をしかけた。流派の技わざは使わない。袈け裟さ切り・唐から竹たけ・切り上げ・切り下ろし・突き──基本的な剣術のみで攻め立てた。

（円心流に八咫烏のような『同時の斬撃』が通じないのは、さっきの一幕で明らかだ……）

　きっとまた『風の円』によって防がれてしまうだろう。

　それならば、より速く、より重く、より鋭するどく。研とぎ澄すまされた一撃を連続で繰り出せばいい……！

「ハァアアアアアアアア……ッ！」

「わっ!?　ちょ、速っ、待っ……!?」

　連撃に次ぐ連撃で、少しずつ先輩の構えを乱していく。

　そうして一瞬の隙すきが生まれたところへ、

「──そこだ！」

　狙い澄ました突きを繰り出した。しかし、

「ひゃ……っ!?　あ、危な……!?」

　すんでのところで、彼女の木刀に防がれてしまった。

（くそ、今のは惜おしかったな……っ）

　もし俺の突きが後コンマ一秒早ければ、きっと彼女の肩かたを射い抜ぬけただろう。

（だけど、次は行ける。次なら──崩くずせる！）

　そうして俺が前ぜん傾けい姿勢を取れば、シルティ先輩から「待った」が掛かかった。

「ちょ、ちょっとアレンくん……!?　もしかしてあのときは、手を抜いていたの……!?」

　おそらく、シドーさんと戦ったときのことを言っているのだろう。

「いいえ、俺はいつでも全力ですよ」

　剣士の勝負は真剣勝負。当然ながら、手を抜くことはない。

「ほ、本当に……？　前に見たときより、かなり速くなっている気がするんだけど……!?」

「そうですか？　それは嬉うれしいですね」

　自分の成長を認められるのは、素す直なおにとても嬉しい。もっと頑張ろうという気持ちが湧わいてくる。

「さて。あまり時間もありませんので……そろそろ行きますよ？」

「……っ」

　俺が半歩前ににじり寄ると──彼女は重心を落とし、完全防御態勢を取った。

（……ありがたいな）

　あそこまで守り重視の構えなら、もはやカウンターを警けい戒かいする必要はない。つまり、これまで以上に攻めに集中できるというわけだ！

「──ハァッ！」

　踏ふみ込みと同時に切り下ろしを放てば、

「くぅ……っ」

　シルティ先輩はしっかりと木刀で受け止めた。その後、カウンターの脅きよう威いがなくなった俺は、今まで以上に前へ前へと攻め立てた。

「はぁああああ……ッ！」

「ちょ、ちょっと待った……！　ま、待った待った待ったぁ!?」

　彼女は何度もそう言いながら、必死に俺の剣を捌さばく。

「なんでしょうか？」

　攻め手を一いつ切さい緩ゆるめず、一応の返答をしておく。

「ちょ、ちょっと待って！　お願いだから、ちょっとだけ考える時間を……作戦タイムをちょうだい!?」

「さ、作戦タイム……ですか？」

　もしも決けつ闘とうならば、そんな馬ば鹿かな話は一いつ蹴しゆうするところだけど……。

　これはただの模も擬ぎ戦だし、まぁいいか。

「はぁ、わかりました……。ちょっとだけですよ……？」

「あ、ありがとう……！　感謝するよ、アレンくん！」

　シルティ先せん輩ぱいは一歩二歩三歩と跳とび下がり、俺との距離を取った。

　だがそれは──最悪の判断だった。

「あっ、先輩そこは……！」

　彼女が移動した先にあったのは、

「えっ……へばっ!?」

　打ち合いの最中に仕込んでいた、二の太刀朧おぼろ月づき。そのうちの一つが、シルティ先輩の後頭部を正確に射抜いた。

　意識の外から痛烈な一撃クリーンヒツトを食くらった彼女は、

「は、ぅ……？」

　白目を剝むいて気絶してしまった。

（な、なんて運の悪い人なんだ……）

　この広い体育館に仕込んだ朧月は──たったの三つ。

（わざわざそこへ向かって、跳び下がらなくてもいいのに……）

　俺が呆ぼう然ぜんとしながら、意識を失った先輩を見ていると、

「ふ、副部長!?　いったい何があったんですか!?」

「……斬撃だ！　よく見ろ、他ほかにも仕込まれてるぞ!?」

「くっ、担たん架かだ……急げ！」

　剣術部の部員たちが、慌あわてて担架を運んできた。

「しょ、勝者！　アレン＝ロードル！」

　体育館が騒そう然ぜんとなる中、審判は模擬戦の結果を高らかに宣言する。

「とりあえず、教室に戻もどろうか？」

「そ、そうね。今のは……なかったことにしましょう」

「アレン、いろいろと災難だった……」

　そうして俺たちは、シルティ先輩が保健室へ運ばれていくのを横目にしながら、一年Ａ組の教室へ向かうのだった。
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「ふぅ……」

　教室に戻った俺は、ようやく一息つくことができた。

「おつかれさま、本当に大変だったね」

「まさかあれほど強ごう引いんに模擬戦を迫ってくるとはな……」

「あはは、そうだな。でも、いい経験にはなったよ」

『守りの剣けん』の崩し方、なんとなくだけど摑つかめたような気がする。

　そんな風にちょっとした小話を挟はさんだ後は、いよいよ本題へ──どこの部へ入るかという話に移っていく。

「それで、アレンはどこにするか決めた？」

「ぜひ聞かせてほしいな」

　リアとローズはそう言って、ジッとこちらを見つめた。

「そうだな……」

　これまで見て回った部活動をゆっくり思い返していき、

「……俺はどこにも入らないかな」

　一つの決断を下した。

「それは……無所属ってことかしら？」

　リアは小首を傾かしげて、そう問い掛けてきた。

「あぁ、別に無理して入る必要もないと思ってさ」

　学生生活の醍だい醐ご味みとして、部活動を体験してみたかったけど……。

　残念ながら「これだ！」としっくりくるところがなかった。

（唯ゆい一いつ気になっていた剣術部も、なんだかちょっと違ちがったしな……）

　それならばいっそのこと、無所属でもいいかなと思ったのだ。

「そっか……」

「それは残念だ……」

　どういうわけか、リアとローズは二人して肩を落とした。

「……」

「……」

「……」

　二人が暗い顔をして黙だまり込んだため、なんとも言えない微び妙みような沈ちん黙もくが下りた。

（えっと……。これは、俺が悪いのか？）

　この居い心ごこ地ちの悪い沈黙を破るべく、新たな話題を考えていると、

「……そうだ！　それならいっそのこと、新しく部を立ち上げるのはどうかしら!?」

「リア、それはいいアイディアだぞ！」

　突とつ然ぜん彼女はとんでもないことを提案し、ローズがすぐに賛同した。

「ぶ、部を立ち上げる……？」

「そうよ！　アレンがしたいことって、どうせ素す振ぶりでしょう？」

「ま、まぁそうだけど……」

　間違ってはいない、間違ってはいないが……。その言い方だと、まるで俺が素振りにしか興味がないみたいじゃないか……。

「だったら、素振りをする部活を立ち上げればいいのよ！」

　リアは「名案でしょ？」と言いたげに人差し指をピンと立てた。

「部として認められれば、学校の敷しき地ちをある程度自由に使えるし、部費ももらえるわ！」

「なるほど……。敷地を自由に、か……」

　部費については正直どうでもいいけど、学校の敷地をある程度自由に使えるというのは非常に魅み力りよく的だ。

（申しん請せいを出せば、プールを使えたりもするんだろうか？）

　水の抵てい抗こうを受けながら剣を振ったり、体を鍛きたえたり──修しゆ業ぎようの幅はばが広がることは間違いない。

「確かに、それはありかもしれないな……」

「でしょでしょ？　もちろん私も入らせてもらうわ！」

「私も付き合うぞ」

「いいのか？　本当にただただ素振りをするだけだぞ？」

「えぇ、構わないわ！（やった！　これでアレンと一いつ緒しよにいる口実ができたわ……！　しかも、三年間！）」

「あぁ、むしろ望むところだ！（よし、これでアレンの真横で剣術を学べるぞ……！　しかも、三年間！）」

　リアとローズは目を輝かがやかせながら、首を縦に振ってくれた。どうやら二人とも、かなり『素振り欲』に飢うえていたらしい。なんだか仲間を見つけたような気がして、とても嬉しかった。

「そうと決まれば早さつ速そく、手続きに入りましょう！」

「善は急げ、というやつだ！」

　二人はそう言って教室を飛び出し──わずか三分後に戻ってきた。

「やったわ、アレン！　レイアが顧こ問もんになってくれるって！」

　リアの右手には『部活動設立申請用紙』が握にぎられており、

「部として認められるために必要な人数は最低三人。ぴったりだな」

　ローズの左手には『部活動総則』という冊子が収まっていた。

「そ、そうか……ありがとな」

　俺が何もしないうちに、話は勝手にどんどん進んでいく。

　それからリアは部活動設立申請用紙に必要事じ項こうを記入していき、ローズは部活動総則を読み込んでいった。

「──さて、これでよしっと。後は、部活の名前を決めるだけね。アレン、どんなのにする？」

「これは部長のアレンが決めてもらいたいな」

　いつの間にか、俺は部長になっていたようだ。

「そうだな……シンプルに『素振り部』なんてどうだ？」

　活動内容を明確に表した、これ以上ないほどわかりやすい名前だ。

「素振り部ね……。うん、いいと思うわ！」

「異存はない。わかりやすさは大切だ」

　そうして創部に向けての作業を進めていると──部活動を見て回っていたＡ組のみんなが、ぞろぞろとこの教室へ戻ってきた。

「おっ、なにしてんだアレン？」

「素振り部……？　なんだ、部を立ち上げんのか？」

「なにぃ、アレンが部活動を……!?　だったら、俺は入るぜ！」

「わ、私も入る！」

「ねぇねぇ、アレン。私、水泳部に入るつもりなんだけど……兼けん部ってありかな？」

　その後、兼部もオーケーにした結果、なんとＡ組全員が素振り部へ加入した。

　こうして俺が部長を務める素振り部は、創部直後にして部員総数三十人という異例の規模を誇ほこり、『校庭の隅すみで毎日黙もく々もくと剣を振り続ける奇き妙みような集団』として、学院中に認にん知ちされていくのだった。
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　今日も今日とて厳しい魂装の授業を乗り切った俺は、Ａ組の教室で帰りのホームルームを受けていた。教きよう壇だんに立つレイア先生は、いつものように簡単な挨あい拶さつと連れん絡らく事項を伝えていく。

「──ふむ、今日はこんなところかな？　っと、そう言えば来週は『部費戦争』だったな。出場する生徒は、ほどほどに頑がん張ばるように！」

「「「はいっ！」」」

「それじゃ今日はここまでだ、解散！」

　彼女はそう言って、教室を後にした。

「……部費戦争？」

　みんなは知っているようだったけど……。千刃学院や五学院について詳くわしくない俺には、なんのことかさっぱりだった。

（そんなのパンフレットに書いてあったっけ……？）

　そんなことを考えながら荷物をまとめていると、

「アレン、ついに来たわよ……部費戦争が！」

「これは熱いぞ……！」

　リアとローズが興奮気味に詰つめ寄ってきた。

「悪い。その部費戦争っていうのをよく知らないんだけど……？」

「えっ、ほんとに!?」

「五学院名物、部費戦争。それなりに有名なイベントだぞ？」

「め、名物なのか……。ちょっと詳しく教えてくれないか？」

　リアはコクリと頷うなずき、話を聞かせてくれた。

「部費戦争は、部員総数が十名を超こえる部に参加が義務付けられた──戦争よ！」

　戦争とはこれまた大おお袈げ裟さだな……。

「各部は選えりすぐりの三人を選せん抜ばつし、学院の頂点を──多額の部費を目指すの！　対戦形式はもちろん一対一の真剣勝負よ！」

「な、なるほど……」

　つまり、活動資金である『部費』を巡めぐった真剣勝負のようだ。

「これを見てくれ」

　ローズはそう言って、『部費戦争実じつ施し要項』と書かれた紙の束を取り出した。そこには部費戦争についての詳しよう細さいなルールと、順位ごとに与あたえられる部費の倍率が記されている。

　十六位以下は一律に一倍。ベストエイトが四倍で、四位が八倍。三位が十六倍で二位が三十二倍で……一位が六十四倍となっていた。

「十六位以下と一位で六十四倍の差か……。確かに、これは大きいな」

「その通りだ。もしも剣術部のような大所帯が十六位を下回れば、悲ひ惨さんな状じよう況きように陥おちいるだろう」

「まぁそうだろうな……」

　木刀や防具といった備品代。治ち療りよう薬や包帯のような消しよう耗もう品代。それに旅費や交通費などなど。その全すべてを部費で賄まかなうためには、それなりの高順位を目指す必要がありそうだ。

　すると今度はリアが説明を続けてくれた。

「それで部費戦争に出場する三人には、必ず一年生を含ふくまなければいけないの。極きよく端たんに構成人数の少ない『生徒会執しつ行こう部ぶ』だけは、この制限を受けないんだけれど……。あそこは例外ね。まぁつまり──今日までの壮そう絶ぜつな勧かん誘ゆうは、全てこの部費戦争のためといっても過言ではないわ！」

「なるほどな、それであんなに先せん輩ぱいたちは必死だったのか……」

　彼らが目の色を変えて一年生を勧誘していた理由が、ここにきてようやくわかった。

　それから俺は、部費戦争実施要項をパラパラと流し読みしてみた。すると、二つほど気になるルールを見つけた。

（『一年生の出場する試合においては魂装の使用を禁ずる』、か……）

　魂装をまだ発現していない一年生にもチャンスがあるよう、そのあたりについては配はい慮りよがなされているようだ。

　それに今回は『勝ち抜ぬき方式』ではないらしい。先せん鋒ぽう・中ちゆう堅けん・大将に分かれるところまでは、大五聖祭と同じだ。しかし、初戦で勝利した先鋒が、次戦で相手の中堅と戦うことはできない。

　先鋒が戦うのは、あくまで先鋒戦一回のみ。次の中堅戦はお互たがいの中堅同士が戦い、最後の大将戦も大将同士が戦う。合計三戦のうち、先に二勝を挙げた部が勝利という単純明快なルールだ。

「でも、そこまでの部費が必要か？　俺たち、素振り部だぞ？」

　素振り部の活動に必要なものと言えば……健康な体と剣ぐらいだ。正直、そんなにたくさんの部費がいるとは思えない。というか、部費そのものの必要性すら疑わしい。

「部費はたくさんあった方が便利よ？　例えば……敷地の使用権を購こう入にゆうできたりとか！」

「敷地の使用権……？」

「えぇ。水泳部や剣術部と交こう渉しようして、一定額の部費と引き換かえにプールや体育館を貸してもらえたりできるのよ？」

「へぇ、それは便利だな！」

　どうやら部費には、たくさんの使い道があるらしい。

　それから俺たちは、出場選手を決めるために他の部員と──クラスのみんなと話そうとした。しかし、テッサをはじめとしたＡ組の多くは、既すでに他の部の出場選手として登録されていた。

（まぁ、普ふ通つうに考えれば当然のことだよな……）

　千刃学院のクラス分けは、成績の上位順にＡ組からＦ組へと振り分けられていく。そして部費戦争は、必ず一年生を出場させなければならない。

　さらに一年生が出場する試合では、魂装の使用が禁止されるときたら──純じゆん粋すいな剣術で最高評価を受けたＡ組の生徒は、まず間ま違ちがいなく出場選手として登録されるだろう。

　結果、素す振ぶり部の出場選手は、俺・リア・ローズの三人に決定した。

「なんか、いつもの感じになったな」

「ふふっ、優勝目指して頑張りましょう！」

「当然、狙ねらうは優勝のみだな！」




　　　　■




　一週間後、ついに部費戦争が開かい催さいされた。

　会場は千刃学院の地下大演習場。中央に置かれた正方形の舞ぶ台たいとそれをグルリと囲うような観客席。入学初日にリアと剣を交えたあの場所だ。

　観客席には既に多くの生徒が詰め掛かけ、会場全体は凄すさまじい熱気に包まれている。

（しかし……まさか、ここまで来てしまうとは）

　初戦の山さん岳がく部。第二戦のチアリーディング部。第三戦のアームレスリング部。第四戦の柔じゆう道どう部。並み居る部を退けて、俺たち素振り部はなんと決勝戦へ駒こまを進めていた。

「素振り部、大躍やく進しんね！」

「初うい陣じんにしては、中々いい出だしだな」

　リアとローズはそう言って、トーナメント表を見上げた。

「さ、さすがだな……」

　この決勝の場に至るまで、俺はたったの一度も戦っていない。

　先鋒のリアと中堅のローズが確実に二勝をもぎ取るため、ここまで全てストレート勝ちを決め続けているのだ。

（出場選手が全て一年生で構成されるチームなんて、誰だれも想像していなかったんだろうな……）

　一年生の出場する試合においては魂装の使用を禁ずる。

　このルールによって魂装を封ふうじられた先輩たちは、思い通りの試合ができずに一人また一人と敗れていったのだ。

「──さて、それではこれより決勝戦を開始します！　既にご存知かとは思われますが、念のために決勝戦の『特別ルール』を今一度ご紹しよう介かいします！」

　実況を務める女生徒が、よく通る大きな声でアナウンスを始めた。

「これまでは先鋒戦・中堅戦で二連勝──つまり『ストレート勝ち』となった試合においては、大将戦を実じつ施ししておりませんでした。しかし、この決勝戦に限っては、先の二戦で勝敗が決まった場合でも大将戦を行います！　全生徒の模も範はんとなるような、剣術と剣術の頂上決戦をお見せくださいませ！」

　彼女は一呼吸を置いてから、再び大きな声を張り上げた。

「それでは早さつ速そく、各部の選手紹介へ移りましょう！　校庭の一画で剣けんを振ふり続ける変人集団！　今年度の部費戦争におけるダークホース──素振り部の入場です！　先鋒『黒こく白びやくの王女』、リア＝ヴェステリア！　中堅『賞金稼かせぎ』、ローズ＝バレンシア！　大将『千刃学院一番の問題児』、アレン＝ロードル！」

（へ、『変人集団』か……。ひどい紹介のされ方だな……）

　それに俺の二つ名、なんかいろいろとおかしくないか……？

　そんなことを思いながら、俺たち三人が舞台へ上がると、

「頑張れー！　アレン、リア、ローズ！」

「負けるなー！　あたしたちがついてるよー！」

「ここまで来たら、優勝しかねぇぜ！」

　観客席の一画から、心強い声せい援えんが送られた。そこへ目を向ければ、Ａ組のみんなが大きく手を振ってくれていた。

「それに対するは、千刃学院の影かげの支配者──生徒会執行部！　先鋒は書記リリム＝ツオリーネ！　中堅は会計ティリス＝マグダロート！　そして大将はもちろん我らが生徒会長シィ＝アークストリア！　えーっと、手元の情報によりますと……。あの副会長は現在『罰ばつゲーム』で出国中のため、部費戦争は欠場するそうです！」

　対戦相手は全員が女子生徒、学院内で何度か見たことがある顔だった。俺の記き憶おくが正しければ、確か全員二年生だったはずだ。生徒会執行部は構成人がわずか四人ということもあり、例外的に一年生縛しばりがない──そう、部費戦争実施要項に書かれてあった。

（それにしても、副会長は罰ゲームで出国中？）

　いったいどんな過か酷こくな罰ゲームなんだろうか……。

「さて、それではこれより！　第一戦──先鋒戦を開始致いたします！」

　こうして決勝戦、素振り部対生徒会執行部の戦いが始まった。
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　その後、先鋒戦と中堅戦が行われたが……結果は惜せき敗はいだった。

「……強いな」

　書記のリリム＝ツオリーネ、会計のティリス＝マグダロート。

　ここまで無敗を誇ほこったリアとローズは接戦の末、後一歩及およばずに敗れてしまったのだ。

「ご、ごめんね、アレン……」

「くっ、すまない……。不覚を取ってしまった……っ」

　二人は肩かたを落とし、申し訳なさそうな表情でポツリと呟つぶやいた。

「気にするな。二人に大きな怪け我ががなくて何よりだよ」

　リアとローズにそう声を掛けた後、チラリと背後を振り返る。

「──さっすがリリムにティリス！　これで生徒会執行部うちの優勝は決定ね！」

「まぁ、当然の結果だな！」

「いや、予想以上に強かったんですけど？　本当にアレで一年生？　年ねん齢れい詐さ称しようを疑ってしまうんですけど……」

　生徒会の面々は、嬉うれしそうにハイタッチを交かわしていた。

「──さて、生徒会執行部は二連勝により、素振り部の敗北は決定しておりますが、先ほどもお伝えしたようにこれは『決勝戦』！　大将戦まで、きっちりとやり切ります！」

　実況がアナウンスを再開し、観客のボルテージが一気に上がった。

「それでは早速参りましょう！　素振り部が大将！　大五聖祭において氷ひよう王おう学がく院いんの天才剣士を圧あつ倒とうしたが、素行不良により失格＆停学処分！　千刃学院一番の問題児──アレン＝ロードル！」

　うん……何も間違っていない。全て噓うそ偽いつわりのない正しい情報なんだけど、かなり悪意のある紹介だった。

「それに対するは、二年生にして会長の座を射止めた超ちよう天才剣士！　生徒会執行部が会長──シィ＝アークストリア！」

　シィ＝アークストリア。

　背まで伸のびた長くて美しい黒い髪かみ。雪のように白い肌はだ。大きくて柔やわらかい目。身長は百六十二、三センチほどだろう。とても可愛かわいらしい顔をした、何だか『お姉さん』といった感じの人だった。

「ふふっ。お手柔らかにね。アレンくん？」

　彼女はそう言いながら、スッと右手を差し出した。

「こちらこそお手柔らかにお願いしますね、会長」

　俺はその手を取り、しっかりと握あく手しゆを交わす。

（あのリアとローズを倒たおした生徒会執行部の長おさ……）

　間違いなく格上の相手だ。胸を借りるつもりでいこう。

　俺たちが舞台の中央に並び立ったところで実況が口を開く。

「両者、準備はよろしいですね？　それでは大将戦──開始！」

　合図と同時に、俺は一気に仕掛けた。

「一の太た刀ち──飛影ッ！」

　大きな斬ざん撃げきを飛ばし、その背後に隠かくれて一気に距きよ離りを詰つめる。

　初見では対応の難しい、俺の得意戦術の一つだ。

「視界を遮さえぎるような技わざは、目くらましには最適よね？」

「っ!?」

　会長は冷静に飛影を受け流し、その背後に隠れる俺をしっかりと見み据すえていた。

（よ、読まれた……!?）

「う、雲うん影えい流りゆう──うろこ雲ッ！」

　俺は咄とつ嗟さの判断で四つの斬撃を同時に放つ。誤ご魔ま化かしの一手だ。

「あら、四つじゃ全然足りないわよ？」

　彼女は二つの斬撃を華か麗れいに回かい避ひしつつ、残りを容易たやすく剣で防いだ。落ち着き・動体視力・剣術──全すべてが高水準にまとまっている。

（……強いな。シドーさんとは真逆の『巧うまい強さ』だ……っ）

　この感じだと、生半可な攻こう撃げきは全く通用しないだろう。

「さすがですね……。では、この技はどうでしょうか……？　桜おう華か一いつ刀とう流りゆう奥おう義ぎ───鏡きよう桜おう斬ざんッ！」

　鏡合わせのように左右から四撃ずつ、合計八つの斬撃が牙きばを剝むく。

「わぁ、綺き麗れい！　──でも、まだ足りないわ」

　彼女は流派の技を使うことすらなく、八つの斬撃を一いつ閃せんのもとに切り払はらった。

（す、すごい……っ）

　まさか八咫烏がここまで完かん璧ぺきに捌さばかれるとは、予想だにしていなかった。単純な技量ならば、間違いなく彼女の方が遥はるかに上だ。

（だけど、俺にはまだアレがある……っ）

　時の世界を切り裂さき、ドドリエルの〈影の支配者シヤドウ・ルーラー〉を打ち破ったあの必殺の一撃が……！

「五の太刀──断だん界かいッ！」

　世界をも断たち斬きる最強の斬撃は、

「わっ、凄すごい一撃……！」

　余よ裕ゆうを持ってヒラリと躱かわされてしまった。

「……っ!?」

「でも、ちょっと一ひと振ふりに時間をかけ過ぎかな？　たとえどんなに凄い斬撃でも、当たらなければどうということないわ」

　いとも容易く、断界の弱点を見破られた。彼女の言う通り、威い力りよくこそ最高クラスの断界だが……技の出が遅おそいという弱点があった。

（……もはや言葉がないな）

　褒ほめる言葉が見つからないほど、その剣術は研とぎ澄すまされていた。

「ふふっ、おいでアレンくん？」

　彼女はまるで小さな子供を誘さそうように、優やさしい笑え顔がおを浮うかべた。

「う、うぉおおおお……っ！」

　それから俺は何度も何度も斬り掛かかった。しかし、避さけられ、いなされ、受け流され──どれ一つとして会長を捉とらえることはなかった。

　これまで磨みがいてきた剣術がまるで通用しない。剣術の高み、『技量の粋すい』というのをまざまざと見せつけられた。

　それがどうしようもなく──楽しかった。

（ふっ、はは、あはははは……っ！）

　自分がまだまだ未熟だと知るのが、楽しい。

　自由に力いっぱい剣を振ふれるのが、楽しい。

　斬っても斬っても斬れない相手と戦うのが、楽しい。

（あぁ、本当に楽しい……。本当に──楽しいな[image: ぁ゛]！）

　その瞬しゆん間かん、ほんの一瞬だけ──凄すさまじい力が全身を駆かけ巡めぐった。

「ら[image: ぁ゛]っ！」

「……えっ？」

　刹せつ那な、自分が放ったとは思えないような凄まじい一撃が世界を斬り裂いた。

　彼女の剣は偶ぐう然ぜんにもその一撃を受け流したが……あまりに馬ば鹿かげた威力に耐たえ切れず、ポッキリと半分に折れてしまった。

「「……っ!?」」

　俺と会長は同時に息を吞のむ。驚きよう異い的な威力を誇った、なんの変へん哲てつもないただの横斬り。

（い、今一瞬だけ、アイツが出てこなかった、か……？）

　自分の胸に手を当ててみたけど、霊れい晶しよう剣けんを持ったときのような魂たましいの高ぶりは感じられない。

（き、気のせいか……？）

　俺が顔をあげるとそこには、呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ会長の姿があった。その手には、刀身の折れた剣けんが握にぎられている。

「その……どうしますか？」

　個人的には新しい剣を取って、もう一度立ち合ってもらいたいところだが……。

「……っ」

　彼女は一瞬だけ俺をキッと睨にらみ付け、静かに首を横に振ふった。

「あんなの無理よ……。降参するわ……っ」

　その直後、

「シィ＝アークストリア、棄き権けん！　よって勝者、アレン＝ロードル！」

　審しん判ぱんが勝敗を高らかに宣言し、会場中が騒そう然ぜんとなった。

「まさかここまでの力を隠し持っていたのか、アレン＝ロードル選手！　大波乱！　ダークホース！　大金星！　あの生徒会長シィ＝アークストリアが敗れました!?」

　実じつ況きよう解説の煽あおりを受けて、会場中は大盛り上がりを見せた。

　こうして部費戦争は一位生徒会執しつ行こう部ぶ、二位素す振ぶり部、三位柔じゆう道どう部という結果で幕を閉じた。創部初年度にして部費戦争で二位という輝かがやかしい結果を残した素振り部には、先せん輩ぱいや同級生からたくさんの拍はく手しゆが送られた。

　こんな風にみんなから祝福されたことがなかった俺は、素直にとても嬉しかった。

（ただ一つ、どうしても気になるのが……）

　つい先ほど俺に敗れた会長が、ブスッとした表情でジッとこちらを見つめていることだ。

（はぁ……。頼たのむから、面めん倒どうなことは起きてくれるなよ……）

　心の中で大きなため息をつきながら──彼女の鋭するどい視線に対して、知らんふりを決め込むのだった。
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　部費戦争の翌日。午前の授業を終えた俺が、いつものようにリアやローズと一いつ緒しよにお昼ごはんを食べていると──院内放送が流れた。

「一年Ａ組アレン＝ロードルくん、大至急生徒会室まで来てください。繰くり返します。一年Ａ組──」

　その声は間ま違ちがいなく、つい昨日戦ったばかりの会長の声だった。

　碌ろくな用件じゃないことは、火を見るよりも明らかだが……。わざわざ放送を使ってまで呼び出されたものを無視するわけにはいかない。

　俺は重たい足を引きずって、仕方なく生徒会室へ向かった。




　　　　■




　そして現在、

「ねぇ、アレンくん」

「……なんでしょうか、会長」

　生徒会室に足を運んだ俺は、気味が悪いほどニコニコとした彼女から質問攻めを受けていた。部屋の中にいるのは俺と会長、それから書記のリリム先輩と会計のティリス先輩の四人。リリム先輩は剣の手入れをしており、ティリス先輩はお菓か子しを食べながら、ファッション誌を読みふけっている。二人とも会長の暴走を止めるつもりはないらしい。

「昨日のアレは、なにかしら？」

　彼女は立派な椅い子すに腰こし掛けながら、机一つ挟はさんで立つ俺にそう問い掛けた。

「……アレとはいったい何のことでしょうか？」

「ふーん、とぼけるんだ……？　じゃあ質問を変えましょうか。──明らかに最初、手を抜ぬいてたよね？」

「いえ、そんなことはありませんよ」

　昨日の大将戦、俺は最初から最後まで全力で戦った。

「噓うそ！　それじゃ、あの一撃は何だったの!?　私の剣を叩たたき折ったアレは何だったの!?」

　彼女はバンと机を叩いて立ち上がり、矢や継つぎ早に質問を投げた。

「いや、それはその……」

　正直、アレが何だったのかは今でもわからない。

（多分だけど、アイツは関係ない……）

　体を乗っ取られるときの奇き妙みような感覚とは、また少し違う。

　何より魂の高ぶりを全くと言っていいほど感じなかった。

「追い詰められてからの大逆転劇──さぞ気持ちよかったでしょうね？　私は赤あかっ恥ぱじをかかせられちゃったんですけど！」

「そ、そう言われましても……」

　いかにも『お姉さん』然とした外見と空気を発しながら、中身は少し子どもっぽいところがあるようだ。

　会長はムスくれた顔をしながら、どっかりと椅子に座る。

「……ねぇ、女の子いじめて楽しい？」

「い、いえ、そういうつもりはないんですけど……」

「……」

「……」

　彼女は途と端たんに黙だまり込む。そんなジト目で睨まれても困るんだが……。

「……そう。謝る気はないのね」

　どうやら今の時間は、俺からの謝罪を待っていたようだ。

　はっきり口にしてくれないと、さすがにわからない。

「そんな頑がん固こ者なアレンくんには──勝負を受けてもらいます」

「勝負ですか？」

　俺がそう聞き返すと、

「どぅるるるるるるるるるるるる──デデン！」

　突とつ然ぜん下手なドラムロールを口にした会長は、机の引き出しから一組のトランプを取り出した。

「え、えーっと……トランプで勝負、ということですか？」

「その通り！　アレンくんは『ポーカー』って知っているかしら？」

「一応、ルールぐらいは……」

「そう、それならよかった」

　彼女はさらに二十枚のコインを取り出し──半分の十枚をこちらに手て渡わたした。

「これは……？」

「ふふっ、それは『ライフ』よ」

　彼女は妖あやしい笑みを浮かべ、説明を始める。

「これから私とアレンくんは、このライフを賭かけたポーカーをします。ルールはとても簡単だから、サラッと聞き流しても大だい丈じよう夫ぶよ」

　そうして彼女は話を進めていく。

「まず最初にお互たがい一つずつライフを賭けるの。それから五枚のカードを引いて、最初のベットタイムよ。追加でライフを賭けるもよし、そのままの数でもよし。──でも、相手が追加でライフを賭けた場合は、同じ数のライフを賭けないとダメよ」

　特段珍めずらしいところもない。よくあるポーカーの流れだ。

「それから一度だけカードを交こう換かんして、最後のベットタイム。いい役やくだったら追加でライフを賭けてもよし、反対に悪い役だったら降りてもよし」

「降りた場合はどうなるんですか？」

「それまでに賭けたライフの半分を失うわ。端は数すうは切り上げね。二人とも降りなかった場合は、お互いに手札をオープンして──『より強い役』を持ってた方の勝ち。勝者はその試合に賭けられた全てのライフを手にするわ」

　そうして大まかなルール説明を終えた会長は、

「まぁ簡単に言うと──普ふ通つうにポーカーをして、先にライフがゼロになった方が負けよ」

　最後に短くそうまとめた。

「なるほど、わかりました」

　ルールに目立ったところはない。どこにでもあるごく普通のポーカーだ。

（よし、適当なところで負けようかな……）

　ここで下手に勝てば、またこういう面倒くさいことに巻き込まれてしまう。

（遺い恨こんを残さないためにも、適度に勝ちつつ──最終的には負けるようにするか）

　俺がそんなことを考えていると、会長は最後にとても面倒くさい条件を付けた。

「そして敗者は、勝者の言うことを『なんでも一つ』聞かなければなりません！」

「……本気ですか、会長？」

「本気も本気よ。それがたとえどんな命令でも、敗者は絶対に従わなくてはいけません。……いいわね？」

「はぁ、わかりました……」

　どうせ『ノー』と言ったところで、彼女が折れるわけがない。

　それならば、ここでしっかりと勝負を付けて早いところ終わらせた方がいい。

（幸い、トランプ系統のゲームは苦手じゃないしな）

　まぁ多分、勝てるだろう。

「さっ、それじゃ記念すべき第一戦を始めましょう！」

　それから俺と会長は、互いのライフを一つずつ机の中央に並べた。

「ふふっ、ドキドキするわね」

　彼女はしっかり山札を握り締しめ、カードを五枚ずつ配った。

（あー……これ、イカサマだな）

　試合が始まってすぐにわかった。

（子どものように勝負を持ちかけておきながら、裏では平気でこういうことをするのか……）

　まだ二年生でありながら『生徒会長』という重職に座るだけあって、やっぱり少し腹黒い。

　でも、懐なつかしいなぁ。

（トランプのイカサマは、竹爺が得意だったんだよな……）

　まだ小さい頃ころ、あの手この手でイカサマを繰り出す竹爺に「どうやってやったの!?　教えて！」とよくせがんだっけか……。

　俺はそんな昔のことを思い出しながら、淡たん々たんと試合を消化した。

　幸いなことに会長のイカサマは、とても可愛かわいらしいものだ。こちらが仕込む時間は十分にある。

　それから三戦、四戦と消化し──俺の準備は整った。

（これでよし……っと。後は会長が仕し掛かけてくるのを待つだけだな）

　その後は、ライフを取ったり取られたりの繰り返し。完全なシーソーゲームとなった。そうして第七試合に差し掛かったところで、ようやく彼女が動いた。

「その顔……いい役が入ったのね、アレンくん？」

「さすがは会長、なんでもお見通しなんですね」

　俺の手札は二と五のツーペア。まだカード交換をしていない現状、スリーカードやフルハウスも狙ねらえる非常にいい手だ。

「えぇ、その顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんよ」

　彼女が本当に見ているのは、俺の顔ではないんだけどなぁ……。こちらに全て筒つつ抜ぬけだとは微み塵じんも思わず、会長はしたり顔を浮うかべている。

「このままシーソーゲームを続けるのもどうかと思うし……。この一戦──お互いに全すべてのライフを賭けるのはどうかしら？」

　予想通りの展開に内心ほくそ笑えみながら、至って冷静に対応する。
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「あはは、怖こわいですね。どんな強い手が入ったんですか、会長？」

「ふふっ、多分アレンくんと同じぐらいかしら？」

「……わかりました。俺もこの手には自信がありますので、受けて立ちましょう」

「そう、それじゃ私は一枚チェンジで！」

　彼女はそう言って、急いでカード交換を済ませた。どうやら山札の一番上にあったあのカードが、最後の鍵かぎだったようだ。

「ふふっ、さぁアレンくんも交換をどうぞ？」

　既すでに勝利を確信しているのだろう。会長は上じよう機き嫌げんに微笑ほほえんだ。

「わかりました。では、カードを交換しますね」

　俺は手札を全て捨て、

「……えっ？」

　山札から引いた五枚のカードを裏向きのまま机の上に積んだ。

「ご、五枚全ぜん替がえ……!?」

「あはは。こういう大きな勝負のときは、運に身を任せるって決めてるんですよ」

「じ、自分の手札さえ確かく認にんしないなんて、あなた正気なのかしら!?」

「えぇ、俺はこの手札で勝負に行きますよ」

「……っ」

　予想外の展開に会長はゴクリと唾つばを吞のんだ。

「どうします？　もちろん、降りるという選せん択たく肢しもありますよ？」

　そう、彼女にはまだ『降りる』という逃にげ道があった。そうすれば失うライフは半分、この場での敗北は回かい避ひできる。

「ふ、ふん……！　そんな揺ゆさぶりは効かないわ！（細工をされた……？　いや、あり得ない……！　最初のカードを配ったのも私。その前にシャッフルをしたのも私。アレンくんが盤ばん面めんに干かん渉しようする隙すきはゼロ……っ！　つまりこれは……百パーセントただのハッタリ！）」

「そうですか、残念です……」

　彼女は、最後のチャンスを手放してしまった。

「か、カードオープン！　私の役は八の『フォーカード』よ！　さぁ、あなたの役を見せてちょうだい！」

「わかりました」

　それから俺は、小さな山となった五枚のカードを上から順に一枚一枚めくっていく。

　スペードの十。スペードのジャック。スペードのクイーン。スペードのキング。

「う、噓うそ……でしょ!?」

　そして最後の一枚は──スペードのエース。

「すみません、会長。『ロイヤルストレートフラッシュ』──どうやらこの勝負は、俺の勝ちみたいですね」

　フォーカード対ロイヤルストレートフラッシュ。

　結果として俺は、圧あつ倒とう的な大勝利を収めたのだった。

　するとこれまで聞き耳を立てていたリリム先せん輩ぱいとティリス先輩が、サササッとこちらへ寄ってきた。

「こ、こいつは凄すごいな……！　本当にロイヤルストレートフラッシュが揃そろっているじゃないか……!?」

「と、とんでもない確率なんですけど……!?」

　こうしてまさかの完全敗北を喫きつした会長は、

「こ、こんなの絶対におかしいわ！　イカサマよ、イカサマ！」

　震ふるえる手でこちらを指差し、そう言い放った。

「あはは、イカサマはどちらでしょうか？」

「……っ!?　な、なんのことかしら……？」

　あくまで白しらを切る彼女に対し、俺は裏向きのカードを一枚指差す。

「これ、裏の模様で表の数字がわかる『ギミックカード』ですよね？」

「……っ!?」

　はっきりとイカサマを言い当てられた彼女は──咄とつ嗟さに反論を返せず、顔を青くして黙だまり込んだのだった。
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　ギミックカードを指し摘てきされ、黙り込んだ会長は、

「と、とんだイチャモンを付けてくれるじゃない！　ぎ、ギミックカードだなんて、私がそんなイカサマをする人に見えるの……!?」

　動どう揺ようを隠かくせない様子で、三拍ぱくほど遅おくれて反論をしてきた。

（指摘されて、なお騙だまし通そうとするとは……）

　見かけによらず、中々強ごう引いんな人だった。

「そう言われましても……。ここに確固たる証しよう拠こがありますし」

　机の上にある山札へ視線を向けた。

　このカードの裏面には、小さな×印が左上から右下までギッシリと記されている。それらを注意深く見てみると──×印の棒が一つ欠けた『エラーマーク』があるのだ。

　そのエラーマークが左上から右に向かって『何番目にあるか』によって、表に書かれた数字が一目でわかるようにできている。

「例えば、山札の一番上にあるカードですと……左上から右へ数えてちょうど『七番目』。ここだけ×印の棒が一本足りないですよね？　つまり、これは──」

　そうして裏向きのカードをひっくり返せば、

「やっぱり『七』のカードですね」

　予想通りの結果が現れた。

「凄いな、アレンくん……！　まさかシィの『必殺ギミックカード』をこうも容易たやすく見破るとは……！」

「もはや気持ち悪いレベルの洞どう察さつ力なんですけど……!?」

　リリム先輩とティリス先輩は、そう言って俺の肩かたをポンと叩たたいた。

「く……っ」

　その一方で言い逃のがれのしようがなくなった会長は、悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かむ。どうやらようやくイカサマを認めてくれたようだ。

「い、いつから気付いていたの……？」

「もちろん最初からですよ」

「さ、最初から……!?」

「はい。勝負において『相手の持ち出した道具は信用するな』と竹爺が──知り合いの『遊びの達人』が教えてくれたんですよ。それでちょっと注意してトランプを見てみたら、案の定……って感じですね」

　典型的なギミックカードやよくあるイカサマの手法など、竹爺にはたくさんのことを教わった。

「で、でも！　このカードの秘密に気付いたとしても、いったいどうやって『ロイヤルストレートフラッシュ』を仕込んだの!?　カードを配ったのも、シャッフルをしたのも私。あなたは一度も山札に触さわっていないのよ!?」

　彼女はそう言って、机の中央に置かれた山札を指差した。

（こ、困ったな……）

　別に竹爺に口止めされているわけではないけれど……。

　イカサマのタネを公表するのは、あまり褒ほめられたことではない。

「え、えーっとですね……。その、『秘密』というわけには──」

「そ、そんなの生殺しよ!?　お、お願いアレンくん、教えて！　今晩寝ねられなくなっちゃうからぁ！」

　会長はこちらにすがりつきながら、熱心に頼たのみ込んできた。

「ち、近い……。ちょっと近いですよ、会長……っ」

　ほんのりと甘いかおりがして、少しだけ鼓こ動どうが速くなる。

「──ほらほら、アレンくん！　ケチケチせずに教えてくれよー！」

「私も超ちよう気になっているんですけど……！」

　リリム先輩とティリス先輩は俺の背後に回り、軽く脇わき腹ばらを突つつく。これで一対三、数の上では圧倒的に不利な状じよう況きようだ。

「はぁ……わかりました。ですが、誰だれにも言わないでくださいね？」

「ありがとう、アレンくん！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、口は堅かたいから安心してくれ！」

「絶対誰にも言わないんですけど……！」

　それから俺は、イカサマのタネを明かした。といってもこれは、そんな大したものではない。俺はこの賭かけ試合が始まってすぐ『カード集め』に走ったのだ。

　その方法はごく単純。お互たがいが役を明かして、手札を山札へ戻もどすとき──目当てのカードを制服の袖そでの下に忍しのばせるだけだ。これを何度か繰くり返し、『袖の下に』ロイヤルストレートフラッシュを作った。

　後は好きなタイミングで手札を全すべて捨て、同時に隠し持った五枚を山札の上に置く。そうすれば俺が引く札は、絶対にロイヤルストレートフラッシュになり、確実な勝利が約束されるというわけだ。

「──ね？　別に山札に触らなくとも、イカサマなんていくらでもできるでしょう？」

　イカサマを仕し掛かける側は、まさか自分が『仕掛けられている』とは思わない。実際に会長はギミックカードを悟さとられないよう視線をあちこちに飛ばし、俺のイカサマを疑いもしなかった。そのおかげで、いとも容易くカードを集めることができたのだ。

「ひ、ひどい……ひどいわ、アレンくん！　あなたがそんな子だとは、お姉さん思いもしませんでした！」

　会長は怒いかりで顔を赤く染め、俺の肩をユサユサと揺らした。先にイカサマを仕掛けたのは、そっちからなのに見事な開き直りだ。

「あはは。俺は『勝利のためなら、会長はきっとイカサマもやるだろうな』と思っていましたよ」

　あのとき──部費戦争のときもそう。彼女は俺に負けた悔しさから、ずっとこちらを睨にらみ付けていた。典型的な負けず嫌ぎらいの行動だ。

「……も、もうっ！　ちょっと聞いてよ、リリム、ティリス！　アレンくん、見た目の割に全然可愛かわいくないんだけど！」

「確かに……優やさしい顔をして意外と強したたかだな！」

「初見で見み抜ぬいたのには、ビックリしたんですけど……。一年余りやってて気付かない副会長あのばかとは、モノが違ちがうんですけど……」

　どうやら現在罰ばつゲームで出国中の副会長は、ずっとコレでカモられているらしい。……不ふ憫びんだ。

「それでは、会長。この勝負は俺の勝ちということでいいですね？」

「う、うぅ……っ」

　彼女は唇くちびるを嚙み締しめながら、コクリと頷うなずいた。ギミックカードを看破されたうえ、イカサマに嵌はめられては──さすがに敗北を認めざるを得なかったようだ。

「さて……。会長になんでも一つ命令できる権利、どう使いましょうか……」

　生徒会長は部活動の敷しき地ち割当、学園祭やクリスマスパーティといった各種イベントの開かい催さいなど様々な権力を持つ、とローズが言っていた。つまり会長へ命令を下せるということは、千刃学院内においてちょっとした権力を行使できるということだ。

（だけど、現状この学院にはなんの不満もないんだよな……）

　Ａ組のみんなは良い人だし、授業や設備にもとても満足している。

（彼女にお願いしたいことは……うん、何もないな……）

　そうしてこの使い道のない権利をどうしようか悩なやんでいると、

「あ、あーっ！　その顔はえっちなこと考えてるんだ！　私にえっちなことしようとしてるんだ！」

　会長は俺を困らせるために、わざと意地の悪いことを言い出した。

（はぁ、全くこの人は……）

　そういうことをするならば、こちらにも考えがある。

「そう、ですね……。確かにそういうのもありかもしれません」

　俺がポツリとそう呟つぶやけば、

「……え？」

　彼女は目を丸くして、固まってしまった。

「ねぇ、会長。たとえどんな命令でも、敗者は絶対に従わなくてはならない……そうでしたよね？」

「あっ、いや、そ、その……それは……っ」

　彼女は頰ほおを真っ赤に染め、俯うつむきながら一歩たじろぐ。

　どうやらこう見えて、強気な『押し』に弱いようだ。

（お、おぉ……っ。意外と攻せめっけが強いな、アレンくん……！）

（あのシィが完全に遊ばれている……。かなりのやり手なんですけど……！）

　会長の意地悪に対するちょっとした反はん撃げきは、そろそろ終わりでいいだろう。あまりやり過ぎると、また後々面めん倒どうなことになりそうだ。

「あはは、冗じよう談だんですよ。もちろん、そんなひどいことはしません」

「も、もう……っ！　お姉さんをからかわないで！」

「すみません。でも、先に意地悪をしたのは会長ですから、ここは『おあいこ』ということで一つお願いします」

　ひとまず、この権利は寝かせておこう。もしかすると、いつか遠い未来で使えるときがくるかもしれない。

「それでは会長、俺はこのあたりで失礼しますね」

　勝負の後始末が付いたところで、生徒会室を出ようとすると、

「ちょ、ちょっと待って、アレンくん！」

　彼女は慌あわてて「待った」を掛けた。

「はい、なんでしょうか？」

「一つ、お願いを聞いてくれないかしら？」

「お願い、ですか？」

　そう問い掛けると、彼女はコクリと頷いた。

「実は、アレンくんには生徒会に『庶しよ務む』として入ってもらいたいの」

「俺が生徒会に？」

「えぇ、そうよ。うちは伝統的に実力至上主義の考え方なのよ。ここにいるリリムとティリスも、とっても強かったでしょ？　二人とも私が直接スカウトしてきたのよ」

　リリム先せん輩ぱいとティリス先輩に視線を向けると、

「ふっ、試合は見ただろう？　私はかなり強いぞ！」

「あのときのシィ、超しつこかったんですけど……」

　二人はそれぞれ異なった反応を示した。

「アレンくんには、どうしても生徒会に入ってもらいたくて……。それで、あの勝負を持ち掛けたのよ」

「なるほど、そういうことだったんですね……」

　会長は『なんでも一つ命令できる権利』を使って、俺を生徒会に引き込むつもりだったらしい。かなり強ごう引いんな手段だが、会長らしいと言えば会長らしいやり口だ。

「ダメ、かな……？」

　彼女は恐おそる恐るといった感じで、そう問い掛けてきた。

「……さっきの権利を使って、生徒会に入らないというのは？」

「それはズルよ！　ダメ！」

「……そうですか」

　自分のことを『お姉さん』という割に、子どもっぽいところのある人だった。一つ上の先輩だけど、少し可愛く思えてしまう。

「ちょ、ちょっと今笑った!?　私を見て笑ったよね!?」

「いえ。きっと気のせいですよ、会長」

　それから俺は脱だつ線せんしかけた話を元へ戻す。

「まぁ冗談はここまでにして……生徒会入りの件ですが、俺一人では決めることができません」

「素す振ぶり部の活動には、全く支障ないわよ？　庶務の仕事はほとんど何もないし、昼休みの定例会議にだけ顔を出してくれればいいわ」

「……わかりました。それを踏ふまえたうえで、少し話し合ってみます。この返答はまた後日ということで──失礼します」

　そうして短く話をまとめた俺は、今度こそ生徒会室を後にした。
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　その後、Ａ組の教室に戻った俺は、リアとローズに生徒会室での出来事を話した。すると、

「あ、アレンが生徒会に……!?　そ、そんなの絶対にダメよ！」

「素振り部の一員として、部長の強ごう奪だつは認められないな」

　予想以上に強い反発があった。

「わ、わかった。それじゃその話は、ちゃんと断ってくるよ」

　お昼休みはまだ十五分ある。連れん絡らくは早い方がいいだろう。そうして椅い子すから立ち上がると、

「ちょっと待って！　私も行くわ！」

「私も同行しよう。今回の件は、非常に重要性が高い」

　何な故ぜか熱くなった二人は、一いつ緒しよに付いてくると言い出した。

「そ、そうか、頼もしいな」

　それからリアとローズを先頭にして進めば、目の前に生徒会室が見えてきた。

「──ここね」

　リアはなんの躊躇ためらいもなくコンコンコンと三度ノックし、返事も待たずに扉とびらを開けた。

「失礼します！」

「失礼するぞ」

　部屋の中では、会長とリリム先輩とティリス先輩が仲良く大だい富ふ豪ごうをしていた。

「あら、あなたたちは確か素振り部の……？」

「えーっと……。名前は確か……」

「『黒白の王女』リア＝ヴェステリア、『賞金稼かせぎ』ローズ＝バレンシア。二人ともかなりの有名人なんですけど……」

　そんな風に会長たちが三者三様の反応を示す中、

「うちのアレンは、生徒会に入りませんから！」

「アレンの強奪など、認められるものではない！」

　リアとローズは強くそう主張し、それを受けた会長はその場でスッと立ち上がった。

「えーっと……どうしてあなたたちが拒きよ否ひするのかしら？」

「アレンは私たち素振り部の部長だからです！」

「全くもってその通りだ」

「うーん、彼から聞いていると思うけれど……。庶務の仕事は本当に何もないから、素振り部の活動に影えい響きようは出ないわ。お昼休みの定例会議に出るだけ、本当にただそれだけで大だい丈じよう夫ぶなのよ？」

「あ、アレンは……私たちと一緒にお昼ごはんを食べるんです！」

「悪いが、その時間を譲ゆずることはできない！」

　そうして二人が強弁を繰くり返せば、

「あぁ、なるほど……。そういうことね……」

　会長はいったい何を理解したのか、「うんうん」と何度も頷いた。

「それじゃ、こういうのはどうかしら？　アレンくんと一緒にリアさんとローズさんも生徒会へ入るの」

「私たちが……」

「生徒会に……？」

「そう。庶務の枠わくはまだ空いているし、実力的にもあなたたちなら大だい歓かん迎げいよ。うちに入れば、楽しいことがいっぱいよ？　例えばそう……多額の部費を使って、月に何度かお菓か子しパーティを開いたりとか！」

「アレンと一緒に……っ」

「お菓子パーティ……っ」

　会長の甘かん言げんによって、リアとローズは揺ゆれていた。

「いや、部費はちゃんと生徒会の運営に使いましょうよ……」

　俺のツッコミを華か麗れいにスルーし、彼女は誘ゆう惑わくを続ける。

「ちなみに、生徒会では春と夏に合宿があるのよ。次の夏合宿の行き先は、南のリゾート地に決まっているの。アレンくんと一緒に海やバーベキュー。特別な経験を重ねれば、自然に仲も深まるはずよ」

「アレンと一緒に南のリゾート……」

「海やバーベキュー……」

　なんだか話の流れが、おかしな方へ向かっているような気がする。

（ふふっ、後もう一押しね……！）

　すると会長はリアとローズのもとへすり寄り、小さな声で何かを囁ささやいた。

「それに……アレンくんも男の子よ？　普ふ段だんの堅かた苦くるしい制服姿とは違ちがって、開放的な水着姿を見せたらそれはもう……イチコロじゃないかしら？」

「「……っ!?」」

　いったい何を言われたのか、二人は一いつ瞬しゆんだけ頰を赤らめた。そして、

「アレン……生徒会に入りましょう！」

「冷静に考えれば、悪くないと思うぞ？」

「……え？」

　信しん頼らいの置ける二本の剣けんは、いつの間にか向こうの手に渡わたっていた。

「……会長、二人に何を吹ふき込んだんですか？」

「ふふっ、ひ・み・つ！　イカサマをするような悪い子には教えてあげませーん」

　まだあの一件を引きずっているのか、会長は子どものようにぷいと横を向いた。

「さぁアレンくん、これであなたの生徒会入りを阻はばむものは何もないわ！　もちろん、入ってくれるわよね？」

　リアとローズの方に視線を向けると、二人はコクリと頷うなずいた。

（あれだけ強く反対していたのに、何を吹き込まれたんだ……？）

　まぁなんにせよ、リアとローズは賛成している。それに俺個人としては、素振りの時間が減らないのならば、生徒会入りについては特に断る理由もない。

「はぁ……わかりました。入りますよ、生徒会」

「ぃやった！　アレンくんゲットー！」

　こうして俺の素振り部と生徒会執しつ行こう部ぶの──兼けん部学院生活が始まったのだった。








四：夏合宿と出会い






　生徒会に庶務として加入した翌日。

　午前の授業を終えた俺とリアとローズは、毎日開かれるお昼休みの定例会議に参加するため、生徒会室の前に集まっていた。三人を代表して俺が扉をノックすると、

「──どうぞ」

　鈴すずを転がしたような、会長の綺き麗れいな声が返ってきた。

「失礼します」

　ゆっくり扉を開けるとそこには──会長とリリム先輩、ティリス先輩の姿があった。彼女たちはそれぞれ自分たちの席に座り、机の上にはお弁当箱が置かれている。

「いらっしゃい。アレンくん、リアさん、ローズさん」

「今日は大事な定例会議だ……気を引き締しめてくれたまえ！」

「別にいつも通り、ごはん食べるだけなんですけど……」

　俺たちの机は既すでに準備されており、三人の名前と役職が書かれた卓たく上じよう席せき札ふだが置かれていた。先輩たちに軽く挨あい拶さつをした後、俺たちが席に着いたところで、

「それじゃまずは、自己紹しよう介かいをしましょうか！」

　会長はそう言って、左ひだり隣どなりのリリム先せん輩ぱいに視線を移した。

「えー、ゴホン。二年Ａ組、書記のリリム＝ツオリーネだ。書記と言っても名ばかりで、仕事はほとんど副会長にぶん投げてるぜ！　これからよろしくな！」

　リリム＝ツオリーネ。

　少し短めの明るい茶ちや髪ぱつに張りのある瑞みず々みずしい肌はだ。くるんとした大きな目が特とく徴ちよう的な、元気のいい女生徒だ。身長はおそらく百六十センチほど、会長よりも少しだけ低い。

「二年Ａ組、会計のティリス＝マグダロート。会計と言っても名ばかりで、仕事はほとんど副会長あの馬鹿にぶん投げてる。仲良くして欲しいんですけど……」

　ティリス＝マグダロート。

　肩かた口ぐち辺りで切られた暗い青色の髪かみ。右目は前髪で隠かくれており、リリム先輩とは対照的にダウナーな印象を与あたえる顔つきだ。身長は会長より少し高い、百六十代半ばぐらいだろう。

「同じく二年Ａ組、生徒会長のシィ＝アークストリアよ。生徒会長と言っても名ばかりで、仕事は全部副会長にお願いしているわ。これから楽しくしていきましょうね！」

　驚おどろいたことに、うちの生徒会は全員『名ばかり』だった。

（全すべての仕事が副会長に集中しているんだけど……大丈夫なのか？）

　不意にレイア先生と十八号さんの関係が脳のう裏りをよぎった。

　それから俺たちも簡単な自己紹介をしていく。

「アレン＝ロードルです。会長の誘さそいを受け、庶しよ務むとして生徒会に入らせていただきました。よろしくお願いします」

「リア＝ヴェステリアです。今年一年、よろしくお願いします」

「ローズ＝バレンシアだ。よろしく頼たのむ」

　そうして自己紹介を終えた後は、六人で楽しく昼食を取った。会長もリリム先輩もティリス先輩も、みんなとてもいい人で楽しい時間になった。

　ただ一点気になったのだが……。

（これって『定例会議』とは名ばかりの『お昼ごはんの会』……だよな？）

　会議中、生徒会の仕事についての話は何も出てこなかった。

（……いや、考えてみれば今日は『初顔合わせ』みたいなものだ。きっと早く打ち解けられるように気を回してくれているんだろう）

　しかし、そんな俺の予想……というか願望は見事に裏切られた。その後、一週間二週間と過ぎたが、生徒会は本当に何の仕事もしなかった。職員会議で回ってきた大事そうな書類、各部活動から申しん請せいのあった要望書、各委員会の報告書などなど……。全て手付かずのまま、副会長の机に積み上げられていった。

　そしてあるとき、日に日に溜たまっていく書類の山を見た会長はポツリと呟つぶやいた。

「ちょっとマズいわね。副会長の帰りが、予想よりかなり遅おそいわ……」

　生徒会執行部の副会長。確か部費戦争のとき『罰ばつゲームにより出国中』と紹介されていたっけか……。

　前々から少し気になっていたことだし、この機会に聞いてみよう。

「確か副会長は『出国中』と聞いているんですが……。どちらまで行かれているんですか？」

　すると彼女は、信じられない答えを返した。

「神聖ローネリア帝てい国こくの地下鉱脈よ」

「……は？」

　神聖ローネリア帝国。悪逆皇帝バレル＝ローネリアが悪政を敷しく独裁国家であり、リーンガード皇国の指定する渡と航こう禁止国の一つ。最近は「黒の組織を立ち上げたのは、帝国じゃないのか？」ともっぱらの噂うわさだ。

「そんな危険なところへ、副会長は何をしに行ったんですか!?」

「発はつ掘くつよ」

「……はっくつ？」

「そう。罰ゲームを決めるときに『ブラッドダイヤが欲ほしいなー』って言ったら『任せてください！』って、本気で採りに行っちゃったのよね……」

　会長は困り顔で、小さくため息をついた。

「そんな軽いノリでブラッドダイヤを採りに……!?」

　ブラッドダイヤは、神聖ローネリア帝国の地下深くでわずかに採掘されるという超ちよう希少な鉱物だ。真しん紅くに輝かがやくそれはあまりに美しく、宝石として王おう侯こう貴族に好まれている。

　しかし、採掘場所が採掘場所なため、市場にはほとんど流通していない。極ごく稀まれにオークションで出品された際は、目玉が飛び出るほどの価格で落札され、紙面で大きく取り上げられるほどだ。

（話を聞く限り、どうやら副会長はかなりヤバい人のようだ……）

　するとリリム先輩とティリス先輩が、それとなく話に参加した。

「そう言えば、中々帰って来ないな。もしかして……死んだか？」

「あの馬ば鹿かが死ぬところなんて、想像ができないんですけど……」

「ははっ、それもそうだな！」

　どうやらその頑がん丈じようさは、強つわ者もの揃ぞろいの生徒会メンバーから太たい鼓こ判ばんを押されるほどのものらしい。

（い、いったいどんな人なんだろうか……）

　少しだけ会ってみたくなったのだった。

　その後、午前は魂こん装そうの授業、お昼休みは生徒会室で定例会議、午後は再び魂装の授業──そして放課後はひたすら素す振ぶり部の活動、と充じゆう実じつした毎日を過ごす。

　楽しい時間はあっという間に流れていくもので、気付けばもう六月三十日。千せん刃じん学がく院いんの前期最終授業日となった。

「──よし、これにて答案用紙の返へん却きやくを終しゆう了りようだ！　採点ミスや質問のある生徒は、私のところまで来るように！」

　レイア先生はパンパンと手を打ち鳴らし、話を打ち切った。

　前期課程の最終日ということもあり、先日受けた期末テストが全て返却されたのだ。

「うん、まぁこんなところかな……」

　俺はたった今返ってきたばかりの答案用紙を見て、静かに頷く。

　国学六十八点。数学七十八点。地理学六十二点。化学七十五点。兵学八十五点。赤点である四十点を超こえたことにホッと一息をつくと、その様子を見たリアが胸を撫なで下ろした。

「よかった、大だい丈じよう夫ぶだったのね！」

「あぁ、なんとかな」

　赤点を取った生徒は夏休み中も補習があるので、これを回かい避ひしたのは大きい。

「リアは……っと相変わらず、凄すごいな」

　彼女の点数はどれも九十点を超えており、兵学なんて百点満点。小さい頃ころから英才教育を受けたと聞いていたけど、この結果は見事だ。

「えへへ、ありがと」

　互たがいに赤点回避を確かく認にんし合った俺とリアの視線は──問題のローズへと向けられた。

　彼女は意外にも勉強がとても苦手だったのだ。真剣な顔で「何がわからないのかが……わからない」と呟くローズを見て、「これは冗じよう談だんでもなんでもなく、本当にヤバいやつだ」と戦せん慄りつした。

　それから俺とリアは試験開始ギリギリまで、ローズのテスト勉強に付き合った。

（一応、なんとか試験範はん囲い内は全て終わらせたんだけど……）

　本人曰いわく「手て応ごたえなし」とのことだが、結果は果たして……。

「ど、どうだった……ローズ？」

「だ、大丈夫だったかしら……？」

　俺たちがそう問い掛かければ、彼女はゆっくりと振ふり返り、

「ふっ、セーフだ！」

　全て四十点台──赤点ギリギリの答案用紙を自じ慢まん気げに見せつけた。

「おぉ、やったな！」

「凄いわ！　あそこからよく頑がん張ばったわね！」

「ありがとう、本当に助かった……っ」

　なにはともあれ、無事に全員赤点を回避することができた。これで明日から予定されている生徒会執しつ行こう部ぶの夏合宿に参加できる。

　その後、採点ミスや質問対応を終えた先生が、前期最後のホームルームを始めた。

「──さて、明日からは待望の夏休みだ！」

　五学院の夏休みは、他ほかの剣けん術じゆつ学院と比べると少し早い。七月一日から七月三十一日までの丸々一か月が休みだ。なんでも過か酷こくな魂装の授業で疲つかれた一年生のケア、という側面があるらしい。

「高等部最初の夏休み。浮うかれる気持ちもわかるが、みんなハメを外し過ぎないようにな！　それでは──解散！」

　こうして俺たちは、千刃学院における前期課程の全てを無事に修しゆう了りようしたのだった。
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　その翌日。俺は会長から渡わたされた地図を片手に、オーレストの街へ繰くり出した。もちろん、リアとローズも一いつ緒しよだ。

「ねぇ、アレン。後どれくらいで着くのかしら？」

「そうだな……。地図を見る限り、この筋を右に曲がれば……っと、あそこだな！」

　俺たちの視線の先には──広い庭のある大きな屋や敷しきが建っていた。石の表札には『アークストリア』と彫ほられている。地図の場所とも一いつ致ちしているし、ここが会長の家であることは間ま違ちがいないだろう。

（それにしても、立派なお屋敷だな……）

　俺が地上三階建ての威い風ふう堂どう々どうとした佇たたずまいを見上げていると、

「あっ、アレンくーん！　こっちこっちー！」

　会長は庭の真ん中でぴょんぴょんと小さく跳はね、元気よくこちらに手を振っていた。その後ろには、生徒会メンバー二人の姿もある。

「会長、リリム先輩、ティリス先輩──おはようございます」

「うん。おはよう、アレンくん」

「おはよう、アレンくん！　今日もいい天気だな！」

「ふわぁ……。…………おはようなんですけど」

　会長とリリム先せん輩ぱいはいつも通りだったが、ティリス先輩はいつにも増して気だるげだった。欠伸あくびをしながら目を擦こすっているところから見るに、ローズと同じで朝が苦手のようだ。

　そうして今にも寝ね落おちしそうな二人を見ていると、

「ねぇ、アレンくん。お姉さんの私服姿は……どうかな？」

　会長は俺の服の袖そでをクイクイと引っ張り、そう問い掛けてきた。

　シンプルな白いワンピースに身を包んだ彼女は、いつもより少し大人びて見えてとても新しん鮮せんだ。

「とてもお似合いだと思います」

「ふふっ、ありがと」

　彼女は途と端たんに上じよう機き嫌げんとなり、鼻歌まじりに大きな倉庫らしき建物へ向かって歩き出した。

「みんなー、こっちだよー！」

　彼女の後について建物へ入るとそこには──大きな飛行機が収納されていた。既すでに離り陸りく準備は整っているようで、操縦室には三人の操縦士が乗っているのが見えた。

「ジャジャーン！　当家のプライベートジェットです！　今日はこれでヴェネリア島までひとっ飛びよ！」

（す、凄いな……。立派なお屋敷にプライベートジェットまで……）

　ドレスティアに住む『五ご豪ごう商しよう』と見み紛まがうばかりの財力だ。

「あの、会長ってもしかして貴族の方だったんですか……？」

「んー、ちょっと違うかな。アークストリア家は代々政府の要職に就ついていてね。『ロディス＝アークストリア』──父の名前なんだけど、聞いたことないかしら？」

「その名前、何度かラジオで聞いたことがありますね……」

　あまりはっきりとは覚えていないけど、どこかの省庁で大臣を務めていたはずだ。

「まぁそういうわけで、ちょっと豊かな暮らしができているのよ。……その半面、大変なこともあるんだけどね」

　彼女はポツリと呟つぶやき、複雑な表情で笑った。

「さて、この話はここまでにして……。ほら、準備はもうできているわ。遠えん慮りよせずに乗った乗った！」

「春休みぶりのフライト、わくわくするなー！」

「ふわぁ、楽しみなんですけど……」

　そうして会長たちは意い気き揚よう々ようと機内へ乗り込み、俺とリアとローズもその後に続いた。

　プライベートジェットの中は、まるで豪ごう華かな客室のようだった。ソファにベッド、キッチンに冷蔵庫まで完備されている。

　その後、ゆったりとした空の旅を楽しんだ俺たちは、数時間後に南海のリゾート地──ヴェネリア島へ到とう着ちやくした。ヴェネリア島は、リーンガード皇国を代表する観光スポットの一つ。美しい海と砂すな浜はまを目当てに、近きん隣りん諸国から大勢の観光客が押し寄せて来るらしい。

　プライベートジェットから降りた俺たちを迎むかえてくれたのは、視界一面に広がる海だ。

「見て見て、アレン！　とっても綺き麗れいよ！」

「これは美しいな」

　リアとローズは目をキラキラと輝かせ、

「うーん、いい風ね！」

「やっほーっ！」

「リリム、それ山で叫さけぶやつなんですけど……」

　会長たちはヴェネリア島の空気を胸いっぱいに吸い込んだ。

　そんな中──俺は一人、感動していた。

（これが、海……っ）

　幼少期は内陸のゴザ村で過ごし、中等部はグラン剣術学院でずっと剣を振っていた俺にとって、海を見たのはこれが初めてだった。

　どこまでも青く澄すんだ水。特とく徴ちよう的なにおいのする潮風。真っ白で綺麗な砂浜。

（凄い、全部母さんの言っていた通りだ……！）

　そんな風に初めて見る海に心を打たれていると、

「それじゃ私とリリムとティリスは、この先にある別べつ荘そうでちょっと掃そう除じしてくるわね。しばらく使ってなかったから、きっと埃ほこりでいっぱいだと思うの」

　会長はそう言って、別行動を提案した。

「それでしたら、俺たちも一緒に──」

　豪華な移動手段だけでなく、寝ね床どこまでお世話になっているんだ。せめて掃除ぐらい手伝わせてほしい。そう思っての提案だったのだが、

「──い、いいの、いいの！　気にしないで！　掃除は私たちだけでササッと終わらせちゃうから！　本当に大丈夫だから！」

　どういうわけか、彼女はブンブンと首を横に振った。

「あはは、シィの部屋は散らかってるもんなー！　この前なんか下着が……へぐっ!?」

　何かを口走りかけたリリム先輩だったが……。会長の放った恐おそるべき速度の手刀により、意識を手放してしまった。

「口は禍わざわいの元って、昔から言われてるんですけど……」

　ティリス先輩は動かなくなったリリム先輩を突つつきながら、ポツリとそう呟く。この一連のやり取りで、なんとなくわかった。

（なるほど、あまり見られたくない私物が散らかっているのか……）

　使用人に掃除を任せず、わざわざ自分が動くところから見ても……それは間違いないだろう。

「──ゴホン。とにかく！　私たちは別荘を少し掃除するから！　アレンくんたちは……そうね。この先にある『海の家』で少し時間を潰つぶしてもらえるかしら？」

「わ、わかりました」

　それから俺とリアとローズは、この先にあるという海の家へ向かう。綺麗な砂浜を歩くこと数分、前方にとても大きな建物が見えた。

「っと、これのことだな」

「へぇ、ずいぶんと大きな海の家ね」

「ふむ、中々繁はん盛じようしているようだな」

　そこは平均的な民家を三軒げんくっつけたような、木造の海の家だった。店てん舗ぽの右半分では焼きそばやカレーライスといったごはんものを販はん売ばいしており、左半分ではビーチボールや簡易式のゴムボートといった遊び道具がたくさん並べられていた。

（これだけいろいろなものがあれば、時間は十分潰せそうだな）

　それから店の中を散策していると、リアがあるものに反応した。

「す、スイカ割り……？」

　その視線の先にあったのは、スイカと棒と目め隠かくしが一緒になった『スイカ割りセット』だ。そこへローズが解説を加える。

「目隠しをしたままスイカを叩たたき割るという、この国の伝統的な遊ゆう戯ぎだ」

「そ、それは楽しいのかしら……？」

　ヴェステリアにはスイカ割りという文化がないようで、彼女は不思議そうに首を傾かしげた。

「あはは、後でやってみるのも面おも白しろいかもな」

　そうして俺たちが様々な商品を見て楽しんでいると、前方にいた老人が──突とつ如じよリアに斬きり掛かった。

「危ない、リア！」

「きゃっ!?」

　右手で彼女を抱だき寄せ、左手で剣を抜ぬき──なんとか凶きよう刃じんを防ぐ。

「ぐっ、クソガキが……っ。邪じや魔まをしよって……」

　襲しゆう撃げきに失敗した老人は、苦にが虫むしを嚙かみ潰したような表情を浮かべた。

「……仕し込こみ杖づえ。あなたはいったい何者ですか？」

　これは通り魔とは違う。リアに対する明確な殺意があった。すると、

「はぁ、だから言ったじぇねぇか……。不意打ちなんかせずに、さっさと全員で襲おそえばいいんだってよぉ……」

「リア王女。あんたに恨うらみはねぇが、ここで死んでもらうぜ」

　この店にいたお客全員が、抜き身の剣を持って俺たちを取り囲む。

（四十、いや……五十人を超こえるか……）

　どうやら夏休み開始早々、とてつもなく面めん倒どうなことに巻き込まれてしまったようだ。




　　　　■




　謎なぞの集団が俺たちを取り囲んだ次の瞬しゆん間かん、

「桜おう華か一いつ刀とう流りゆう───桜おう閃せんッ！」

「な──がはっ!?」

　ローズが強きよう烈れつな突つきを放ち、敵の一人を店の外まで吹ふき飛ばした。

「多人数相手に狭せまい屋内は不利だ！　外へ出るぞ！」

　彼女はそう言って、颯さつ爽そうと海の家を飛び出していく。

（……さすがはローズだ）

　魔ま剣けん士しとしての経験からだろう。突発的な戦せん闘とうにもかかわらず、彼女はいたって冷静だった。本当に心強い。

「リア、行くぞ！」

「えぇ！」

　俺たちは包囲の崩くずれた一角を突っ切り、店の外へ走り抜けた。

「ちっ、待ちやがれぇええええ！」

　いきり立った彼らは、怒ど声せいをあげて追いかけてくる。

　その後、海の家から脱だつした俺たちは、背中合わせになって互たがいの死角をカバーした。

「学生風ふ情ぜいが調子に乗りやがって……っ！　お前ら『斬ざん撃げき包囲陣じん』で行くぞ！」

「「「おぅっ！」」」

　一人の号令により、彼らはすぐさま三人一組となった。そして、

「おらぁあああああっ！」

「しゃぁあああああっ！」

「死ねぇえええええっ！」

　切り下ろし・突き・袈け裟さ切り、同時に大おお振ぶりの斬撃を繰くり出した。

　統とう率そつされた動きと似通った剣術。どうやら、剣術を学んだことがあるらしい。だが、

「八の太た刀ち──八や咫た烏がらすッ！」

「桜華一刀流───雷らい桜おうッ！」

「覇は王おう流りゆう──剛ごう撃げきッ！」

　一人一人の練度が低い。

「が、はぁ……っ」

「ぎゃぁああああっ!?」

「つ、強つえぇえ……っ！」

　少し剣術をかじったぐらいでは、天才剣士のリアとローズはおろか落第剣士の俺にさえ届かない。

「──勝負ありです。これ以上やるようならば、容よう赦しやはしませんよ」

　俺がそう言って切っ先を向ければ、

「く、糞くそが……っ」

　地面に倒たおれ伏ふした彼らは、悔くやしそうに歯をくいしばる。

　こうして俺たちは、ものの数分で暴徒の制圧に成功した。

「──ローズ。海の家の店員さんに、聖せい騎き士しを呼ぶよう伝えてくれ」

「あぁ、わかった」

　ひとまず、これで一件落着だ。事情聴ちよう取しゆや身元の特定は、聖騎士に任せる方がいいだろう。そうして一段落がついたところで、

「この人たち……。私を狙ねらってた、よね？」

　リアは不安気な表情を浮うかべ、ポツリとそう呟つぶやいた。

「『王女』と口走っていたし、狙いがリアなのは間ま違ちがいないだろうな」

　あの統率された動きからしても、ヴェステリアと敵対する国からの刺し客かくと考えるのが妥だ当とうだろう。すると地に倒れ伏した彼らは、

「……アレをやるぞ」

「しょ、正気か、お前……!?」

「任務に失敗した俺たちは、どうせ帰っても殺される……！　それなら一か八かに賭かけるしかねぇだろうが……！」

　口々に奇き妙みようなやり取りを始めた。

「さっきから、何を話しているんですか……？」

　俺がそう問い掛けた直後、彼らは一いつ斉せいに懐ふところから青いガラスのようなものを取り出し──それを口へ放ほうり込んだ。すると次の瞬間、

「うぅ、ぐ……[image: あ゛]ぁああああああああ!?」

「は[image: ぁ゛]は[image: ぁ゛]……っ。が、ぁああああ……っ」

　彼らは苦く悶もんの声をあげながら、その場で転がり回った。明らかに尋じん常じようの様子ではない。

「な、なんだ……!?」

「今、錠じよう剤ざいみたいなものを飲み込んでいたわよ!?」

　俺たちは念のため距きよ離りを取り、警けい戒かいを強めた。

　その後、幽ゆう鬼きのようにゆっくりと立ち上がった彼らの手には、

「はぁはぁ……っ。へ、へへ……これでお前らは、終わりだぁ……！」

　どういうわけか『魂装』が握にぎられていた。

「ぜ、全員が魂装使いだったのか!?」

「でも、何か様子がおかしいわ……」

　リアの言う通り、確かにおかしかった。

（なんだ、あの不安定な魂装は……？）

　彼らの持つ魂装は、刻一刻とその形態を変化させていた。あんなものは、これまで見たことがない。

「お、俺たちゃもう長くねぇ……。さっさと終わらせんぞ……！」

　誰だれかがそう叫さけんだ次の瞬間、

「うぅ……がぁああああああああっ！」

　敵の一人がその巨きよ大だいな魂装を砂すな浜はまに叩き付け、大量の白い砂を巻き上げた。そうして視界が白一色に染まったところで、

「「「[image: お゛]らぁああああ！」」」

　彼らは一斉に斬り掛かってきた。

「なっ!?　速い……!?」

　その動きは、見違えるほどに素す早ばやくなっている。

「ずぇりゃぁ！」

「く……っ!?」

　しかも、速度だけじゃない。腕わん力りよくまでもが格段に上じよう昇しようしている。

（この場にいる全員が、強化系の魂装なのか……？）

　いや、さすがにそれは考えづらい。

「いったい、なにをしたんですか……!?」

「はぁはぁ、れ、霊れい晶しよう丸がん……。霊れい核かくを暴走させ、疑ぎ似じ的な魂装を発現させる劇薬を飲んだのよ……っ」

「霊核を、暴走……!?」

　そんな無茶をすれば、とんでもない負荷が体にかかるはずだ。

「や、やめてください！　あなたたちの体がもちませんよ!?」

「あぁ……っ。だからこうして急いでんだろうがよぉ！」

　それから彼らは何度も何度も、文字通り『命を載のせた剣』を振ふるう。

「どうしてそこまでして……。自分の命を投げ出してまで、リアを狙うんですか……!?」

「皇こう帝てい陛下の命令が、王女の抹まつ殺さつだからだよぉおおおお……っ！」

　叫びと同時に、でたらめな威い力りよくの袈裟切りが繰り出された。

「ぐ……っ」

　俺はしっかり剣で防ぼう御ぎよしつつ、大きく後ろへ跳とび下がる。

「まだまだぁああああ！」

「くたばれぇええええ……！」

「クソガキがぁああああ……っ！」

　わずかに空いた間合いを詰つめるべく、彼らは怒声を上げて走り寄って来た。

　不安定ながらも、その力をまき散らす魂装。リミッターの外れた驚きよう異い的な身体能力。そして何より──死を覚かく悟ごしたその心。

（厄やつ介かいだな……）

　しかし、剣術を捨てて、身体能力と制御不能の魂装に頼たよっただけの相手に負けるつもりはない。

「五の太刀──断だん界かいッ！」

　力には、より大きな力を。世界を引き裂さく一撃は、彼らの斬撃を容易に打ち破った。

「がは……っ」

「つ、強つえぇ……」

「い、命を捨てても、届かねぇのかよ……!?」

　地に倒れ伏した十人の剣士は、うめき声をあげるだけで立ち上がることはなかった。おそらく、肉体が活動限界を超こえたのだろう。

「はぁはぁ……こ、この化物を殺すのは無理だ！　だが……王女なら殺やれる！　全員でかかれぇええええ！」

　雄お叫たけびが響ひびいた直後──四十人あまりの残党が、一斉にリアへ突とつ撃げきを仕し掛かけた。

「「なっ!?」」

　それは防御など考こう慮りよに入れていない、決死の突撃だ。

（まずい……っ）

　いくら〈原初の龍王フアフニール〉でも、あの数を一度に焼き払はらうことは難しい。たとえもし可能だったとしても、優やさしいリアにはできないだろう。そこまでの冷れい徹てつさと非情さを、彼女は持ち合わせていない。

「逃にげろ、リア！」

「え、えぇ！」

　彼女は冷静に退たい避ひ行動を取ったが、

「っ!?」

　リアの足元に倒れていた男が、その足首をグッと摑つかんだ。

「へ、へへ……っ。お前だけは絶対に仕留める……！」

「ちょ、ちょっと放しなさいよ！」

「リア、前だ！　防御しろ！」

　足元に気を取られた彼女の眼前には、

「「「[image: う゛]ぉおおおおおおおお……っ！」」」

　目を血走らせた暴漢が迫せまっていた。

「……き、きゃぁああああっ!?」

「「「死ねぇええええ！」」」

　四十もの暴走した魂装が一斉にリアへ放たれたそのとき、

「──気ん持ち悪わりぃなぁ、おい。女一人に何人がかりだ……あぁ？」

　突とつ如じよとして巨大な氷の壁かべが、リアを守るようにして出現した。

「か、硬ぇ……っ!?」

「な、なんだこりゃ!?」

「誰の魂装だ……!?」

　それは暴走した魂装をもってしてもヒビ一つ入らない、恐おそろしく硬かたい氷だった。

「こ、この技わざは……っ!?」

　俺が驚きよう愕がくに目を開いていると、

「──氷ひよう結けつ槍そう」

　空中に出現した巨大な氷の槍やりが、まるで雨のように降り注いだ。

「ぎゃぁああああっ!?」

「痛ぇ、痛ぇよぉ……っ」

「なんだよ、これ……!?」

　冷徹で非情。情け容赦のない攻こう撃げきが彼らを襲おそう。

　南海のリゾート地すら極ごつ寒かんに変えるこの力を──俺は知っている。

「おぃおぃ……。こんなザコ野や郎ろうになぁにを手こずってんだぁ……ゴミカスよぉ？」

　声のした方へ目を向けるとそこには──氷ひよう王おう学がく院いんがエース、シドー＝ユークリウスの姿があった。

「し、シドーさん……!?　どうしてここに!?」

「[image: あ゛]ぁ？　そりゃお前──」

　そうして彼が口を開けば、

「──こら、シドー！　寒いからはよう〈孤高の氷狼それ〉仕し舞まい！」

　後方から飛んだビーチボールが、シドーさんの側頭部を直撃した。

「……[image: あ゛]ぁ？」

　一いつ瞬しゆん、危険な表情を浮かべた彼だったが……。ボールを投げた相手が氷王学院の理事長フェリス＝ドーラハインであると知った瞬間、

「お嬢じようか、悪い……」

　意外にも素直に〈孤高の氷狼ヴアナルガンド〉を消した。

「全く！　せっかくの南国気分が冷え冷えやないか……って、あれ？　君は確か……アレンくん？」

　いつもの着物を身に纏まとったフェリスさん。そしてその後ろには、氷王学院の制服に身を包んだ数名の生徒の姿があった。

「シドーさんにフェリスさん、それに氷王学院のみなさんも……どうしてここへ？」

「『どうして』って、そら生徒会の夏合宿よ」

「せ、生徒会……!?　あのシドーさんが……!?」

　思わず驚愕の声を上げれば、

「……[image: あ゛]ぁ？　なんか文句あんのか？」

　彼は凍いてつくような鋭するどい目を向けてきた。

「い、いえ……ちょっと意外だなと思いまして」

　暴力的でいかにもルールを守らなさそうなシドーさんが生徒会……。正直、全くと言っていいほどイメージにそぐわない。

「ふふっ、こう見えてこの子は頭がええんよぉ？」

　フェリスさんはそう言って、彼の頭をツンツンと突つっついた。

「お嬢、『こう見えて』ってなんだよ……。俺様はそんな間ま抜ぬけ面づらじゃねぇぞ？」

「ふふっ。心配せんでも、可愛かわいい顔しとるよ」

「別に可愛かねぇよ……」

　普ふ段だんは刺とげ々とげしいシドーさんだが、フェリスさんと話すときは柔やわらかくなっていた。

（この二人は、いったいどういう関係なんだろうか……？）

　俺がそんなことを考えていると、

「あ、あなた様はもしや……!?　アレン様ではありませんか!?」

　氷王学院の男子生徒が、ワナワナと震ふるえながらこちらへ向かって来た。ほどほどの長さの黒くろ髪かみ。黒くろ縁ぶち眼鏡にすらりと伸のびた長身。胸のあたりで光る十じゆう字じ架かを模した銀製のペンダント。確かこの人は……。

「え、えーっとあなたは……カインさん、ですよね？」

　すると次の瞬間、彼は大きく目を見開いた。

「こ、こんな僕のことを覚えて……!?　……くぅ、このカイン＝マテリアル、天にも昇のぼる思いでございます！」

「ま、まぁ、ほんの三か月ほど前のことですからね」

　あの激動の大だい五ご聖せい祭さいから、まだたったの三か月しか経たっていない。

　大五聖祭、魔ま剣けん士し見習い、黒の組織──ドドリエルとの決けつ闘とう、部費戦争に期末テスト。思えば、中々に濃のう密みつな日々を送っている。

（でも、カインさんてこんな人だったっけ……？）

　もう少し落ち着いた感じだったような気がするんだが……。

「はぁ……。気ん持ち悪くなっちまったな、お前……」

　シドーさんはそう言って、羽虫を見るような冷たい視線をカインさんへ向けた。

「何を言っているんだ、シドー！　僕は気持ち悪くなんてない！　──あぁ、しかしアレン様！　やはり『実物』は素す晴ばらしい！　凜りんとした立ち姿！　鍛きたえ抜かれたそのお体！　優しさと強さを内包したその瞳ひとみ！　録画された『映像』とは違ちがい、その全すべてが瑞みず々みずしい！」

　つま先から頭の天てつ辺ぺんまで、俺の全身を舐なめるように見た彼は感かん極きわまったように叫さけんだ。

「ど、どうも……っ」

　明らかに尋じん常じようの様子じゃない。以前の落ち着いた彼は、どこに消えてしまったのだろう。

「あの、カインさんはどうしてこんなことに……？」

「はぁ？　なんでこの俺様が、敵のゴミカスに教えてやらなくちゃならねぇんだ？」

「そ、そうですよね、すみません……」

　完全に聞く相手を間違えてしまった。俺を激しく嫌きらっているシドーさんが、親切に教えてくれるわけがない。

「……」

「……」

　それからなんとも言えない沈ちん黙もくが下りたところで、

「……あれは大五聖祭が終わってすぐのことだ」

　彼はゆっくりと口を開いた。

（お、教えてくれるんだ……）

　危ない人だけど、変なところで優しいようだ。

「てめぇに負けた悔くやしさから、カインは頭がおかしくなっちまった……。『アレンに乗り越えられた百年程度、この僕だって乗り越えられるはずだ』って言い出してな。〈百年の地獄ヘル・ハンドレツド〉で、自分の指を斬きりやがったんだよ……」

〈百年の地獄〉。カインさんの持つ、精神干かん渉しよう系の魂装だ。斬り付けた対象の精神を百年というごく短い期間だけ封ふう印いんする。ループ機能のない少し残念な力だ。一億年ボタンの完全下位互ご換かんと言っていいだろう。

「てめぇみたく〈百年の地獄〉に耐たえられるほどの──化物染じみた精神力を持つ奴やつはそういねぇ……。結局、カインはすぐに救急搬はん送そうされて、目が覚めたときにはこのざまだ……」

　シドーさんは、呆あきれたように首を横へ振ふった。

「まさにその通り！　愚おろかにも僕は、神と同じ領域へ足を踏ふみ入れ──一か月ほど意識不明の重体となりました。だがしかし！　そのおかげで目が覚めたのです！　後こう悔かいなんて微み塵じんもありません！」

「そ、そうですか……」

　完全に目が『危ない人』のソレになっていた。

　氷王学院の人は、いろいろな意味で本当に危険だ。

「──ときにアレン様。一つ、質問をよろしいでしょうか？」

「え、えぇ……どうぞ」

　あまり関かかわりたくないけど、露ろ骨こつに無視をするわけにはいかない。

「ありがとうございます！　では早さつ速そくなのですが──あなた様は地獄のようなあの世界で、百年もの長きにわたる時間……いったい何をされていたのですか？」

「そうですね……主に素す振ぶり、でしょうか」

「す、素振り……!?　百年もの間、素振りをしていたと……っ!?」

「は、はい」

　本当はもっといろいろな修しゆ業ぎようをしたかったけれど……。十数億年もの間、ただひたすら素振りを続けた俺にとって、百年という時間はあまりに短過ぎた。そのため素振りしかできなかったのだ。

「くぅ……なんという精神力！　剣術に対する真しん摯しな姿勢！　やはりアレン様は最高だ！」

「その、できれば『アレン様』はやめて欲しいんですが……」

　さっきから氷王学院の生徒たちが、不思議そうにこちらを見ている。妙みような噂うわさが流れないうちに、早いところ修正しておきたい。

「こ、これは失礼致いたしました……っ。では、『神』と呼ばせていただきます……！」

「それだけは絶対にやめてください……」

　そうしてカインさんと嚙かみ合わない会話を続けていると、巨きよ大だいなヘリコプターが上空で静止した。するとその直後──信じられないことに、そこから二つの人ひと影かげが飛び降りた。

「「「なっ!?」」」

　地上数百メートルから落下した二人は、

「──よっ！　元気でやってるか、諸君！」

「はい……はい、そのように手配していただけると助かります。えぇ、はい……よろしくお願い致します」

　遊ぶ気満々のレイア先生と、忙いそがしそうに電話対応をする十八号さんだった。いったいどんな足をしているのか、二人とも落下の衝しよう撃げきをものともしていない。

「れ、レイア先生？　それに十八号さんまで、どうしたんですか？」

「どうしたもこうしたもない！　合宿へ行くには、顧こ問もんの引いん率そつが必要だろう！」

「生徒会の顧問って、先生だったんですね……」

「まぁ、そういうことだ！　さて、せっかくのリゾート！　日ごろの激務から解放されて、遊び倒たおそうではない──って、フェリスぅ!?　何な故ぜお前がここに!?」

　上じよう機き嫌げんな様子から一転、フェリスさんを見つけた彼女は、露骨に嫌いやな表情を浮うかべた。

「それはこっちの台詞せりふや。せっかく楽しい夏合宿やのに、なんでその不細工な顔見なあかんのや……。はぁ、気が重うなったわ……」

「なんだと、この女め狐ぎつねが……！」

　学生時代から犬けん猿えんの仲である二人が言い争いを始めたところで、

「アレンくーん！　お待たせー……って、あれ？　なんか増えてないかしら？」

「おぉ、よく見れば氷王学院御ご一行じゃないか！」

「いや、それよりもアレ……。変な集団が大量に転がっているんですけど……。どう見ても事件現場なんですけど……」

　屋や敷しきの掃そう除じを終えた会長・リリム先せん輩ぱい・ティリス先輩の三人が戻もどって来た。さらに時を同じくして、

「──聖せい騎き士し協会ヴェネリア支部だ！」

「不ふ審しん者は……あそこだな！」

「こ、こいつは重じゆう症しようだ……すぐに救護班へ連れん絡らくを！」

　大勢の聖騎士を引き連れたローズが戻ってきた。

「遅おそくなってすまない。海の家に電話がなかったから、近くの詰つめ所まで行ってきたんだ」

「そうか、わざわざありがとうな」

　その後、聖騎士の方々は手て際ぎわよく現場処理を進めていく。するとそのうちの一人が、ツカツカとこちらへ歩いてきた。

「その制服……千刃学院と氷王学院の生徒さんかな？　ちょっとお話を聞かせてもらいたいんだけど、近くに先生はいませんか？」

「い、一応あちらに……」

　そうして俺が視線を移した先には、

「はっ、『泣き虫フェリス』が！　またその顔をジャガイモのように凸でこ凹ぼこにしてやろうか!?」

「やれるもんなら、やってみぃ！　返り討うちにしたるわ、この『筋肉達磨だるま』！」

　取っ組み合いの状態で、互たがいを罵ののしり合うレイア先生とフェリスさんがいた。なんというか……まるで自分のことのように恥はずかしかった。すると、

「こ、これは『霊れい晶しよう丸がん』!?」

「やはり黒の組織が関わっていたか……っ」

「すぐに上級聖騎士へ──本部へ連絡しなければ……！」

　現場処理を進めていた聖騎士たちが、何やら慌あわただしく動き出した。その一方で、

「さぁ、シドー！　あなたも一いつ緒しよに素振りをしましょう！　アレン様の──『神』のお言葉です！」

「気ん持ち悪わりぃから、近寄んじゃねぇよ……クソ眼鏡」

　幸せそうに素振りをするカインさんは、ひたすらシドーさんに素振りを勧すすめていた。さらに別の場所では、

「いいことを思い付いたわ！　せっかくだし、今年は氷王学院との合同夏合宿にしましょう！」

「おっ、そいつは名案だな！　盛り上がること間違いなしだ！」

「うわぁ、シィがまた超ちよう面めん倒どうくさいこと言い出したんですけど……」

　会長がまた突とつ拍ぴよう子しもない考えを打ち出した。

（なんというか一いつ瞬しゆんで、騒さわがしくなったな……）

　その後、ちょっとした話し合いが行われた結果、なんと氷王学院との合同夏合宿が行われることが決まった。

（……頼たのむから、何事もなく無事に終わってくれよ）

　俺はそんな願いを胸に抱いだきながら、小さくため息をつくのだった。
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　氷王学院との合同夏合宿が決まった後、俺たちは会長の屋敷へ、氷王学院の生徒たちはフェリスさんの別べつ荘そうへ移動した。

　それぞれの荷物を置いたり、着き替がえを済ませるためだ。

「──さてと、そろそろ行くか」

　制服から水着に着替えた俺は、集合場所の広間へ向かった。下はサーフパンツ、無地の黒い生き地じという地味目なデザインだ。それから上は白いパーカーを軽く羽織っている。

　誰だれもいない静かな広間で、俺は先ほどの一件を思い返していた。

（結局、どうなったんだろうな……）

　俺が気にしているのは、さっきの『襲しゆう撃げき』についてだ。

　あの後──聖騎士協会の救護班が到とう着ちやくし、重症だった彼らに応急処置を施ほどこした。それから拘こう束そくした五十人全員を協会へ連行し、レイア先生とフェリスさんに『詳しよう細さいな情報がわかり次し第だい、すぐに連れん絡らく致いたします』と言っていた。

（……彼らのターゲットは、間ま違ちがいなくリアだった。おそらくは、彼女の母国ヴェステリアと敵対する国や組織からの刺し客かくだろう……）

　いつも一緒にいるから忘れそうになるけど、リアはヴェステリアの王女だ。暗殺や誘ゆう拐かいといった危険が、すぐ身近に潜ひそんでいる。

（できることなら、彼女の力になりたいな……）

　そんなことを考えながら、みんなの着替えを待っていると──右奥の扉とびらがゆっくりと開かれた。

「お、お待たせ……っ」

「アレン、どうだろうか？」

　そこから姿を現したのは、頰ほおを赤く染めて少し恥ずかしそうにしたリアと、いつも通り堂々とした様子のローズだった。

　そんな二人の水着姿を見た俺は、

「……っ」

　思わず息を吞のんでしまった。

　リアは首回りに紐ひもが通ったホルターネックのビキニ。白い生地に赤いフリルが走った可愛かわいらしいデザインだ。何より、胸むな元もとが強調される形になっていて……とても刺し激げきが強い。

　ローズはシンプルな黒いビキニ。腰こしには黒い薄うす布が巻かれたパレオと呼ばれる水着だ。ピンクがかった綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつと黒の水着のコントラストは美しく、少し大人びたその姿はとても魅み力りよく的だった。

「何というかその……。い、いいと思うよ……っ」

　俺は視線を左上へ泳がせながら、率直な感想を述べた。

「あ、ありがと……っ」

「ふふっ、そう言ってもらえると嬉うれしいぞ」

　そうして俺が感想を述べた後は──シンと静まり返った。

「「「……」」」

　何故かチラチラとこちらを見るリア。棒立ちのまま微び動どうだにしないローズ。そして彼女たちの水着姿を直視するわけにもいかない俺。

　なんとも言えない微び妙みような空間ができあがってしまった。

（な、なにか気を利きかせて喋しやべった方がいいよな……？）

　俺が必死に頭を回転させて話題を探していると、

「お待たせー！」

　左奥の扉が勢いよく開かれ、水着に着替えた会長たちが姿を見せた。

「ねぇ、アレンくん。どうかなどうかな？」

　会長は縁ふち取どりが青の白いビキニに、上から長なが袖そでの灰色のパーカーを羽織っていた。パーカーの前が全開のため、胸のあたりがとても強調されている。なんというか、意外と着き瘦やせするタイプのようだ。

「と、とてもお似合いだと思います」

　さらに目のやり場に困った俺は、伏ふし目がちにそう言った。こんなに綺麗な女性の──それも水着姿に囲まれてしまっては、本当にどこを見ていいのかわからない。するとそれを敏びん感かんに察知した会長は、

「あれれー？　アレンくん、どうしたのかな？」

　ニヤニヤと微笑ほほえみながら、わざと少し前かがみになって俺の顔を覗のぞき込んだ。

「か、会長……意地悪はやめてくださいよ」

「ふふっ、この前のお返しよ？」

　彼女はそう言って、楽しげに笑う。

　どうやらイカサマポーカーで、俺が意地悪したことをまだ根に持っているようだ。

「さて、みんな揃そろったことだし──行きましょうか！」

「あれ、レイア先生は待たなくていいんですか？」

「先生ならもうとっくに着替えて、先に行っているわよ？」

「そ、そうですか」

　男の俺より着替えが速いのか……。

「それじゃ行きましょう！　今日こそ、打だ倒とう氷王学院よ！」

　そうして身み支じ度たくを済ませた俺たちは、フェリスさんの所有するプライベートビーチへ向かった。
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　その後、レイア先生とフェリスさんの間で話し合いが行われた結果、千刃学院対氷王学院で様々な勝負を執とり行うことになった。

　初戦はビーチバレーボール対決だ。

　千刃学院代表は、俺とリア。対する氷王学院代表は、シドーさんとカインさん──奇くしくも一年生対決となった。

　試合は一進一退、互ご角かくの戦いが続く。

「さすがはシドーさん、とんでもない守備範はん囲いの広さですね……」

「凡ぼん人じん風ふ情ぜいが……。粘ねばってねぇで、さっさと諦あきらめやがれ……っ！」

　俺とリアは息の合ったチームワークで、着実に得点を重ねていく。

　その一方でシドーさんは、圧あつ倒とう的な身体能力にモノを言わせた強きよう烈れつなアタックとブロックで強ごう引いんに得点を稼かせぐ。相方のカインさんは、完全にレシーブとトスに専念していた。

「──アレン、お願い！」

　リアのあげてくれた絶好のトスを、

「ハッ！」

　俺はラインギリギリに叩たたき込む。

「ちく、しょうが……っ！」

「さ、さすがはアレン様、鋭するどい……っ！」

　これでカウントは20‐19。後一点取れば、うちの勝利だ。

「ナイスアレン！　さすがね！」

「リアがいいトスをあげてくれたからだよ」

　そうして俺たちがハイタッチを交かわしていると、

「気ん持ち悪ぃなぁ……。凡人共がどれだけ息を合わせようが、ゴミはゴミなんだよ！　見せてやる……絶対的なまでの『格の違い』ってやつをなぁ！」

　シドーさんの放つ空気が変わった。凶きよう暴ぼうで凶悪──大五聖祭での戦いを思い起こさせる凄すさまじいプレッシャーを放っていた。

「リア、ここが大一番だ……！」

「えぇ、確実に仕留めるわよ……！」

　それからリアは大きく息を吐はき、手のひらでボールを回した。

「そー……れっ！」

　縦回転のかかった鋭いサーブがコート端はじを強きよう襲しゆうする。だが、

「甘あめぇぞこら！」

　シドーさんはその驚きよう異い的な反応速度で難なくボールを拾った。

「──上げろ」

「あぁ！」

　カインさんは、コートの中央へ絶好のボールを供給する。

「食くらいやがれ──〈氷狼の魔球ヴアナル・ボール〉ッ！」

　シドーさんの打ち込んだスパイクは、超ちようが付くほどの速球──それも四球に分身する魔球だった。

「くっ……アレン、お願い！」

　リアのブロックをすり抜ぬけたその一撃は、

「雲うん影えい流りゆう──うろこ雲ッ！」

　俺の四連続レシーブによって完かん封ぷうされた。

「な、にぃ……っ!?」

　ふわふわと弧こを描えがくようにして返ったボールは──敵てき陣じん内の奥深くにポスリと落ちた。

「21‐19！　よって、千刃学院の勝利です！」

　審しん判ぱんを務めた氷王学院の生徒が高らかに結果を宣言する。

「ボールが四球に化けるなら、その全すべてを打ち返せばいいだけです」

「こんの、ゴミカスがぁ……！」

　こうしてビーチバレー対決は、見事千刃学院の勝利となった。

「さすがアレン、凄すごいわ！」

「ありがとう。でも、リアが息を合わせてくれたおかげだ」

　俺とリアが勝利の喜びを分かち合っていると、

「さすがはアレン様！　驚きよう天てん動地のレシーブ！　このカイン、感動のあまり一歩も動けませんでした！」

　敵チームのカインさんから、惜おしみない賞賛の言葉が贈おくられた。

「え、あ、ど、どうも……っ」

「てめぇは、どっちの味方だクソ眼鏡！」

「痛い!?」

　そんな風に俺たちがワイワイと騒さわいでいると、

「ふふっ、やはり今年はうちの生徒の方が優ゆう秀しゆうなよぅだなぁ……えぇ、フェリスよ？」

「くっ……次や次！　『ビーチフラッグ』行くで！」

　すぐさま次の勝負の開始が告げられた。

　ビーチフラッグ。二十メートル先に一つだけ差された旗を奪うばい合う定番のスポーツだ。フラッグに背を向けたままうつ伏ぶせになって、ホイッスルと共に立ち上がり、旗を目め掛がけて走り出す。

　そして一番先に旗を取った人の勝利、というごく単純なルールだ。

　千刃学院からは俺、ローズ、会長の三人が出場する。

「ビーチフラッグ……スタートが肝かん心じんだな」

「瞬しゆん発ぱつ力りよくには自信があるぞ」

「ふふっ、負けられないわね！」

　対する氷王学院からはシドーさん、カインさん、氷王学院の生徒会の女子生徒の三人だ。

「[image: お゛]ぃ、邪じや魔まだけはすんじゃねぇぞ？」

「もちろん、わかっているさ」

「頑がん張ばれ、シドー！」

　それから全員がうつ伏せになったところで──ホイッスルが鳴らされた。俺がすぐさま立ち上がり、振ふり返ったその瞬間、

「はっ！　トロイんだよ、クソ雑魚ざこどもがぁ！」

　シドーさんは既すでに前を向いて走り出していた。

「くっ、速い!?」

　反応速度が段だん違ちがいだ。

　そうして悠ゆう々ゆうと旗を摑つかみ取った彼は、

「はっはぁ！　てめぇらとは才能モノが違うんだよぉ！」

　凶悪な笑えみを貼はり付けたまま、そう言い放った。

（ホイッスルを聞いた後の初動の速さ、まるで全身バネのようなしなやかな走り……さすがはシドーさんだ）

（このゴミカス、俺様の加速について来やがった。身体能力が格段に上がっていやがる……。『あの化物』の力に引きずられてか？　それとも気ん持ち悪ぃ、地道な修しゆ業ぎようの成果か？　とにかく油断ならねぇ）

　その後も千刃学院と氷王学院の拮きつ抗こうした戦いは続き──結果として十勝十敗の引き分けに落ち着いた。レイア先生とフェリスさんは、白黒つけるべくもう一試合を望んでいたけれど……。

「今回はせっかくの合同夏合宿ですし、決着は夏休み明けの『剣けん王おう祭さい』でつけませんか？」

　会長が二人の意識を『次の戦い』へ誘ゆう導どうすることで、うまくその場を収めてくれた。こうして初日の合同合宿を無事に終えた俺たちは、それぞれの宿舎へ向かったのだった。
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　会長の別べつ荘そうに到とう着ちやくした俺たちは、ひとまず広いお風ふ呂ろで汗あせと疲つかれを流した。そうして身も心もリフレッシュした後は、みんなで一いつ緒しよに賑にぎやかな晩ごはんを囲む。

（あれは本当においしかったなぁ……）

　アークストリア家の専属シェフが作ってくれた料理は、まさに絶品としか言いようがなかった。口の中で溶とけるようなお肉。身のぎっしりと詰つまった焼き魚。大自然の旨うまみをこれでもかと吸収した野菜。どれも頰ほっぺたが落ちそうなほどにおいしかった。

　現在時刻は夜の十時。俺・リア・ローズ・会長・リリム先せん輩ぱい・ティリス先輩は、十畳じようほどの広い和室に集まってお菓か子しパーティを開いていた。

「──あれは確か、私たちがまだ五歳ぐらいのときだっけか？　雷かみなりが凄かった嵐あらしの日、突とつ然ぜんシィが泣き出したんだよな！」

「あー、かなり懐なつかしいんですけど！　詳くわしく事情を聞いたら『どうしようリリム、ティリス……。雷かみなり様さまにおへそ取られちゃうよ……!?』とかパニックになってて、正直めちゃくちゃ可愛かわいかったんですけど……！」

　リリム先輩とティリス先輩が面おも白しろおかしくそんな昔話を披ひ露ろうすれば、

「ちょ、ちょっと……！　アレンくんたちもいるんだから、そんな恥はずかしい話はやめてちょうだい……っ！」

　会長は顔を真っ赤にしながら、二人の肩かたをペシペシと叩はたいた。

「あはは、それは可愛らしいですね」

「ふふっ、『雷様』ですか。そう言えばそんな話、小さい頃ころにあったなぁ……」

「まぁ五歳という年ねん齢れいを考えれば、泣いてしまうのも無理のない話だ」

　ゆったりとした旅館の浴衣ゆかたに身を包んだ俺たちは、机の上にずらりと広げられたお菓子を食べながら楽しい雑談に花を咲さかせる。

　ちなみにレイア先生と十八号さんは、別室で仕事中だ。さっき聖せい騎き士しの人が出入りしているのが見えたので、きっと今いま頃ごろは今朝の事件について話し合っているのだろう。

　その後、みんなでわいわいと盛り上がっていると──不意にトイレへ行きたくなってきた。少し果実水を飲み過ぎたようだ。

「──ちょっとトイレに行ってくるよ」

　俺は一言そう断りを入れてから和室を後にする。それから掃そう除じの行き届いた綺き麗れいなトイレで用を足し、元の部屋へ戻もどるとそこには──何な故ぜか、ひどく酔よっ払ぱらったリアたちがいた。

「あっ、アレンだぁー。おかえりなさぁい」

　頰ほおをほんのり赤く染めたリアは、どこか舌ったらずな口調でこちらへ手を振った。その目はとろんとしており、なんというか色いろ艶つやのようなものがあった。

「あ、あぁ、ただいま……」

　俺は生返事をしながら、すぐさまグルリと部屋を見回し──発見した。

（なるほど、『アレ』を食べたのか……）

　机の上には、開封された『シャンパントリュフ』があった。俺が席を外している間、みんなであのお酒入りのチョコを堪たん能のうしていたらしい。

（二、四、六、八、十……なるほど、十四個か……。けっこう食べたな……）

　被ひ害がい状じよう況きようを確かく認にんするため、俺は素す早ばやく全員の状態に目を向けていく。

「──ふっはっはっはっは！　我が聖せい剣けんエクスカリバーを受けてみよぉー！」

「私のイージスの盾たては、全ての攻こう撃げきを防ぐんですけど……！」

　枕まくらを手にしたリリム先輩とティリス先輩は、何やらよくわからないことを叫さけんでいた。

（彼女たちはまぁ……いつも通りだな）

　顔が赤らんでいるから、おそらく酔っ払っているんだろうけど……。正直普ふ段だんのテンションがあんな感じなので、あまり変わらない。あのまま放ほうっておいても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　一方のローズは机の前で正座したまま、温かいお茶をすすっていた。彼女だけはお酒入りのチョコを口にしていないのか、見たところ普段通りのままだ。

　そして本件における一番の問題は──やはりリアと会長だろう。顔を赤らめた二人は、今も何やら楽しげに話し合っているが……。その雰ふん囲い気きやテンションは明らかに普段と違ちがっており、なんとも言えぬ『危あやうさ』が滲にじみ出ていた。

（とにかく、まともなローズから少し話を聞いてみるか……）

　俺は彼女の隣となりに腰こしを下ろし、早さつ速そく声を掛かけた。

「なぁローズ、これってやっぱりシャンパントリュフのせいなのか……？」

「あぁ、そうだ。しかし、まさかリアたちがここまでアルコールに弱いとはな……。私も少し驚おどろいてしまったよ」

「ローズは食べなかったのか？」

「いや、おいしくいただいたぞ。ただ、私の家系は代々酒しゆ豪ごうでな。こう見えて、アルコールの類たぐいには滅めつ法ぽう強いんだ」

「そ、そうなのか……」

　二人でそんな話を交かわしていると、

「──ほら、アレン。あーん、してあーん。一緒に食べよぉ？」

「アレンくん、このチョコとぉってもおいしいわよ？　なんか頭がぽわぽわして……ふふっ、楽しくなっちゃうの」

　顔を上気させたリアと会長は、シャンパントリュフを摘つまみ、俺の口元へグッと近付けた。

（こ、これは……っ）

　お酒のにおいと女の子特有の甘いかおりが鼻び腔こうをくすぐり、鼓こ動どうが一気に速くなる。

　ツインテールを下ろしたリアは、それだけでいつもと違った魅み力りよくがあるというのに……。今はそこへお酒の力が加わり、なんとも言えない色いろ香かに満ちていた。

　雪のような肌はだをほんのり赤く染めた会長は、普段よりも空気が柔やわらかくなっており……。小悪魔的な美しさと庇ひ護ご欲よくを誘さそう愛らしさが両立していた。

　そして何より──二人はゆったりとした浴衣を着たまま、四よつん這ばいの状態で迫せまってきているため……ブラジャーに加えて、絶対に見えてはいけないものがチラチラと顔をのぞかせていた。

（さ、さすがに刺し激げきが強過ぎるぞ……っ）

　俺の理性は、正直いろいろと限界に近かった。

「アレン、食べてくれないの……？」

「アレンくん、お姉さんと一緒にお口を開けましょ？　ほら、あーん」

　リアと会長があんまりにも迫ってくるものだから、

「あ、あーん……っ」

　俺は仕方なく、二人の言う通りにして口を開けた。

　その直後、かぼそい指が唇くちびるに触ふれ、それと同時にシャンパントリュフが舌の上で踊おどる。

「ふふっ。どう、アレン？　おいしー？」

「甘くて温かくて、おいしいでしょう？」

「あ、あぁ、おいしいよ。ありがとう」

　扇せん情じよう的なリアと会長が気になって、味なんてほとんど全くわからなかったけど……。うまくこの場をやり過ごすため、とりあえず頷うなずいておく。

「そっか、よかったぁ……！」

　会長はそう言って、突然俺の胸に飛び込んできた。

「か、会長……!?」

　彼女の柔らかい胸がギュッと押し当てられ、甘いにおいが全身を包み込んだ。

「もぅ駄だ目めですよ、会長……。アレンは私のご主人様なんですからぁ！」

　それに負けじとリアも俺の上へ覆おおいかぶさった。

「ちょ、り、リアまで……!?」
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　右半身をリア・左半身を会長、そんな風にして二人に押し倒たおされてしまう。

「えへへ、アレンのにおいだぁ……！」

「ふふっ、けっこう筋肉質なのねぇ……」

「……っ」

　これ以上は……限界だ。いくらなんでも刺激が強過ぎる。

「ろ、ローズ……助けてくれ……っ！」

　俺が最後の力を振り絞しぼり、必死にそう叫んだ次の瞬しゆん間かん、

「ふにゅぅ……」

「……すーすーっ」

　アルコールが体に回り切ったのか、リアと会長は気持ちよさそうにすやすやと寝ね息いきを立て始めた。

（た、助かった……）

　俺は鋼はがねの精神力でいろいろなものを抑おさえ付けつつ、なんとか二人の拘こう束そくから逃のがれる。

　周囲に目を向ければ──リリム先輩とティリス先輩も枕を抱かかえて眠ねむっていた。やはり二人とも、アルコールが回っていたようだ。

「はぁ……。つ、疲れた……っ」

　そうして大きく息を吐はき出せば、

「ふっ、災難だったな」

　俺を助けるために腰を上げていたローズは、苦笑いを浮うかべた。

「とりあえず、シャンパントリュフはもう禁止だな」

「あぁ、それがいいだろう」

　それから俺とローズは、手分けしてリアたちを私室へ運び込み──その後は時間も時間だったので、それぞれの自室に戻った。

「ふぅ、楽しかったけど……。最後は大変だったな……」

　自分の部屋に戻った俺は、大きく伸のびをしながら掛け時計をチラリと見る。

「もう十一時か……。そろそろ寝ないとな」

　あまり夜よ更ふかしをしていては、また明日以降に響ひびいてしまう。

　それから寝ね支じ度たくを整え、電気を消そうとしたそのとき──部屋の扉とびらがコンコンコンとノックされた。こんな夜更けにいったい誰だれだろうか？

「はい、どちら様ですか？」

　そう言って扉を開けるとそこには、

「──アレン、遅おそくにすまないな」

　真剣な表情をしたレイア先生が、腕うで組ぐみをしながら立っていた。

「どうしたんですか、先生？」

「今朝、リアを襲おそった集団について話があってな。こんな時間で悪いが、少し付き合ってくれないか？」

「……わかりました」

　やはり奴やつ等らは、かなり厄やつ介かいな背景を持っているらしい。

（とてつもない面めん倒どうごとだけど、今回ばかりは仕方ないな……）

　大事な友達、リアの身に危険が迫っている。もし俺にできることがあるのなら、全力で協力するつもりだ。

　それから俺は先生の後に付いて進み、彼女の部屋へ通された。中は意外にも整せい頓とんされていて、脱ぬぎかけの服や飲みかけのお酒などは見当たらない。

「さて早速だが、まずはこれに目を通してくれ。口で説明するよりも現物を見た方が早い」

　先生はそう言って、机の中から一通の茶ちや封ぶう筒とうを取り出した。その表面部分には『重要書類』と印字されている。

「これは……？」

「つい先ほど上がってきた聖せい騎き士し協会からの報告書だ。少し量が多いから、うまく要点を摑つかみながら流し読みしてくれ」

「わかりました」

　俺は口の開いた茶封筒から報告書を取り出し、そこへ目を落とす。




　ヴェネリア島カルロス地区で発生した事件について

　七月一日正午：取り調べの結果、拘束した五十人は神聖ローネリア帝てい国こくからの刺し客かくだと判明した。押収した癖くせのある暗器から見ても間違いないだろう。彼らは霊晶丸を所持しており、神聖ローネリア帝国が『黒の組織』と何らかの関係を持っていることは明白だ。

　七月一日夕方：霊晶丸の副作用により、彼らの状態が急変した。ヴェネリア支部常設の救護班では対応不可。そのため急きゆう遽きよ、近くの大病院へ極ごく秘ひ裏りに移送することが決まった。

　七月一日夜：移送中に突とつ如じよ現れた何者かの襲しゆう撃げきを受け、五十人全員が殺害された。またその際、彼らの遺体は入念に燃やされてしまった。これは死体が持つ霊晶丸の情報を隠いん蔽ぺいするための処置だと思われる。




「殺害、された……？」

「あぁ、そうだ。神聖ローネリア帝国、もしくは黒の組織からの刺客だろうな。移送中の警備を担当していた聖騎士は、全員気絶させられていたらしい」

　先生は肩かたを竦すくめて話を続けた。

「現場検証を行った結果、あの海の家の付近でいくつかの不ふ審しんな足あし跡あとが見つかった。君たちを襲ったのとは別に、小規模な集団が潜せん伏ぷくしていたのだろう」

「小規模な集団、ですか……？」

　彼女はコクリと頷く。

「今回の一件は、霊晶丸を使った戦せん闘とう実験と見て間ま違ちがいない。その際に敵は、二つのグループを用意していた。捨すて駒ごまである五十人と、採取した戦闘データを集計する小規模集団をな」

「す、『捨て駒』って……。人の命をそんなに軽く……っ」

「この件の黒幕は、こういう非人道的な奴等ということだ。君もよく注意してくれ」

　先生は最後にそう短く忠告を発して、話を締しめくくった。

「……でも、どうして俺だけに？　リアやローズ、会長たちには伝えなくていいんですか？」

「それは君が──いや、これはまだいいか」

「……？」

「まぁとにかく、大人にはいろいろな事情があってな。君にだけは、伝えておいた方がいいと判断したんだ。当然ながら、この件は他言無用で頼たのむぞ」

「そう、ですか……。わかりました……」

　あまり納なつ得とくはできないけれど……。これ以上聞いても何も教えてくれなさそうだったので、ひとまず俺は頷いた。

「まぁ現状、そこまで心配し過ぎることもない。それに今みたく私が近くにいるときも安心してくれ。こう見えてもそこそこ腕は立つ方だ」

「ありがとうございます」

　先生の実力のほどは、最近ちらほらと耳にしている。

　彼女がそう言ってくれるのはとても心強い。

「さて、話は以上だ。こんな夜遅おそくに悪かったな。明日以降も合宿は続く。グッスリと眠って、しっかりと体調を整えてくれ」

「はい。では──おやすみなさい、先生」

「あぁ、おやすみ」

　そうして彼女の部屋を後にした俺は、自室に戻もどって深い眠りについたのだった。




　　　　■




　それから数日間、千刃学院と氷王学院は勝負と修しゆ業ぎようを繰くり返し──そして本日いよいよ、合同夏合宿は最終日を迎むかえた。俺たちは疲ひ労ろうの溜たまった体を引きずり、いつものようにフェリスさんのプライベートビーチへ集まる。

　するとレイア先生・フェリスさん・会長の三人が全生徒の前に立った。

「──諸君、楽しくも厳しい夏合宿によくぞ耐たえてくれたな！」

「お疲つかれさんやったなぁ、ほんまによう頑がん張ばってくれたわ」

「最後の一日ぐらいは、パーッと遊びましょう！」

　彼女たちがそう言った次の瞬間、

「ぃやったー！　やっと海に入れるよぉー！」

「今年はかなりきつかったんですけど……」

「よっしゃ！　今日は丸一日、遊び倒すぞぉおおおお！」

　千刃学院と氷王学院、両生徒から大だい歓かん声せいが巻き起こった。

　みんなはとても喜んでいたけれど、少し……いや、かなり残念がっている自分がいた。

（もう終わりか……。もっとみんなと修業したかったな……）

　一人で静かに剣けんを振ふるのも楽しい。でも、みんなで振るともっと楽しい。これはごはんを食べるときと一いつ緒しよだ。そんな風にして複雑な思いを抱えていると、

「──ねぇねぇ、アレンくん！　ちょっといいかな？」

「一年生であのシドーとやり合うなんて……君、凄すごいね！」

　氷王学院の──おそらくは先せん輩ぱいと思われる女生徒たちに囲まれた。

「あ、ありがとうございます」

　突然の事態に困こん惑わくしていると、

「わっ、やっぱりいい体してる！」

「すごーい！　カッチカチだね！」

　両りよう脇わきに立った二人は、興きよう味み津しん々しんといった様子で俺の腹筋を触さわり始めた。

「え、あっ、ちょ……っ!?」

　細い指が皮ひ膚ふを伝う感かん触しよくがなんとも言えずこそばゆい。

　そんな風にいったいどうしたものかと困っていると、

「──ちょ、ちょっと！　うちのアレンが困ってますから！」

「あまりべたべた触らないでくれ」

　氷王学院の先輩たちを跳はね除のけるようにして、リアとローズが俺の両りよう隣どなりに立ち並んだ。

「行こう、アレン！」

「海で遊ぼう。きっと楽しいぞ」

「あ、あぁ、そうだな」

　それから俺は何な故ぜかムッとした様子の二人に連れられ、海辺の方へ移動した。
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　連日の勝負と修業から離はなれ、落ち着いた状態で見る海は、本当に綺き麗れいだった。

　海辺では既すでに多くの生徒が、思い思いのことをしている。

　岸の方で釣つりをしたり、砂すな浜はまでお城を作ったり、浅あさ瀬せで水を掛かけ合ったりと、みんな夏合宿の最終日を目一いつ杯ぱい楽しんでいた。

「さて、何して遊ぼうか？」

　俺が軽くそう声を掛ければ、

「えっとね、ちょっと考えたんだけど──これなんかどうかな？」

　リアはそう言って、しぼんだ状態の浮うき輪わを三個取り出した。先ほどから、彼女がずっと小こ脇わきに抱かかえていたものだ。

「今朝、会長から借りてきたのよ！　これで一緒に広い海をプカプカしたら、きっと楽しいと思うの！」

「ここは流れが穏おだやかだ。潮風もあるし、気持ちいいはずだ」

　二人は同意を求めるようにして、こちらへジッと視線を向けた。

「あぁ、それはいい案だな」

「やった！」

「よし、早さつ速そく準備をしよう！」

　それから俺たちは準備運動をして、浮き輪をパンパンに膨ふくらませてから海へ入った。

「──おぉ、川の水とはけっこう違うな！」

　なんというか、ほんのりと水が肌はだに着く感じがする。

「んー、冷たいっ！」

「んっ、ひんやりとして気持ちいいな」

　何度か海を経験している二人は、『水の感触』よりも『冷たさ』を楽しんでいるようだ。その後、浮き輪に乗った俺たちは、波に揺ゆられながらいろいろな話に花を咲さかせた。

「──それでね！　お父さんったら、その手紙を私へのラブレターと勘かん違ちがいしちゃって、『うちの娘むすめが欲ほしければ、ヴェステリア王国最強の剣けん士しであることを示せ！』って顔を真っ赤にして叫さけんだのよ！」

　リアはそう言って、彼女の父──ヴェステリア国王の勘違いを面おも白しろおかしく語り聞かせてくれた。

「あはは、それは凄い勘違いだな」

「ふふっ。怒ど鳴なられた側は、たまったものではないな」

　いつもと違った環かん境きようでする話は、時間を忘れてしまうほどに楽しかった。そうしてしばらくの間、プカプカと浮かんでいると、

「……なんか素す振ぶりがしたくなってきたな」

『素振り欲』のようなものが、体の奥底から湧わき上がってきた。

（地に足のついていないこの状じよう況きよう……）

　より鋭するどい斬ざん撃げきを放つためには、いったいどのように剣を振るべきなのだろうか……？　それを知るためにも、素振りがしたい。

「ふふっ、アレンは本当に剣を振るのが好きだね？」

「どんな時でも、ずっと剣術のことばかりだな」

「そ、そうか？　照れるな……っ」

「「褒ほめてないよ!?」」

　そんな風にして俺たち三人が海を満まん喫きつしていると、

「きゃぁ……っ!?」

「な、なんだ!?」

　突然海中から何か大きな物体が急浮ふ上じようし、その勢いで浮き輪に乗っていたリアとローズがひっくり返ってしまった。

「くっ、いったい何が……!?」

　俺が目を凝こらすとそこには、

「──はっはぁ！　今日のメシは決まりだぜぇ！」

「凄いな、シドー！　まさか泳いでいる魚を鷲わし摑づかみとは！」

　両手に二匹ひきの魚を鷲摑みにしたシドーさんと、それを称しよう賛さんするカインさんがいた。

「し、シドーさんにカインさん!?　どうして海中から!?」

「[image: あ゛]ぁ？　……なんだいたのか、アレン」

「おぉ、アレン様！　驚おどろかせてしまい、大変申し訳ございません。現在私どもは『素す潜もぐり漁』なるものを体験しておりまして……いや、これが中々に面白いのですよ！」

「そ、そうですか……」

　どうやら二人とも、ただこの海を満喫しているだけのようだ。

「──ちょ、ちょっとあなたたち！　もう少しゆっくり上がってきなさいよ！」

「びっくりしたじゃないか！」

　なんとか浮き輪に戻ったリアとローズは、当然の文句を口にする。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　こいつはスピードが命なんだよ！」

「いや、シドー……。それは獲とるときの話で、浮上するときは関係ないよ。今回は僕たちが悪い、次からは気を付けるようにしよう」

　カインさんがそうたしなめると、

「ちっ、理り屈くつをこねやがる……」

　シドーさんはそう言いながら、ペコリと頭を下げた。こう見えて、意外と素直なところがあるようだ。

「アレン様、リアさん、ローズさん。お騒さわがせして申し訳ございませんでした。それでは、また後ほどお会いしましょう」

「じゃあな」

　そうして二人は、再び海の底へ戻って行った。どうやら彼らは彼らで、この南海のリゾートを満喫しているようだ。

　その後、浮き輪での遊泳を終えた俺たちは、会長・リリム先輩・ティリス先輩と合流して目一杯遊び回ったのだった。
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　その晩、俺たちは氷王学院のみなさんと一緒にバーベキューをすることになった。場所はフェリスさんの別べつ荘そう前、集合時間は十九時だ。

　ひとしきり遊んだ俺たちは、みんなで集合場所へ向かった。

　するとそこには、

「こ、これは凄いな……！」

　分厚い霜しも降ふり牛肉、ほどよく肥えた新しん鮮せんな魚、色とりどりの野菜にフルーツ。とても豪ごう勢せいな食材が所ところ狭せましと並べられていた。

「うわぁ、おいしそう！」

「あぁ、これは期待できそうだな！」

　リアとローズは目をキラキラと輝かがやかせ、

「いいお肉ね。あれを熱々の鉄板で焼けば、きっとおいしいわよ！」

「私は魚の丸焼きに期待だな！　塩焼きが最高なんだよ、これが！」

「めちゃくちゃおいしそうな果物なんですけど……！」

　会長たちはゴクリと唾つばを吞のみ、期待に胸を膨らませた。

　するとこのバーベキューを企き画かくしてくれた氷王学院の理事長フェリスさんが、手に持つ扇子せんすをパンと鳴らした。

「千刃学院のみなさん、いらっしゃい。それじゃもう準備できとることやし──バーべキューを始めよかぁ！」

　彼女がそう言った次の瞬しゆん間かん、

「ぃよっしゃぁああああ！　肉だぁああああ！」

「フェリス先生、最高ー！　大好きーっ！」

「今日ばっかりは、たらふく食うぜぇええええ！」

　あちこちで喜びの声が巻き起こった。

　俺・リア・ローズの三人は、フェリスさんに感謝しつつ、机に並べられた食材を取っていく。それからちょうど空席だった、四人掛けのテーブル席に腰こしを下ろせば、

「よいしょっと」

「すまない、もう少し詰つめてくれ」

「あ、あぁ……」

　どういうわけか、リアとローズは俺の両隣へ腰を下ろした。

（こういう対面式のテーブルは、三人ぎゅうぎゅうになって座るものじゃないんだけど……まぁいいか）

　それから俺は霜降りの牛肉を串くしに刺さし、テーブルの中央部に設置された金かな網あみへ乗せた。

（あぁ、いいにおいだ……っ）

　肉の脂あぶらが鉄板の熱ではじけ、食欲を刺し激げきする芳こうばしいにおいが鼻び腔こうをくすぐった。

　チラリと横を見れば──リアは次々に肉の串を作り、流れ作業のようにして金網へ乗せていった。……さすがだ。

　その一方で、ローズはとてもバランスがいい。お肉と野菜を交こう互ごに差し、それから小ぶりの魚も一いつ緒しよに焼いていく。

　それから一分、二分と経過したところで──いい具合に肉が焼けてきた。そろそろ食べ頃ごろだろう。

「それじゃいただこうか！」

「えぇ、そうしましょう！」

「これはおいしそうだな」

　そうして俺たちが思い思いの串を手に取ったそのとき、

「──おぃ、こらてめぇ！」

　ちょうど目の前を通りかかったシドーさんが、リアの持っていた魚の串焼きを素早く奪うばい取った。

「し、シドーさん？」

「きゅ、急になにするのよ!?」

「いったいなんのようだ……？」

　俺たちが矢や継つぎ早に疑問を投げかけると、

「ちっ、やっぱり『メノリカサゴ』じゃねぇか……っ」

　彼は大きく舌打ちをして、魚をポイと投げ捨てた。その瞬間、

「め、メノリカサゴ!?」

「ちょ、それ猛もう毒どくのあるやつだぞ!?」

「待て待て！　全員、魚は食うな！」

　途と端たんに周囲がざわつき始めた。

　メノリカサゴ、確か体内に致ち死し性の麻ま痺ひ毒を持つ魚だ。

「お嬢じよう、どうなっていやがる!?」

　シドーさんがそう言って詰め寄れば、

「お、おかしぃなぁ……？　釣つった魚は全部地元の漁師に見せて、『毒はない』と言われたんやけど……」

　フェリスさんは申し訳なさそうにポツリと呟つぶやいた。

「ちっ、適当な判断をしやがって……。おい、魚類は全部こっちに持って来やがれ！　この俺様が直々にチェックしてやる！」

　それから彼は、クーラーボックスに入った大量の魚を一匹ぴき一匹素早く調べていった。

「シドーさんって、魚に詳くわしいんだ……」

　俺がそんな感想をこぼすと、たまたま近くにいたカインさんが口を開いた。

「えぇ、それはもう──『魚博士』と言っても過言ではありません。シドーは幼少期、かなり特とく殊しゆな環境で育ったそうで『生きる知識』がとても豊富なんですよ。もし無人島に何か一つだけ持って行くならば、ぜひ彼をお勧すすめします」

「な、なるほど……」

　いったいどんな環境で育ったのだろう。いろいろと謎なぞの多い人だ。

　とにもかくにも、彼にはまた助けられてしまった。

「──シドーさん、リアを助けてくれてありがとうございます」

「ありがと、本当に危ないところだったわ」

「助かった。感謝する」

　俺たちがそうして礼を伝えると、

「はぁ？　相変わらず、気ん持ち悪い奴やつ等らだな……。勘かん違ちがいすんじゃねぇぞ、ゴミカスども。たまたま偶ぐう然ぜん目に付いただけで、助けたわけじゃねぇよ」

　彼は散々悪態をついて、プイとそっぽを向いた。相変わらず口は悪いけど、根はいい人なのかもしれない。

　それから元の席に戻もどった俺たちは、気を取り直してバーベキューを再開した。魚類は現在シドーさんがチェック中なので、メインはお肉と野菜だ。

「──うん、うまい！」

「このたまねぎ、とっても甘いわ！　歯ごたえも最高よ！」

「さすがは名門貴族ドーラハイン家のバーベキューだな。食材の品質は、どれも最高クラスだ！」

　そんな風にして、三人でバーベキューを楽しんでいると──夜空に大きな花火が咲さいた。

「おぉ、打ち上げ花火か……！」

「わぁ、綺き麗れい……っ」

「風流なものだな……」

　赤・青・緑──真っ黒なキャンパスに描えがかれた色とりどりの花は、とても美しかった。

「ねぇ、アレン、ローズ……。また来年もみんなで、夏合宿へ行こうね？」

「あぁ、きっとそうしよう」

「もちろんだ」

　こうして波乱に満ちた千刃学院と氷王学院の合同夏合宿は、無事に終わりを迎むかえた。








五：ヴェステリア王国と親衛隊






　氷ひよう王おう学がく院いんとの合同夏合宿が終わった次の日。時刻は朝の七時。俺たちを乗せたプライベートジェットは、アークストリア家の屋や敷しき裏に着陸した。

「──会長、いろいろとありがとうございました。夏合宿、楽しかったです。とてもいい経験になりました」

「ありがとうございました。本当に楽しかったです！」

「ふわぁ……感謝、する……」

　俺・リア・ローズの三人がお礼を伝えると、

「ふふっ、どういたしまして。それじゃみんな、また学院で会いましょうね？」

　会長はそう言って優やさしく微笑ほほえんだ。

　そして生徒会の顧こ問もんであり、引いん率そつとして同行したレイア先生は、

「諸君。夏休みは誘ゆう惑わくが多いので、ハメを外し過ぎないようにな！」

　いかにも先生らしい注意を述べて、夏合宿を締しめたのだが……。

（しょ、正直あまり説得力がないな……）

　彼女はつい昨日フェリスさんと盛せい大だいな飲み比べをして、ハメを外し過ぎたばっかりなのだ。そんな先生に「ハメを外し過ぎないように」と言われた俺たちは、みんな苦笑いを浮うかべて生暖かく流したのだった。

「さてと、それじゃ帰ろうか？」

「えぇ、そうしましょう」

「ふわぁ……。ひと眠ねむり、しなくては……」

　そうして俺・リア・ローズの三人が千せん刃じん学がく院いんの寮りようへ足を向けると、

「私も途と中ちゆうまで同行させてもらおう。本来ならば……このまま自宅へ帰るところなんだが、今日は『珍めずらしい来客』があってな。面めん倒どうだが、理事長として応対しなければならないんだよ……」

　先生は肩かたを竦すくめて、小さくため息を漏もらす。

　それから俺たち四人はオーレストの街を右へ左へと進んでいき、千刃学院へ到とう着ちやくした。いくつもの寮が建ち並ぶ一角で、ローズはピタリと立ち止まった。

「ふわぁ……うん、私の寮はここだ。また会おう……」

　彼女は左手で目元をこすりながら、右手を小さく振ふった。

「あぁ。またな、ローズ」

「朝はちゃんと起きないとダメよ？」

「くれぐれも体には気を付けるんだぞ！」

　そうしてローズと別れた俺たちが、二人の寮へ足を向けたそのとき──カラッとした一いち陣じんの風がサッと吹ふき抜ぬけた。

「いい風だなぁ」

「えぇ、そうね」

「うむ、気持ちがいいものだな！」

　そのまま少しの間、真っ直すぐ歩いていると──前方に濃紺の貴族服を纏う、男性剣けん士しを捉とらえた。

（……綺麗な服だな。どこかの貴族だろうか？）

　俺がそんな感想を抱いだいた次の瞬しゆん間かん、

「覇は王おう流りゆう──撃げき滅めつッ！」

　一瞬にして間合いを詰つめた彼は、殺意の籠こもった鋭するどい斬ざん撃げきを放った。

「っ!?」

　俺は咄とつ嗟さに剣を引き抜き、かろうじてその一撃を防ぐ。

（ぐっ、なんて力だ……）

　目にも留まらぬ加速、それにこの重さ──並の剣士ではない。

　それに何より、『覇王流』はリアと同じ流派だ。

「い、いきなり何をするんですか……!?」

「ゲスなドブ男め……。リア様に近付くな……っ！」

　壮そう麗れいな男性剣士は、憤ふん怒ぬの形相でこちらを睨にらみ付けた。

（……リア『様』？）

　すると、

「く、クロード!?　どうしてこっちに!?」

「おー、久しぶりじゃないか、クロード！」

　リアと先生は謎の剣士をクロードと呼んだ。

　何な故ぜか俺を睨み付ける切れ長の鋭い目。やや長めの艶つやのある黒くろ髪かみ。煌きらびやかな貴族服。多分、年ねん齢れいは十五歳前後だろうか。身長は俺よりやや低い、百六十五センチぐらいだ。

「えーっと……。悪い、リア。紹しよう介かいしてくれると助かるんだが……？」

「あっ、ごめんね。あの子はクロード＝ストロガノフ。ヴェステリア王国の親衛隊隊長よ。向こうでの仕事があったと思うんだけど、いつの間にこっちへ来ていたのかしら……」

「な、なるほど……」

　何故突とつ然ぜん斬きり掛かかってきたのかは、わからないけれど……。一応、味方ではあるらしい。

「リア様、お久しぶりでございます！　そして──どういうことだ、レイア！　リア様の近くに汚けがらわしい羽虫がいるではないか！」

（け、『汚らわしい羽虫』って……）

　まだ会って間もない。というか一言も交かわしていないのに、少し言い過ぎではないだろうか……。

　そしてクロードさんに厳しく𠮟しつ責せきされた先生は、「やれやれ」といった風に首を横へ振る。

「そう怒おこってくれるな、クロード。二人はなんというかその……特別な関係にあるんだよ」

「と、特別な関係……だと!?　ま、まさか……っ。こ、こここ……恋こい人びと!?」

　彼は顔を青くして、震ふるえながらそう問いかけた。

「あー違う違う。それよりももっと過激な『主従関係』──言ってしまうと『奴ど隷れい』だな」

　そうして衝しよう撃げきの事実を告げられたクロードさんは、

「しゅ、主従関係……？　奴隷……？　……え？」

　憑つき物が落ちたように、全すべての感情が抜け落ちた顔でそう呟いた。

「せ、先生!?」

「ちょ、ちょっとレイア!?　なんでバラしちゃうのよ!?」

「はっはっはっ！　噓うそを言っても仕方がないだろう？」

　彼女はそう言って、高らかに笑った。

（全く、この人は……っ！）

　完全に今の状じよう況きようを楽しんでいる──いっそ清すが々すがしいほど模も範はん的な愉ゆ快かい犯はんだ。

（くそっ、どうやって言い逃のがれる……!?）

　相手はヴェステリア王国の親衛隊隊長。俺とリアの奴隷契けい約やくが知られたら、いったいどれほど面倒なことになるか予測すらできない。

「り、リア様……それは本当なのでしょうか？」

　クロードさんは最後の砦とりで──リアに直接そう問い掛けた。

（……チャンスだ！）

　ここで彼女がはっきり『ノー』と言えば、それでこの話は全て終わり。あの愉快犯のつまらない企たくらみも全ては水の泡あわだ！

　だが、

「え、あ、その……。う、うん……っ」

　彼女は何故か顔を赤らめながら、コクリと頷うなずいた。

（うん……こういう正直で噓をつかないところはリアの美徳だな）

　人としてとてもいいことだし、今後もそうあって欲しいと思う。

（だけど、時と場合があるだろ……!?）

　今のような場面では、相手のためにも優しい噓をついた方がいい。

　そうしてリアから絶望的な現実を突つきつけられたクロードさんは、

「そん、な……っ。リア様が……奴隷……？　～～っ」

　あまりのショックの大きさに、その場で卒そつ倒とうしてしまった。

「く、クロード!?　しっかりして!?」

「はっはっはっ、これはまた面おも白しろいことになりそうだな！」

　先生はそう言って、俺の背中をパンと叩たたいた。

（……まずい。これは多分、今までで一番……まずい）

　形式上とはいえ、一国の王女を奴隷にする。その事実は、とてつもなく重たいものだ。それにリアのお父さん──つまりヴェステリアの国王は、とても親おや馬ば鹿かだと聞いている。

（はぁ……。なんで俺ばっかりこんな目に……）

　俺は大きなため息をつきながら、どこまでも青い空を見上げた。




　　　　■




　その後、レイア先生は気絶したクロードさんを学院内の保健室へ運び込んだ。養護教きよう諭ゆの話では、強いストレスに起因する貧ひん血けつの症しよう状じように似ており、安静にしていればすぐに目を覚ますとのことだ。

　何が原因でこうなったのかと問われた先生は、「まぁちょっと刺し激げきの強いことがあったんですよ」と曖あい昧まいな返答をしていた。

　それから十分後、

「うっ……こ、ここは……？」

　ベッドに横たわったクロードさんは、ゆっくりと目を開けた。

「あっ、目が覚めたのね、クロード！」

「り、リア様……？　あぁ、よかった。やっぱり全部夢だったんですね……」

「……え？」

　彼はホッと胸を撫なで下ろし、とても柔やわらかい笑えみを浮かべた。

「長い、長い夢を見ておりました……。リア様が異国へ留学し、あろうことかドブ虫の奴隷にされてしまうという……。つらく苦しい悪夢を……」

「え、えっと……それは夢じゃないわよ？」

「……え？　～～っ!?」

　キョロキョロと周囲を見回したクロードさんは、俺とばっちり目があった次の瞬間、
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「き、貴様はドブ虫!?　くそっ、アレは現実だったのか……っ」

　すぐさまベッドから跳はね起き、敵意と憎ぞう悪おがないまぜになった鋭い視線を向けてきた。

「初めましてクロードさん。アレン＝ロードルです」

　ドブ虫と呼ばれ続けるのもどうかと思ったので、とりあえず名前を名乗ることにした。

　しかし、

「貴様の名前なんぞ、どうでもいい！　リア様に近付くな、この鬼き畜ちく男めが！」

　彼はこちらを完全に敵視しており、まともな話すらできなかった。

（こ、困ったな……）

　個人的には何としてもクロードさんここで情報を止めておきたい。俺とリアの関係をヴェステリアの国王に知られることだけは、絶対に避さけなければならないのだ。

（そのためにも、なんとか会話の糸口を摑つかみたいのだが……）

　どうやら中々に難しそうだな……。

　そうして俺が心の中で大きくため息をつくと、

「ちょっとクロード！　黙だまって聞いていれば、さっきから言い過ぎよ！　ちゃんとアレンに謝りなさい！」

　明らかに機き嫌げんを損そこねたリアが、クロードさんを厳しく𠮟しかり付けた。

「り、リア様……!?　こ、こんなドブ虫に……身も心も許してしまったのですか……っ」

　敬愛するリアから𠮟責を受けた彼は、歯を食いしばりプルプルと震え出した。

「リア様は昔から少々ポンコツであられる……っ。どうせこの下げ種すなドブ虫に、いいように騙だまされているに違ちがいない！」

「だ、誰だれがポンコツよ、誰が！」

　リアの反論を無視して、クロードさんはキッと俺を睨み付けた。

「覚えていろ、ドブ虫！　貴様には地じ獄ごくの苦しみを与あたえてやるからな！　──そしてリア様！　この私めが、必ずやあなた様を解放して差し上げます……！　では、これにてしばしのお別れを」

　そうして彼が保健室の窓から飛び出した次の瞬間、

「……ぷっ、あっはっはっ！　クロードは相変わらず面白いな！　昔から本当にからかい甲が斐いのある奴やつだ！」

　ここまで必死に笑いを堪こらえていたレイア先生が、我が慢まんならないといった様子でお腹なかを抱かかえて大笑いした。

「はぁ、先生……？」

「ちょ、ちょっとレイア！　いったいどうするつもりなのよ!?」

「ふふっ、そう怖こわい顔をしてくれるな。ちょっとした冗じよう談だんじゃないか」

　これは『ちょっとした冗談』で済ませられる範囲を超こえていると思うんだが……。

「さて、真ま面じ目めな話をするとだな……。あのクロードのことだ。おそらくは、近々アレンとの接せつ触しよくを試みるだろう。そのときに君が事情を説明して納なつ得とくさせるか、それとも上手うまく話をでっち上げて煙けむに巻まくか──まぁ好きな方を選ぶといい」

「ど、どちらも中々に難しそうなんですが……」

　あの怒いかりに身を焦こがしたクロードさんが、素す直なおにこちらの話を聞くとは思えない。

「そこはまぁ気合で何とかするしかないな！　──さて来客対応も終えたことだし、私は帰る！」

　先生は回れ右をして、保健室から出て行った。どうやら先ほど彼女が言っていた『珍めずらしい来客』とは、クロードさんのことだったらしい。

「はぁ……。とりあえず、俺たちも帰ろうか」

「うん……でも、クロードが何をしでかすか心配だわ。後ろとか夜中とか物もの陰かげとか……とにかく気を付けてね、アレン？」

「あぁ、わかった」

　そうして保健室を後にした俺たちは、二人の寮りようへ戻もどったのだった。




　　　　■




　それから丸一日が経過した。しかし、あれ以降クロードさんが姿を見せることはない。

（でも、油断は禁物だ……）

　もしかしたら今いま頃ごろ、何かしらの作戦を立てているかもしれない。

　今後数日は、しっかりと気を張って生活を送る必要がある。

「ふぅ……そろそろ帰るか」

　時刻は午前七時。日課である早朝の素す振ぶりを終えて寮に戻ると、

「ふわぁ……。あっ、おはよう、アレン。今日も早いわね」

　パジャマ姿のリアが、寝ねぼけまなこのまま小さく手を振った。

　ちょうど今起きたところなんだろう。

「おはよう、リア。っと、そうだ。リア宛あてに封ふう筒とうが届いていたぞ」

　郵便受けに入っていた封筒を彼女へ手て渡わたす。

「……私に？　誰からだろ？」

「さぁな、何な故ぜか差出人の名前がないんだよ」

　この封筒には差出人の名前はおろか、切手さえも貼はられていない。

　多分、誰かがうちの郵便受けに直接投とう函かんしたんだろう。すると、

「う、そ……っ!?」

　封筒の裏面に押された仰ぎよう々ぎようしい朱しゆ印いん。それを目にしたリアは、顔を青くして固まった。

「ど、どうしたんだ……？」

「こ、これ……。お父さんからの手紙よ……」

「リアのお父さんって……ヴェステリアの国王からか!?」

「うん、ちょっとまずいかも……」

　用件は間違いなく、あの件についてだろう。

　どうやらクロードさんは、あの後すぐに国王へ報告したらしい。

「と、とりあえず……中を確かく認にんしよう」

「そ、そうね……」

　封筒を丁てい寧ねいに開封し、中に折りたたまれた上質な紙を取り出す。するとそこには、美しい字でこう書かれてあった。




　我が愛いとしの娘むすめ、リアへ

　とある話をクロードから聞きました。

　そちらではいろいろと特とく殊しゆな環かん境きように苦労しているようですね。

　パパはとてもとても心配で仕事に集中できません。

　この夏休みに一度、うちへ帰って来てくれませんか？

　七月六日の午前十時に千刃学院へ到とう着ちやくするよう、王室専用の飛行機を向かわせました。

　お友達のアレン＝ロードル君も絶対に一いつ緒しよに連れて来てください。

　何があっても絶対に連れて来てください。

　愛しているよ。

　パパより




　一見すれば自分の娘に宛あてた優やさしい手紙だが……。隠かくし切れない怒りが滲にじみ出ているのは、誰の目にも明らかだった。

「お、お父さん、めちゃくちゃ怒おこってる……」

「まぁ、そうだろうな……」

　他国へ送り出した愛まな娘むすめが、どこの誰ともわからぬ男の奴ど隷れいになったと聞かされたんだ。怒って当然だろう。

（それにこの話を報告したのは、あのクロードさんだ……）

　きっと悪意に満ちた脚きやく色しよくを加えたに違いない。

「ど、どうしようアレン……っ!?　七月六日って、今日だよ!?」

「……行くしかないな」

　相手は一国を治める国王だ。

　クロードさんとは違って、思し慮りよ分別のある聡そう明めいな方だろう。

　ちゃんと事情を話せば、きっとわかってくれるはずだ。

「ご、ごめんね……。なんか迷めい惑わくばっかりかけちゃって……」

「気にしなくても大だい丈じよう夫ぶだ。──そんなことよりも、ほら早く準備をしよう。もうあまり時間もないぞ」

「う、うん、わかった……ありがと」

　リアはそう言って、奥の脱だつ衣い所へと走って行った。

「ふぅ……。重たい、な……」

　一国の王様から直々にお呼び出しを食くらったという事実は、学生の俺にはとても重たい。

（それにしても南海のリゾート地ヴェネリア島の次は、海を越こえてヴェステリア王国へ、か……。夏休みだというのに次から次へと、全く気が休まらないな……）

　そうして俺はため息をつきながら、旅の支し度たくを始めたのだった。








あとがき






　読者のみなさま、『一億年ボタン』の第二巻をお買い上げいただき、ありがとうございます。作者の月つき島しま秀しゆう一いちです。

　それでは早速、本編の内容に軽く触ふれていきたいと思います。『あとがきから読む派』の方は、この先ネタバレありとなっておりますので、どうかご注意くださいませ。

　さて第二巻は魔ま剣けん士し編・部費戦争編・夏合宿編の三部構成。そして最後に新たな物語の始まりとして、ヴェステリア王国編が掲けい載さいされておりました。かなり密度の濃こい内容だったのではないかと思います。

　登場キャラが増えたことでより活発になった会話、さらにはそこへ挟はさみ込まれたいくつもの戦せん闘とう──読者のみなさまにおかれましては、少しでも楽しんでいただけたならば幸いです。

　そして第三巻はリアの母国である『ヴェステリア王国編』などなど、第二巻よりもさらに濃のう密みつなお話が収録される予定です！

（発売日は、二か月後の二月二十日を予定しております！　とても面白い内容になっておりますので、ぜひよろしくお願いいたします！）




　それでは、以下謝辞に移らせていただきます。

　イラストレーターのもきゅ様、素晴らしいキャラクターデザインにかっこよく可愛かわいいたくさんのイラスト、本当にありがとうございます。またいろいろなお話を聞いてくださった担当編集様、誤字脱だつ字じを修正してくださった校正者様、その他、本書の制作に力を貸していただいた関係者のみなさま──ありがとうございます。

　そして何より、『一億年ボタン』第二巻を手に取っていただいた読者のみなさま──本当にありがとうございます。

　それではまた二か月後、『二月二十日』発売予定の第三巻でお会いしましょう。
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